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第１章 総則

（目的）

第１条 本仕様書は、長崎市が行う公共下水道事業のための施設である南部下水処理場及び第３

条に定める中継ポンプ場（以下「処理場等」という。）の性能発注方式に基づく包括的な維持管

理業務委託にあたり、処理場等の適正な運転、一定の性能の確保及び効果的かつ経済的な運転

管理を行うために必要な事項を定め、公共用水域の水質保全及び向上を図ることを目的とす

る。

（受注者の留意事項）

第２条 受注者は、次に揚げる事項に留意し、誠実かつ安全に本業務委託を履行しなければならな

い。

（１） 本業務委託を円滑に遂行するとともに、処理場等の機能が十分に達成できるように努め

ること。

（２）契約書、本仕様書等に基づき本業務委託を完全に履行すること。

（３）臭気、騒音は特に注意し、その防止に努めること。

（４）本業務委託の遂行にあたっては、環境関係法令を遵守し、環境負荷の低減を図るなど、

環境への配慮に努めること。

（５）市民対応について、真摯に対応すること。

（業務履行場所）

第３条 本業務委託の履行場所は、次のとおりとする。なお、施設の概要は、別紙施設概要（南

部処理区、香焼三和処理区）に示す。

【下水処理場】

（１）南部下水処理場      長崎市戸町５丁目９８５番地

【中継ポンプ場】

（１）南部第一中継ポンプ場   長崎市末石町３７０番地３６

（２）南部新地中継ポンプ場   長崎市新地町６番５４

（３）南部茂木中継ポンプ場   長崎市茂木町７６番１

（４）南部栄上中継ポンプ場   長崎市布巻町１４３番地 1

（５）南部深浦中継ポンプ場   長崎市香焼町４４４番地５４

【小規模中継ポンプ場】(香焼三和地区中継ポンプ場ほか)

（１）南部里中継ポンプ場    長崎市香焼町１２６８番地４

（２）南部尾ノ上中継ポンプ場  長崎市香焼町１５３１番地５

（３）南部安保中継ポンプ場   長崎市香焼町１６３３番地４

（４）南部栗ノ浦中継ポンプ場  長崎市香焼町２６９７番地

（５）南部辰ノ口中継ポンプ場  長崎市香焼町２９９７番地１

（６）南部海老瀬中継ポンプ場  長崎市香焼町２４３４番地５

（７）香焼地区汚水流量調整池(旧香焼浄化センター) 長崎市香焼町９２４番地１

（８）晴海台マンホールポンプ場 長崎市晴海台町９７番地２

【マンホールポンプ場】

（１） 南部及び香焼三和処理区マンホールポンプ場（４１箇所）

※マンホールポンプ場については、監視のみ履行。
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（業務の範囲及び内容）

第４条 本業務委託の範囲及び業務内容は、本仕様書「第２章」に定めるとおりとする。

（業務の管理）

第５条 受注者は、本業務委託が公益事業であることを十分認識し、業務を履行すること。

２ 受注者は労働安全衛生法（昭和 47年法律第 57 号）等、災害防止関係法令の定めるところ

により、安全衛生管理に留意し、労働災害の防止に努めるとともに、安全衛生管理上の障害

が発生した場合には、直ちに必要な措置を講じ、速やかに発注者に連絡すること。

３ 受注者は、処理場等の構造、性能、系統及びその周辺の状況を熟知し、処理場等の維持管

理に精通するとともに、業務の履行にあたって常に問題意識を持ってこれにあたり、創意工

夫し、設備の予防保全に努めること。

４ 受注者は、大雨、台風、地震等の天災及び、処理機能に重大な支障が生じるおそれのある

場合に備え、連絡体制を整えるとともに、常にこれに対処できるように備えること。

（発注者）

第６条 本業務委託における発注者の権限は、契約書に規定した事項とする。

２ 発注者が前項に定める権限を行使する場合は、書面により行うものとする。ただし、緊急

を要する場合は、口頭で指示等を行うことができ、受注者はその指示等に従うものとし、後

日書面にて発注者と受注者の両者が指示内容等を確認するものとする。

（総括責任者の選任）

第７条 受注者は、南部下水処理場に勤務する従業員の中から、総括責任者を選任し、契約締結

時に書面により発注者へ通知しなければならない。また、変更した場合も同様とする。なお、

当該書面の提出にあたっては、受注者が総括責任者を直接雇用していることを証明する書類を

添付すること。

（総括責任者の資格）

第８条 総括責任者の資格は、次のとおりとする。

（１）下水道法（昭和 33年法律第 79号）第２２条第２項の有資格者、下水道管理技術認定試

験（処理施設）の合格者又は、第三種下水道技術検定の合格者である者

（２）上記の者で、下水処理場の維持・管理業務に２年以上の経験を有し、かつ総括責任者の

職務にあたり管理能力がある者

（総括責任者の職務）

第９条 総括責任者の職務は、次のとおりとする。

（１）従業員の指導監督を適切に行うこと。

（２）従業員の研修を行い技術の向上に努めること。

（３）発注者と連絡を密にし、意思の疎通を図るとともに、協議事項を的確に行わせるよう

に、従業員を指導すること。
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（４）契約書、仕様書、完成図書及び業務内容を十分に把握し、常に現場を巡視すること。

（５）日報の提出等総括的な業務を行うこと。

（６）大雨、台風、地震等の自然災害など緊急事態に備え、速やかに応急の処置を講ずる体制

を整えること。

（７）処理場等の運転に支障が発生した場合又は発生する恐れがあると判断した場合は、応急

の処置を講じるとともに、発注者に速やかに連絡すること。

（副総括責任者の選任）

第１０条 受注者は、南部下水処理場に勤務する従業員の中から、副総括責任者を選任し、契約

締結時に書面により発注者へ通知しなければならない。また、変更した場合も同様とする。な

お、当該書面の提出にあたっては、受注者が副総括責任者を直接雇用していることを証明する

書類を添付すること。

２ 副総括責任者は、第９条に定める総括責任者の職務を代理する。

（水質管理責任者の配置）

第１１条 受注者は、南部下水処理場に勤務する従業員の中から、水処理方法を熟知し、水質管

理について３年以上の経験を有する者を水質管理責任者として配置すること。なお、水質管理

責任者は、総括責任者及び副総括責任者と兼務することができる。

（業務履行計画）

第１２条 受注者は、業務開始日までに、本仕様書に基づいて次の事項を記載した業務履行計画

書を作成し、発注者の確認を受けなければならない。

（１）実施方針

（２）人員体制

（３）業務履行体制

（４）ユーティリティーの管理、使用の方法

（５）保守点検計画

（６）施設管理計画

（７）諸業務実施計画

  （業務履行体制）

第１３条 受注者は、前条第３号の業務履行体制に、次の事項を記載しなければならない。な

お、この体制を変更した場合も同様とする。

（１）保守点検体制

（２）運転操作監視体制

（３）水質試験体制

（４）安全衛生管理体制

（５）火災予防管理体制

（６）事故災害等緊急時対応体制

（７）再委託業務履行体制
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（８）施設機能診断体制

（９）履行業務検査体制（品質保証のため、受注者が自ら実施する検査を対象とする）

（10）有資格者の配置計画

（11）その他必要な体制

（従事者と人員体制）

第１４条 受注者は、本業務委託に従事する者の担当業務を明記した名簿を作成し、本仕様書第

１２条第２号により、発注者へ提出しなければならない。また、従事者及び人員の変更が生じ

たときは、速やかに発注者へ提出しなければならない。

２ 受注者は、本業務委託の一部を第三者に委任し、又は請け負わせた場合（以下｢再委託｣と

いう。）、再委託先の事業者名と業務に従事する者の担当業務を明記した名簿を作成し、速や

かに発注者へ提出しなければならない。

３ 受注者は、従業員の職種を｢下水道施設維持管理積算要領－終末処理場・ポンプ場編－（社

団法人日本下水道協会、２０１１年版）｣（以下、「積算要領」という。）が示す職種の基準を

参考に構成し、適切な技術者等の配置と的確な業務の履行に努めなければならない。

（有資格者の配置）

第１５条 受注者は、本業務委託を実施するために必要な職員を配置するものとし、別表１に記

載する資格等を有する者を配置しなければならない。

（業務の再委託）

第１６条 受注者は、本業務委託のうち、次の業務を再委託してはならない。

（１）保守点検業務（法定点検や特殊な機器の保守点検を除く）

（２）運転操作監視業務

（３）事故災害等緊急時対応業務

（４）安全衛生管理業務

（５）ユーティリティーの管理を含む施設・物品管理業務

（６）履行業務に係る廃棄物の搬出における確認作業

２ 受注者は、前項各号以外の業務を再委託する場合は、可能な限り市内業者から選定し、あ

らかじめ発注者の承認を得なければならない。

３ 再委託をする場合は、すべて受注者の責任及び費用において行うものとし、当該業務に関

して再委託者の責めに帰すべき事由により生じた損害及び増加費用については、すべて受注

者が負担するものとする。

４ 再委託者の監督業務も本業務委託に含むものとする。

（検査）

第１７条 受注者は、月毎若しくは年度毎の業務が完了したとき、又は全ての業務が完了したとき

に、本仕様書第４１条に基づく業務完了報告書とともに業務一部完了届又は業務完了届を提出し、

発注者の検査を受けなければならない。

２ 発注者は、業務の一部又は全ての完了を確認するため、本仕様書第４２条に基づき検査を
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行うものとする。

（施設の維持管理）

第１８条 受注者は、維持管理する処理場等が、長崎市が行う公共下水事業のための施設である

ことを自覚し、その目的を達成するために業務を履行しなければならない。

２ 受注者は、処理場等の施設を目的外に使用してはならない。

３  受注者は、次に掲げることを厳守しなければならない。ただし、特に発注者が認める場合は

この限りではない。

（１）業務履行に直接関係のない者を処理場等へ入れないこと。

（２）業務履行に直接関係のない物品資材を処理場等へ持ち込まないこと。

（３）業務履行に直接関係のない車両等を処理場等へ乗り入れないこと。

（４）処理場等の設備、物品等を施設外へ持ち出さないこと。

（５）業務の履行にあたり、処理場等周辺住民との間に紛争が生じないように努めること。

４ 受注者は、市民、行政機関又は報道機関等からの処理場等の維持管理に関する、照会、意

見、要望、依頼等の対応に協力すること。

（安全衛生管理）

第１９条 受注者は、業務の実施に当たり遵守すべき安全衛生に関する事項を定め、安全衛生管

理計画を策定しなければならない。

（安全教育及び訓練）

第２０条 受注者は、本業務委託に従事する者に対して、次のことを行わなければならない。

（１）処理場等の施設の安全に関する必要な知識及び技能に関する教育

（２）事故その他災害が発生したときの処置について、実地指導、及び訓練

（維持管理安全連絡会）

第２１条 受注者は、本業務委託における作業の安全を期するため、安全管理に関する情報の共

有を目的として、発注者が年２回主催する｢維持管理安全連絡会｣に出席しなければならない。

（施設の使用）

第２２条 受注者は、処理場等の施設のなかで業務履行に必要な事務所、作業員控室、更衣室、

宿直室、便所、浴室、工作室等並びに駐車場については、使用することが出来る。ただし、別

表２に示す使用条件を遵守すること。

（貸与備品及び支給品等の管理）

第２３条 発注者は、本業務委託の履行に必要な処理場等の完成図書類及び専用特殊工具、部品

類等を受注者に貸与又は支給する。

２ 受注者は、前項の貸与備品及び支給品等を受領したときは、受領書及び貸与備品等リスト

を作成し、指定する期日までに発注者へ提出しなければならない。

３ 受注者は、受領した貸与備品及び支給品等を適切に管理しなければならない。
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４ 受注者は、故意又は過失により貸与備品等を毀損し、又は滅失したときは、受注者の費用

で当該物と同等以上の機能及び価値を有するものを購入又は調達しなければならない。

５ 前項により、受注者が購入又は調達した貸与備品等は、発注者に帰属するものとする。

  （諸法令の遵守）

第２４条 受注者は、本業務委託の履行にあたり下水道法（昭和 33年法律第 79 号）及び関係法

令を遵守するとともに、長崎市及び長崎市上下水道局が定める条例並びに管理規程等を遵守し

なければならない。

２ 受注者は、エネルギーの使用の合理化に関する法律（昭和 54年法律第 49 号）第７条に基

づき維持管理するとともに、発注者のエネルギー管理員がエネルギーの使用の合理化のため

に行う指示に従わなければならない。

  （行政機関等への手続）

第２５条 受注者は、本業務委託の履行に係る必要な行政機関及びその他関係機関への届出等に

必要な書類を作成し、手続きを行うものとする。

２ 受注者は、前項に規定する届出等にあたって、作成した書類は、事前に発注者の確認を受

けるものとする。

(事故発生時の対応、損害の賠償等）

第２６条 受注者は、労働者又は第三者に負傷、もしくは死亡等を生じさせた労務災害、その資

産に損害を生じさせた事故、ならびにその他重大事故(以下「労務災害等」という。) が発生し

た場合、負傷者の救護処置（救急車の手配を含む。）及び二次災害の応急防止措置をとったう

え、直ちに発注者に連絡し報告書を提出することとする。また、死亡事故及び重大事故につい

ては、速やかに所轄の警察署及び労働基準監督署に通報するものとする。

２ 本業務委託の履行に伴い生じた損害（第三者に及ぼした損害を含む。）については、受注者

がその費用を負担するものとする。なお、契約期間終了後、又は契約の取消し後も同様とす

る。ただし、その損害のうち、発注者の責に帰すべき事由により生じた損害については、発

注者が負担する。

３ 発注者は、受注者の責に帰すべき事由により生じた損害について第三者に対して賠償した

ときは、受注者に対して発注者が賠償した金額及びその他賠償に伴い発生した費用を請求す

ることができる。

（保険）

第２７条 受注者は、次の保険に加入し、当該保険に係る証券又はこれに代わるものを速やかに

発注者へ提示しなければならない。

（１） 雇用保険法（昭和 49年法律第 116 号）、労働者災害補償保険法（昭和 22年法律第 50

号）、健康保険法（大正１1年法律第 70 号）及び中小企業退職金共済法（昭和 34年法律

第 160 号）の規定により、雇用者等の雇用形態に応じ、雇用者等を被保険者とするこれ

らの保険
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（２） 本業務委託履行に関する賠償責任保険（「機械保険」を含む。）

（履行期間及び引継期間）

第２８条 本業務委託の履行期間及び引継期間は、次のとおりとする。

（１）履行期間

契約締結日から令和５年１月３１日２４時００分までとする。

ただし、業務開始日は令和２年２月１日００時００分とする。

なお、契約締結日から令和２年１月３１日２４時００分までは、事前の準備及び前期受

注者からの引継期間とし、期間中に係る経費は受注者の負担とする。

（２）前期受注者からの引継期間

   受注者は、契約締結日から前期受注者の履行期間満了日までに、前期受注者からの引継

ぎを、引継事項書等を用いて完了しなければならない。

（３） 次期受注者への引継期間

受注者は、次期受注者の契約締結日（履行期間満了約２か月前）から本履行期間満了日

までに、次期受注者への引継ぎを、引継事項書等を用いて完了しなければならない。

なお、発注者が引継ぎ未完了と認めた場合は、本履行期間終了後であっても無償で引継

を行うこと。
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第２章 業務範囲及び業務内容

  （業務対象施設）

第２９条 本業務委託の対象施設及び設備等は、本仕様書第３条に示す施設の土木建築、付帯設

備、機械設備及び電気設備とする。

  （業務範囲）

第３０条 受注者が行う本業務委託の履行範囲は、次のとおりである。

（１）南部下水処理場を勤務地とし、処理場等の維持管理をすること。

（２）南部下水処理場に流入する汚水の想定水質及び想定水量（以下「想定流入水」という。）

に対し、受注者自らの技術力と創意工夫により維持管理業務を履行し、放流水質及び脱水

ケーキ含水率が別表３に示す契約基準、達成基準及びその他関係法令に定める基準を満た

す維持管理をすること。

（３）事故災害等の緊急事態に対応できる体制を整え、緊急事態の発生時に処理場等の運転操

作を行うこと。

（４）処理場等施設設備の保守点検計画を策定し、実施すること。なお、別表４に、本業務委託

の契約期間中に発注者が行う処理場等施設の整備予定を示す。

（５）処理場等施設設備の運転操作監視体制を策定し、実施すること。

（６）処理場等施設設備の修繕を必要に応じて実施すること。

（７）処理場の水処理、汚泥処理に係る水質試験を実施し、施設の適切な運転に努めること。

（８）業務の計画及び履行を記録し、整理報告すること。                                                                                            

（９）処理場等の脱水ケーキ、沈砂、し渣等の搬出準備、手配及び立会をすること。

また、廃棄物等の処理区分・内容を別表５に示す。

（10）処理場等の巡視、点検、施錠、清掃、危険箇所の把握及び火災予防のための措置をする

こと。

（11）処理場等の除草及び植栽樹木の管理をすること。

（12）処理場等の備付機材、備品、材料等を整理整頓し、在庫管理をすること。

（13）本業務委託の対象施設及び設備等の管理をすること。

（14）本業務委託履行に必要な電力、水道、薬品等ユーティリティーの管理を行い、その使用量

削減及び省エネルギーに努めること。

(15) 臭気、騒音等の公害防止に努め、適宜、臭気等の測定を行い、処理場等の周辺地域の環

境対策を図ること。

（16）夜間監視を行っている統合監視システムより機械通報を受けた時、あるいは統合監視シス

テムを用いて夜間監視を行っている西部下水処理場維持管理業務委託受注者から連絡を

受けた時は、必要に応じた緊急措置を行うこと。

(17) 香焼三和地区中継ポンプ場の非常通報装置からの通報を受けた時は必要に応じた緊急措

置を行うこと。

(18) 処理場等の施設見学に対する対応を行うこと。なお、行政視察等については、基本的に

発注者が対応するが、施設の現地案内等で発注者に協力すること。

(19) 発注者が別途に契約する警備業務委託会社から連絡を受けた場合、適宜対応すること。
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(20) 受注者は、発注者が実施する工事、修繕、業務委託（以下「工事等」という。）に際し、円

滑に進められるように協力すること。

(21) 伊王島浄化センター及び脇岬浄化センターから搬出される濃縮汚泥、し渣を受け入れるこ

と。

伊王島浄化センター  ：長崎市伊王島町２丁目１１７８番地５

    濃縮汚泥運搬予定量：１４７８．４ｍ3/年（約１０ｍ3/日）

    し渣運搬予定量：２４回/年（約５ｋｇ/回）

脇岬浄化センター  ：長崎市脇岬町３８０３番地６

    濃縮汚泥運搬予定量：１４７８．４ｍ3/年（約１０ｍ3/日）

    し渣運搬予定量：６回/年（約１０ｋｇ/回）

（22）その他、発注者が指示すること。

（流入水、放流水及び脱水ケーキ量）

第３１条 南部下水処理場の想定流入水及び脱水ケーキ想定量を、別表６に示す。なお、脱水ケ

ーキ量は想定量を超えないよう減量に努めなければならない。

（契約基準）

第３２条 契約基準とは第３１条に定める想定流入水の範囲内において、常に満たさなければな

らない放流水質及び脱水ケーキ含水率の基準である。なお、契約基準は別表３に定める。

２ 発注者は、契約基準を満たしていることを確認するため、下水道法等に基づいて行う放流

水の水質試験等（以下「精密試験等」という。）を行う。なお、精密試験等の実施日は発注者

が指定した日とする。

３ 発注者は、前項の精密試験等により契約基準を満たさない（以下｢性能未達｣という。）と判

明した場合は、速やかに受注者に通知するものとする。

４ 受注者は、自ら性能未達を確認した場合、又は発注者が精密試験等の結果をもとに性能未

達を指摘した場合には、直ちに契約基準を満たすための措置を講ずるとともに、速やかにそ

の経過と措置の内容を発注者に報告しなければならない。

５ 受注者の故意または過失により、放流水質が水質汚濁防止法（昭和 45年法律第 138 号）に

基づく排水基準値を満たさない場合、施設設置者である発注者に課せられる罰金（水質汚濁

防止法に定める五十万円以下の罰金）について、契約書第４条に基づく損害として、受注者

が負担すること。

６ 受注者は、性能未達となる期間を把握するために、性能未達が最初に確認された時点か

ら、性能未達でないことが確認されるまで、１日１回以上、水質試験等を行う。

７ 発注者は、受注者が行う水質試験等の結果をもって、性能未達の期間を確認する。なお、

性能未達期間の把握に伴う水質試験等に要した費用の全ては受注者が負担する。

８ 発注者は、受注者が性能未達の状態を克服できないと判断した場合、施設の運転操作に関

する指示を行うことができるものとし、受注者はこの指示に従うものとする。

この場合において、受注者に損害、損失又は費用増加が生じても、発注者はその賠償の責め

を負わない。

９ 受注者は、前項の運転操作について、発注者が要した費用がある場合、その費用の全てを
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負担し、費用の算定は発注者が行うものとする。

10 本業務委託の履行中、受注者の故意又は重大な過失による性能未達の処理水放流等で、周

辺環境に影響を及ぼしたことに伴い生じた損害は、受注者が負担する。

11 発注者は、性能未達の状態が継続し、かつ、受注者が第８項の指示に従わないときは、契

約書第１７条により契約を解除することができる。

12 発注者は、前項の規定により契約の解除を行おうとするときは、あらかじめ受注者と協議

した上で受注者に通知するものとする。

（達成基準）

第３３条 達成基準とは性能未達を未然に防止するための放流水質及び脱水ケーキ含水率の基準

である。なお、達成基準は別表３に定める。

２ 受注者は、自ら達成基準を満たさないと確認した場合、又は発注者が精密試験等の結果を

もとに達成基準を満たさないことを指摘した場合には、速やかに発注者とその対応について

協議を行い、達成基準を満たすための措置を講ずるとともに、速やかにその経過と措置の内

容を発注者に報告しなければならない。

（施設機能の保持及び確認）

第３４条 受注者は、契約締結時に確認した処理場等の施設機能を保持しなければならない。

２ 受注者は、処理場等の施設について契約締結時、契約満了時及び契約期間中発注者並びに

受注者が必要と判断したときは施設機能を確認し、発注者に報告しなければならない。

３ 受注者は、本仕様書に基づく善良な維持管理にもかかわらず、経年劣化により施設機能を

保持できないと診断したとき、又は、契約締結時に潜在した不備若しくは不具合を発見した

ときは、直ちに維持管理の経過と現況を発注者に報告し、確認を求めなければならない。

４ 受注者は、故意又は過失により施設機能を保持できなくなったときは、直ちに発注者に報

告し、受注者の負担により速やかにその機能を回復させ、発注者の確認を受けなければなら

ない。

５ 受注者は、発注者が行う前項の機能確認に際して、その業務に協力するものとする。

６ 発注者が行う機能確認の結果、施設機能が確認できなかった場合、受注者は発注者と協議

し直ちに機能回復に必要な措置を行い、その結果を速やかに発注者へ報告し確認を受けなけ

ればならない。

７ 受注者は、施設機能の確認結果に疑義がある場合は、発注者に施設機能の再確認を請求す

ることができる。

８ 発注者は、前項の請求が妥当と認められる場合は、受注者の立会いのもとで施設機能の再

確認を行うものとする。

９ 発注者は、施設機能の確認を第三者に委託することができる。この場合は、発注者は、施

設機能の確認を第三者に委託したことについて受注者に通知し、受注者はこれに同意しその

業務に協力するものとする。

  （マンホールポンプ場遠方監視）

第３５条 受注者は、マンホールポンプ場Ｗｅｂ監視システムにより南部処理区域及び香焼・三
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和処理区域に設置しているマンホールポンプ場の遠方監視業務を行うものとする。

２ 受注者は、発注者との連絡体制を確認し、警報ごとに故障時連絡体制を協議の上作成し、

各年度ごとに発注者の確認を受けなければならない。

３ 受注者は、マンホールポンプ場の警報を確認した際は、第２項にて作成する連絡体制をも

とに、発注者へ連絡を行うこと。

（緊急事態への対応）

第３６条 受注者は、別表７の緊急事態に対し、その対応について手順及び体制を定めておかな

ければならない。また、この手順は本仕様書第１２条に規定する業務履行計画書に示さなけれ

ばならない。

２  受注者は、処理場等に緊急事態が発生した場合は、直ちに緊急体制に入り適切な処置をと

るとともに、速やかに発注者へ報告しなければならない。

３ 発注者は、緊急事態が別表７右欄の非常事態に該当すると判断した場合、非常事態宣言を

発し、一時的に施設の運転操作を指示することができる。

４ 受注者は、緊急事態において自らの手順に従い、かつ、臨機の措置として自らの判断に基

づき損害を最小化するための最善の努力を行わなければならない。なお、緊急事態により処

理場等の施設に何らかの損害が発生した場合にはその責は問われないものとする。

５ 緊急事態により発生した費用のうち、次の事項に該当するものは発注者の負担とする。

（１）特定事業場からの悪質排水等、想定水質を逸脱した流入水が原因で、活性汚泥の死滅等

が発生し、下水を処理することが不可能となった場合で、受注者の対応に故意又は過失

がない場合の活性汚泥回復のための費用等

（２）地震等が原因で、処理場等が損傷し、施設性能の確保が不可能となった場合で、受注者

の対応に故意又は過失がない場合の処理場等修復のための費用等。

（３）非常事態宣言が発せられ、発注者の指示により運転操作を行った場合で、処理場等が損

傷又は、機能低下し、処理場等の施設性能を維持することが不可能となった状況におい

て、受注者の対応に故意又は過失がない場合の処理場等修復のための費用等。

   

  （盗難、火災等及び第三者への被害等発生の防止）

第３７条 受注者は、処理場等における機器、備品等の盗難防止、火災防止及び関係者以外の侵

入者防止に努めなければならない。

２ 受注者は、施設ごとに火元責任者を選び、火気の適切な取扱い及び火の後始末を徹底さ

せ、消火訓練等により防火意識の高揚を図らなければならない。

３ 受注者は処理場等の各施設、敷地内を定期に巡視・点検し、破損、落下・飛散等により災

害発生のおそれのある箇所の発見に努めること。また、発見した時は、速やかに発注者に連

絡し、これを修繕する等の処置を講じなければならない。

（責任分担）

第３８条 本業務委託における発注者及び受注者の責任分担は、別表８のとおりとする。
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（発注者が実施する工事の取扱い）

第３９条 受注者は、発注者が実施する工事等に際し、必要に応じて施設の解錠及び施錠、工事

等前準備としての機器類の操作及び準備作業（水抜き等を含む）、機器の解線・結線時の立会

い・指導、既設設備にかかわる工事施工時の立会い、試運転時の準備作業及び立会い･操作等

適宜対処すること。

２ 発注者が実施する工事等に係る責任は発注者が負うものとする。

３ 発注者が実施する工事に要する（仮設事務所含む）水道光熱費は発注者が負担する。

４ 発注者が実施する修繕の水道光熱費は、協議によるものとする。
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第３章 業務書類等

  （業務書類等の提出）

第４０条 受注者は、本仕様書第１２条に規定する業務履行計画書に基づき、別表９に定める業

務書類等を作成し整理保管すること。また、提出時期の定められたものは、指定する期日まで

に発注者へ提出し、確認を受けなければならない。その際、発注者が指示するものは、電子デ

ータによる提出とする。

  （業務完了報告）

第４１条 受注者は、月毎若しくは年度毎の業務が完了したとき、又は、契約期間満了により本

業務委託が完了したときは、別表９に定める提出書類を指定する期日までに発注者へ提出し、

検査を受けなければならない。その際、発注者が指示するものは、電子データによる提出とす

る。

  （検査の方法）

第４２条 発注者は、受注者立会いのもと業務一部完了検査又は業務完了検査を行う。検査の方

法は、本仕様書及び長崎市上下水道局契約規程に基づき、主に次の事項を確認する。

（１）精密試験等結果

（２）保守点検結果

（３）運転操作結果

（４）水質試験結果（精密試験を除く）

（５）業務履行日誌

（６）ユーティリティー監理業務報告

（７）諸業務

（８）その他履行業務結果
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第４章 業務実施要領

（運営業務要領）

第４３条 受注者は、これまでに蓄積してきた下水道施設の維持管理に関する知識や技術、関係

法令等の理解等の更なる研鑚に努め、自らの責任と裁量により契約基準の達成を最優先すると

ともに、処理場等の運営を効率的かつ効果的に行い、次に示す業務を遂行するものとする。

（１）本仕様書第１２条に示す各種業務計画を適正に策定し、指定する期日までに発注者に提

出のうえ、確認を受けること。なお、変更が生じた場合は、速やかに変更計画について発

注者の確認を受けること。

（２）施設保全計画は、発注者が計画する施設等の建設及び既設設備の保守計画と整合をはか

り、委託された範囲の保全を計画すること。なお、発注者が行う整備の予定を別表４に示

す。

（３）監視、保守点検及び精密試験等の結果から得られる情報を的確に判断し、契約基準を達

成するよう運転操作を行うこと。

（４）業務を適正に行い、事故、故障及び苦情等が発生しないよう、リスク管理に万全を期す

こと。

（運転操作要領）

第４４条 受注者は、処理場等の施設設備の運転操作監視及び保守点検にあたっては、その機能

が十分発揮できるよう、運転操作要領及び機器取扱い説明書その他の完成書類等に基づき、自

らの計画のもとに維持管理をしなければならない。

２ 受注者は、運転操作業務を適正に行い、処理場等において、事故、故障及び苦情等を発生

させないよう万全を期さなければならない。

  （監視業務要領）

第４５条 受注者は、処理場等の巡視及び巡回を定期的に行い、施設の運転状況を確認するとと

もに、設備等異常の早期発見に努めるものとする。

２ 巡視及び巡回点検にあたっては、機器の状況に注意し、特に異音、振動、臭気、過熱の有

無、計器の指示等に注意すること。

３ 巡視及び巡回により異常を発見した場合は、速やかに適正な措置を講ずるとともに、必要

に応じ発注者へ報告するものとする。

４ 夜間監視業務の対象とする時間帯（毎日１７時３０分～翌朝８時４５分）において、統合

監視システムからの機械通報、または西部下水処理場維持管理業務委託受注者からの連絡を

受けた場合は、必要な措置を講ずるものとする。

５ 「香焼三和地区中継ポンプ場ほか維持管理業務」において非常通報装置からの通報を受け

た場合には、必要に応じた緊急措置を行うものとする。また、緊急措置の内容に応じ、適切

な連絡･報告を行うものとする。なお、業務内容については別紙施設概要 ７「香焼三和地区

中継ポンプ場ほか維持管理業務要領」に記載するものとする。

  （保守点検業務要領）

第４６条 受注者は、処理場等の設備･機器等の性能及び機能を確保するための必要な測定、点検
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及び調査を行うものとする。

２ 受注者は、保守点検基準について、積算要領並びに｢下水道維持管理指針（社団法人日本下

水道協会、２０１４年版）｣ を参考にし、受注者が保守点検計画、点検基準を定め、指定す

る期日までに発注者へ提出のうえ、確認を受けなければならない。

３ 墜落・転落対策を十分に施し、特に開口部における保守点検作業については、安全帯着用

のうえ、複数人数で作業を実施し、安全を確保すること。

４ 受注者は、異常を発見した場合は、速やかにその原因を調査し、適切な措置を講ずるとと

もに、現場で修繕可能なものについては作業を実施し、作業終了後、写真等を添付し、発注

者に報告するものとする。ただし、その異常が処理場等施設の運営に支障をきたすものであ

る場合は、直ちに発注者に報告し、適切に対処したのち、対処方法及びその結果を発注者に

報告するものとする。

５ 現場で修繕できないものについては、発注者と協議してその対応を決定するものとする。

６ クレーンホイストの定期自主点検（作動試験）にあたっては、他の処理場との間で日程等

の調整を行い、検査用ウェイト（タンク）の貸出管理を行い、点検を円滑に実施すること。

（水質試験業務要領）

第４７条 受注者は、別表１０に定める水質試験業務を行い、その経過及び結果を整理保存して

おかなければならない。

２ 受注者は水質管理上、必要と判断したときは、前項に定めるほか、随時、水質試験を行う

ものとする。

３ 受注者は水処理及び汚泥処理の運転状況並びに水質試験の結果を１週間に１回、電子メー

ルまたは電子媒体等により発注者へ報告しなければならない。

４ 受注者は、水質試験を行うにあたり、処理場水質試験室及び水質試験器具の使用を発注者

に求めるときは、承諾を得なければならない。

５ 発注者が行なった精密試験等の結果は、受注者へ定期的に通知する。

６ 水質試験業務は次の業務を含む。

（１）水質・汚泥試験業務(別表１０)

（２）水質試験器具の洗浄・整理

（３）水質試験室の清掃

（４）水、汚泥等の採取

（５）水質分析機器等の保守点検及び修繕

（６）異常流入時又は発注者が指定した時、水質検査の採水・分析・運搬

（補修及び簡易な修繕）

第４８条 受注者は、処理場等の施設設備への注油、防錆塗装、部材清掃、消耗品交換及び機器

調整等の定期的な保全とともに、別表１１に示す発注者が支給する部品材料等の交換などの補

修及び簡易な修繕を行い、施設設備の機能を保持しなければならない。

２ 受注者において、修理不可能な場合の補修が必要となる場合は、速やかに発注者に報告

し、協議するものとする。
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（修繕業務）

第４９条 受注者は、修繕もしくは計画的な修繕（以下「修繕等」という。）を行い、施設設備の

機能を保持しなければならない。また、その実施要領並びに予定金額を別表１２に示す。

２ 前項における修繕等のうち、特殊な機器、部品、高度な専門技術または外部からの人的応

援を必要としないで、勤務時間内に作業、処置できるものは、本修繕業務に含まない。

３ 受注者において、本修繕業務で復旧することが困難な場合は、速やかに発注者に報告し、

協議するものとする。

  

  （施設･物品管理業務要領）

第５０条 受注者が負担する消耗品等は、別表１３のとおりとする。

２ 受注者は、前項の消耗品等を購入又は調達するときは、適切な品質及び規格のものとし、

水質に悪影響を与えず、設備、機器等の劣化進行をさせないものとする。

３ 受注者は、第１項の消耗品等及び発注者が支給する部品材料等の在庫を把握し、在庫不足

による本業務委託の履行に支障を与えることがないようにすること。

４ 受注者は、各機器のオイル･グリスの交換時に使用する油脂等は、基本的に各機器の取扱い

説明書によるものとする。

５ 受注者は、第１項の消耗品等を購入又は調達したときは、購入量、購入先等について記録

し、発注者が求めた場合は、発注者へ提出するものとする。

６ 受注者は、処理場等の各建物、施設、敷地内及びその周辺を巡視・点検するとともに、安

全衛生及び美観を保つよう、整理、整頓及び清掃を行うなど、適正な管理を行うものとす

る。

７ 受注者が負担する工業薬品は、別表１４のとおりとする。また、燃料、工業薬品等の発注

及び受け入れを含むユーティリティー管理業務を受注者が自ら行い、使用状況を適宜発注者

に報告するものとする。

８ 前項のほか、受注者が負担する電力、ガス及び水道等を含めたユーティリティー管理業務

を行い、使用状況を適宜発注者に報告するものとする。
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第５章 その他

  （経費の負担）

第５１条 本業務委託に伴う直接経費の負担区分は、別表１５のとおりとする。

  （守秘義務）

第５２条 受注者又は本業務委託に従事する者は、本業務委託の実施により知り得た秘密を外部

へ漏らす又は自己の利益若しくは他の目的に使用してはならない。なお、契約期間が終了又は

契約を取り消された後においても同様とする。

２ 受注者は、本業務委託にて作成した書類等を第三者に譲渡し、貸与し、又は質権その他の

担保の目的に供してはならない。ただし、あらかじめ発注者の承諾を得た場合はこの限りで

ない。

（個人情報の保護）

第５３条 受注者は、個人情報の保護に関する法律（平成 15年法律第 57 号）及び長崎市個人情

報保護条例（平成 13年長崎市条例第 27号）の規定並びに次の各号を遵守しなければなら

ない。

（１）受注者は個人情報の保護に留意し、本業務委託の実施に関して知り得た個人情報について

漏えい、滅失、改ざん及び毀損の防止、並びに盗用の禁止その他の個人情報の適正な管理の

ために必要な措置を講じなければならない。

（２）受注者又は本業務に従事する使用人その他の従事者（使用人その他の従業者であった者を

含む。）は、本業務委託により知り得た個人情報を他に知らせ、又は他の目的に使用してはな

らない。契約期間が満了し、又は契約を取り消された後においても同様とする。

（３）受注者は、発注者の指示又は許可なく発注者が所有する個人情報の記録された文書等の全

部又は一部を複写し、又は複製してはならない。

（４）受注者は、本業務委託の遂行に伴い発注者から引き渡された個人情報が記録された文書等

を、本業務委託完了後、遅滞なく発注者に返還しなければならない。

（５）個人情報に関し、漏えい等の事故があったときは、受注者は、速やかに発注者に報告を行

うとともに、必要な措置を講じなければならない。

２ 受注者は、個人情報の漏えい等の防止並びに本人からの開示の申出及び苦情への適切かつ迅

速な対応その他個人情報の適正な管理を図るために、個人情報の取扱規程等を作成するものと

する。

３ 発注者は、第１項各号の規定が遵守されているかを調査するため、立ち入り検査を行うこと

ができる。立ち入り検査の際には、受注者は発注者の求める関係資料を速やかに提示しなけれ

ばならない。

４ 発注者は、受注者が本業務委託の実施にあたり第１項の規定に違反したときは、損害賠償の

請求をすることができる。

（情報公開）

第５４条 受注者は、本業務委託のために作成し、又は取得した文書等であって、本業務委託に

従事している者が組織的に用いるものとして保有している文書等について、長崎市情報公開条
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例（平成 13年長崎市条例第 28号）第 25 条の趣旨に則り受注者の情報の公開に関する規程等を

作成するとともに、この規程によって公開に努めるものとする。

２ 発注者は、前項の受注者が所有している文書等であって、発注者が保有していないものに

ついて、発注者に情報公開請求があったときは、受注者に対して当該文書又は写しの提出を

求めることができる。

３ 受注者は、法令に特に定める場合を除き、前項の規定による求めを拒むことはできない。

  （就業の制限）

第５５条 受注者は、労働安全衛生法等で定める就業制限に係る機器の運転、操作及び危険物の

取扱い等は、有資格者以外の者に行わせてはならない。

  （設備の改善）

第５６条 受注者は、処理場等の設備の改造を行うことにより、業務の効率化を図ろうとする場

合は、設備の改善をすることができる。

２ 受注者は、設備の改善をするときは、その内容等についてあらかじめ発注者の承諾を得な

ければならない。なお、承諾を受けた内容を変更する場合も同様とする。

３ 設備の改善に要する費用は、受注者の負担とする。

４ 発注者は、受注者が行った設備の改善について、処理場等の維持管理に障害が生ずるおそ

れがあると認めるときは、受注者に復元を請求することができる。この場合、受注者は自ら

の費用で復元しなければならない。

５ 受注者は、契約の期間が満了したとき、又は契約の取消しが行われたときは、改善した設

備を速やかに原状に回復しなければならない。ただし、発注者の承認を得たときは、この限

りではない。

  （業務の提案）

第５７条 受注者は、処理場等の本業務委託に関して、本仕様書で定める以外の効率的で効果的

な技術的事項がある場合は、発注者に業務の提案をすることができる。

２ 受注者は、業務の提案を採用するときは、その内容等についてあらかじめ発注者の承諾を

得なければならない。また、採用した提案の内容等を変更する場合も同様とする。

３ 業務の提案を採用することにより得られる受益は受注者のものとする。

４ 発注者は、第２項の承諾について、処理場等の維持管理に障害が生ずるおそれがあると認

めるときは、受注者に対しその採用した提案の承諾を取り消すことができる。このとき、受

注者は、前項の受益の権利を放棄し、直ちに業務を従前に復帰しなければならない。

  （疑義）

第５８条 本仕様書に定めがない事項及び疑義が生じた事項については、発注者と協議の上、定

めるものとする。
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第６章 諸業務

  （諸業務とその実施年度・実施要領）

第５９条 本業務委託に、次の諸業務を含む。実施年度は別表１６に示す。

（１）南部下水処理場庁舎清掃業務

（２）南部下水処理場ほか樹木管理業務

（３）南部下水処理場ほか消防設備等点検業務

（４）南部下水処理場高圧保護継電器等試験点検業務

（５）南部下水処理場ほか工業計器点検業務

（６）南部下水処理場ほか活性炭取替業務

（７）南部新地中継ポンプ場沈砂引抜業務

（８）香焼地区中継ポンプ場し渣籠清掃業務

（９）南部下水処理場重油地下タンク漏洩検査業務

(10) 南部下水処理場トラックスケール定期検査業務

(11) 南部下水処理場水中撹拌機点検整備業務

(12) 南部下水処理場スクリュープレス汚泥脱水機点検整備業務

(13) 南部処理区中継ポンプ場自家用電気工作物保安管理業務

(14) 南部新地中継ポンプ場ポンプ井清掃業務

(15) 南部第一中継ポンプ場ポンプ井清掃業務

(16) 南部茂木中継ポンプ場ポンプ井清掃業務

(17) 南部下水処理場ＵＰＳ無停電電源装置点検整備業務

(18) 南部下水処理場速度制御盤点検整備業務

(19) 香焼地区中継ポンプ場非常用発電機点検整備業務
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（１）南部下水処理場庁舎清掃業務

仕  様  書

ア 実 施 年 度

令和２年度、令和３年度、令和４年度

イ 概 要

本業務は南部下水処理場庁舎の清掃、害虫駆除及び高架水槽清掃業務を行うものであ

る。

なお、日常定期清掃については基本的に維持管理受注業者で実施するものとする。

ウ 業 務 内 容

a 床清掃  年１回（７月）

（a）Ｐタイル及び長尺シート清掃は、旧ワックスを剥離し、高濃度樹脂ワックス２層

塗り仕上げとする。

ただし、中央監視室等のフリーアクセスについては、水拭きの後、高濃度樹脂ワ

ックス２層塗り仕上げとする。

（b）ジュウタン清掃は、洗剤及び水を使用して汚れを落とし、乾燥させるものとする。

（c）タイル清掃は、モップにて水拭き後、乾燥させるものとする。

b 窓ガラス清掃  年１回（７月）・窓ガラス清掃は、内外両側を１セットとして清

掃するものとする。

c 害虫駆除  年２回（６、１２月）・指定箇所を駆除するものとする。

d 高架水槽清掃  年１回（７月）・作業内容については、別紙「高架水槽清掃実施

要領」による。

e 庁舎清掃、害虫駆除業務場所

（a） 管理本館１階

（b） 〃   ２階

（c）    〃   ３階

（d）    〃   階段室

（e） 脱水機棟

（f） 汚泥濃縮棟

詳細は、表「作業項目及び面積」のとおりとする。
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エ 注 意 事 項

（ア） 掃き掃除等については、必要に応じ真空掃除機により作業のこと。

（イ） 調度品等は必要に応じ水拭き、空拭きを行うこと。

（ウ） 常識的な作業範囲の作業は、良心的な作業管理を行うこと。

（エ） 年間定期清掃は発注者と協議のうえ行うこと。

（オ） 窓ガラス清掃の外面の作業に関しては、高所作業となる箇所もあるので、安全面に

は十分配慮すること。

（カ） 中央操作室は電気保安面から、水質試験室においては試験機材の破損等のないよう、

特に注意を払い作業を行うこと。

（キ） 作業員は常に庁舎の美化に努めるものとする｡

（ク） 清掃作業中に建物や器具等の破損を発見した場合は、直ちに発注者に報告のこと。

（ケ） 清掃作業は労働安全衛生法に則り、安全管理には十分注意し、事故の防止に努める  

こと｡

（コ） その他の事項については、双方協議のうえ適切な作業管理を行うものとする｡

（サ） 受注者は必要に応じてリスクアセスメントを実施し、作業員の安全管理を適切

に行うこと。

オ 提 出 書 類

(ア) 工程表

(イ) 作業写真  階別・作業別に撮影。（高架水槽清掃は、作業前・作業後）

(ウ) 作業報告書（庁舎作業・害虫駆除・高架水槽清掃）

(エ) 検便検査成績書

※上記、電子データでの提出可

カ その他

（ア）作業日時については、発注者と打ち合わせのうえ、決定すること。

（イ）受注者の過失による損害・波及事故が生じた場合、受注者はその賠償の責めを

負うこと。

（ウ）作業にあたっては、発注者の指示に従うこと。

（エ）この仕様書の内容について疑義が生じた場合又は、仕様書に定めてない事項に

ついては、相互に協議の上決定するものとする。
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表「作業項目及び面積」

      項 目

            場 所

床清掃

（年１回） 単位

（㎡）

  害虫駆除  

（年２回）単位

（㎡）

  窓ガラス清掃

（年１回）単位

（㎡）

管理本館１Ｆ

    風除室

    エントランス

    事務室（２室）

    会議室

    更衣室

    脱衣室

    湯沸室

    廊 下

          

１２ (タ)

８３ (ジ)

９４

６９

１３

－

４

７２

         

－

－

９４

６９

１３

９

４

－

        

１９

１６

１０

１０

－

－

－

３

小 計 ３４７ １８９ ５８

管理本館２Ｆ

    中央操作室

    水質試験室

    仮眠室

    廊 下

２１０ （フ）

９０

８

１４

－

－

８

－

９

１８

２

－

小 計 ３２２ ８ ２９

管理本館３Ｆ

    ＰＲ室

    廊 下

２３５

２２

－

－

４５

－

小 計 ２５７ － ４５

管理本館階段室

    Ａ階段

    Ｂ階段

４３

１１２

－

－

１

１

小 計 １５５ － ２

    計 １,０８１ １９７ １３４

脱水機棟

    エントランス

    作業員控室

    中央操作室

    階段室

２７ (タ)

３０

６２ (フ)

８９

－

３０

－

－

１２

６

７

１６

    計 ２０８ ３０ ４１

汚泥濃縮棟

   エントランス － － １２

   計 - - １２

合 計 １,２８９ ２２７ １８７

(タ)・・・タイル清掃      (ジ)・・・ジュウタン清掃  (フ)・・・フリーアクセ

ス                                
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別紙「高架水槽清掃実施要領」

                                                                

ア 高架水槽仕様                                                                      

(ア) 管理棟 １基 ＳＵＳ製、パネルサンドイッチ板 、容量 ６ｍ3（2000×2000×

1500）  

(イ) 脱水機棟 １基 ＦＲＰ製、一体型（球型） 、    容量 ３ｍ3                   

イ 事前の打ち合わせ                                                                  

(ア) 作業日時を担当者と十分協議のうえ決定するものとする。                                  

(イ) 給水設備図面等により事前調査を行い、作業実施にあたり支障のないようにするも

のとする。  

(ウ) 作業手順を提出し、作業実施を事前に連絡等配慮するものとする。

ウ 作業責任者の配置

(ア) 作業実施時は、作業責任者を配置するものとし、かつ有資格者とする。

エ 作業員の健康管理                                                                  

(ア) 作業員は常に健康に留意するものとする。

（６ヶ月１回の検便検査結果を提出するものとする。）                        

(イ) 作業衣その他身につけるものは、消毒したものを使用するものとする。                      

オ 使用機材機器                                                                      

(ア) 使用機材機器は、点検整備し異常のない機器を使用するものとする。              

(イ) 貯水槽の清掃用機材機器は専用とし、他に使用していない機器とする。

(ウ) 使用機材機器は、使用前に十分消毒するものとする。                                                 

カ 作業手順

(ア) 高架水槽の周辺の清掃

(イ) 高架水槽内外の点検

マンホールの蓋、槽の材質、配管、バルブ、ボールタップ、排水栓、フート弁、満

減水警報装置、空気抜き管、各弁類、オーバーフロー管、ドレン管、内部ひび割

れ、    害虫の発生、ネズミの侵入口、パイプ内部スケール、天井部分、壁面

剥離状況、その他

(ウ) 高架水槽の沈積物、浮遊物、壁面等の付着物質などの除去作業。

(エ) 清掃終了後の槽内の消毒（次亜塩素酸ソーダ液 50～100ppm）の実施。

(オ) 作業にあたっては、事故防止に留意するものとする。

(カ) 作業後、槽内の残留塩素を測定し遊離残留塩素０．２ｐｐｍ（結合残留塩素１．５

ｐｐｍ）以上であることを確認するものとする。

(キ) 消毒後、給水栓末端から採水し水質検査を行うものとする。（水質検査業者に依頼

すること）                  
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キ 作業報告書の提出                                                                  

(ア) 作業日、場所及び実施者並びに作業機器について記載したもの。

(イ) 作業結果について基準に合致しているか否か、又は設備の問題点について記載した

もの。

(ウ) 清掃前、清掃後の写真

(エ) その他必要なもの。
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（２）南部下水処理場ほか樹木管理業務

仕様書

ア 実 施 年 度

令和２年度、令和３年度、令和４年度

イ 概  要

     本業務は、南部下水処理場及び中継ポンプ場の樹木管理を行うものである。(ただし最終年度は12月

末までに履行すること)

   ウ  業務内容

１ 南部下水処理場内樹木管理

     （ア） 作業項目

     剪定、施肥、病虫害防除、芝刈、除草、草刈り

   （イ） 業務内容

       a 高・中木管理 （平面図・樹木管理表参照）

             軽剪定(幹回り 29ｃｍを越える)           ： 年１回   …     267本

         軽剪定(幹回り 29ｃｍ以下)              ： 年１回   …     82本

軽剪定(幹回り 29ｃｍを越える生垣W=800) ： 年１回   …     ２６本

軽剪定(幹回り 29ｃｍ以下生垣W=800)     ： 年１回   …     ７８本

         高・中木施肥                       ： 年１回  …    ３４９本

         病虫害防除（スミチオン）   ： 年２回    １．２ℓ／本 （スミチオン乳剤1000倍希釈）                                                     

       b 低木管理   （平面図・樹木管理表参照）

        刈 込(寄植え 高さ1.0ｍ内外) ： 年１回        …    約 ３６８㎡

         刈 込(玉 物 0.７ｍ内外)   ： 年2回        …     ２０６株/年

         刈 込(生 垣 高さ1.0ｍ内外,国道沿い ) ： 年２回 …   約１９㎡/年

             

         低木施肥（寄植え、玉物、植栽帯）  ： 年１回         約４９０㎡

         病虫害防除（スミチオン）      ： 年２回  ０．２ℓ／㎡（スミチオン乳剤1000倍希釈）

                       （機械油）（冬場） ： 年１回  ０．９ℓ／㎡（機械油乳剤30倍希釈）

       ｃ 芝生管理   （平面図参照）

             芝 刈              ： 年２回   …    約900㎡(樹木面積は含まない)

            <注>・樹木の根もと、縁石の縁などは、手鋏で入念に刈り取りを行い樹木にキズを

             つけない様、注意して作業を行うものとする。

             除 草 （草刈り機）          ： 年１回     …     約5,７00㎡(樹木面積含む)

    d 草地管理   （平面図参照）

             草刈り                    ： 年１回     … 約1,500㎡(樹木面積含む)
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         <注>・樹木の根もと、縁石の縁などは、手鋏で入念に刈り取りを行い樹木にキズを

             つけない様、クローバー等を刈らないよう注意して作業を行うものとする。

    （ウ） 業務範囲

      別紙平面図のとおりとする。

     a 樹木管理業務（植栽業務）の範囲：約9,200㎡

     b 除草・草刈り範囲          ：約8,800㎡

     c 芝刈範囲（芝地）            :約8,250㎡

   ２ 中継ポンプ場ほか樹木管理

（ア） 【作業場所及び業務面積】 （平面図・樹木管理表参照）

a 南部新地中継ポンプ場     長崎市新地町６番５４

(a)高木・中木管理

軽剪定(幹回り 29ｃｍを超える) ： 年１回        …    ３本

軽剪定(幹回り 29ｃｍ以下)   ： 年１回        …    ５本

高木・中木施肥           ： 年１回           ８本

(b)除草                     : 年1回    除草面積 約１７m2

(c)寄植刈込、施肥          ： 年1回    H=1.5、寄植刈込、施肥面積 約２６m2

b 南部里中継ポンプ場      長崎市香焼町１２６８番地４

(a)高木・中木管理

軽剪定(幹回り 29ｃｍを超える)、施肥  ： 年１回     ８本

(b)除草                         : 年1回   面積 約２3ｍ2

(c)寄植刈込、施肥                ： 年1回   H=1.5、寄植刈込、施肥面積 約４m2

c 香焼地区汚水流量調整池   長崎市香焼町９２４番地１

(a)軽剪定(幹回り 29ｃｍを超える) ： 年１回     …   ４０本

軽剪定(幹回り 29ｃｍ以下)    ： 年１回       …    2本

(b)除草                  ： 年１回           約２０４４ｍ

(c)刈 込(寄植え 高さ1.0ｍ内外) ： 年１回 ３１ｍ2

d 晴海台マンホールポンプ場  長崎市晴海台町９７番地２

(a)高木・中木管理

軽剪定(幹回り 29ｃｍを超える)          ： ２年に１回(Ｒ３年度実施) ２３本

軽剪定(幹回り 29ｃｍ以下)             ： ２年に１回(Ｒ３年度実施) ２８本

軽剪定(幹回り 29ｃｍ以下、株立)      ： ２年に１回(Ｒ３年度実施) ３４本

(b)除草                      ： 年１回 面積 約１５５３ｍ2

e 南部栄上中継ポンプ場     長崎市布巻町１４３番地１

(a)高木管理 軽剪定(幹回り 29cm以上)    ： ２年に１回(Ｒ３年度実施) 4本 H=5.0m
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エ 注意事項

（ア） 施肥については、肥料取締法（昭和25年法律第127号）等を遵守するものとする。

なお、コンポスト肥料については、必要量を支給します。

       （イ） スミチオン乳剤は、１，０００倍希釈、機械油乳剤は、３０倍希釈とする。

       （ウ） 剪定・刈り込みにより発生する枝葉は、一般廃棄物として東工場及び西工場に搬入し計量票の

写しを提出すること。

        （エ） 作業については、時季・方法等を担当職員と協議し行うものとする。

       （オ） 国道沿いで作業を行う場合は、交通往来に注意し安全に十分配慮するものとする。

（カ） 軽剪定、刈り込みは造園士が行うこと。

      （キ） 高所作業時等においては安全対策に特に留意し事故等が発生しないようにすること。

       （ク） 本仕様書で定めなき事項については、その都度協議にて決定するものとする。

     （ケ） 受注者は必要に応じてリスクアセスメントを実施し、作業員の安全管理を適切

に行うこと。

     

   オ  提出書類

  （ア）工程表                         

（イ）作業報告書                

（ウ）作業写真帳（着工前、作業中、完成を撮影すること）    

（エ）一般廃棄物管理票のコピー              使用部数

※上記、電子データにて提出可

  カ その他

（ア）作業日時については、発注者と打ち合わせのうえ、決定すること。

（イ）受注者は作業に取り掛かる前に、安全管理を適切に行うこと。

（ウ）受注者の過失による損害・波及事故が生じた場合、受注者はその賠償の責めを負うこと。

（エ）作業にあたっては、発注者の指示に従うこと。

（オ）この仕様書の内容について疑義が生じた場合又は、仕様書に定めてない事項については、

相互に協議の上決定するものとする。
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樹木管理表

南部Ａ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

1 高木管理 イスノキ 2.4 2.0 1 本

2 高木管理  イスノキ 3.0 1.5 1 本

3 低木管理（玉物） コデマリ 1.5 1.2 1.13 ㎡

4 低木管理（玉物） アジサイ 0.8 1.0 0.785 ㎡

5 低木管理（玉物） ビワ 0.9 0.5 0.19 ㎡

6 低木管理（玉物） オタフクナンテン 0.4 0.5 0.19 ㎡

7 高木管理 カクレミノ 4.5 3.0 1 本

8 高木管理 カクレミノ 5.0 3.0 1 本

9 高木管理 カクレミノ 4.0 2.0 1 本

10 高木管理  カクレミノ 3.0 1.1 1 本

11 高木管理 カクレミノ 4.3 2.4 1 本

12 高木管理 カクレミノ 3.5 3.0 1 本

13 高木管理 イスノキ 5.0 3.0 1 本

14 高木管理 イスノキ 5.0 3.0 1 本

15 高木管理 イスノキ 2.5 1.5 1 本

16 高木管理 イスノキ 2.4 1.7 1 本

17 高木管理 イスノキ 5.0 2.0 1 本

18 低木管理（玉物） ヒラドツツジ 1.0 1.1 0.95 ㎡

19 低木管理（玉物） ヒラドツツジ 1.0 1.0 0.785 ㎡

20 低木管理（玉物） ヒラドツツジ 1.1 1.4 1.54 ㎡

21 低木管理（玉物） ヒラドツツジ 1.1 1.0 0.785 ㎡

22 高木管理 サザンカ 2.8 2.0 ３本植
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南部Ａ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

22 高木管理 サザンカ ３本植

22 高木管理  サザンカ ３本植

23 低木管理（玉物） カンツバキ 1.0 0.9 0.636 ㎡

24 低木管理（寄植え） オタフクナンテン 0.3 1.5×0.5 0.75 ㎡

25 低木管理（玉物） ハマヒサカキ 0.5 0.4 0.125 ㎡

26 高木管理 ウバメガシ 3.5 2.0 ３本植

26 高木管理 ウバメガシ ３本植

26 高木管理 ウバメガシ ３本植

27 低木管理（玉物） ハマヒサカキ 1.1 0.5 0.196 ㎡

28 高木管理 サクラ 8.0 5.0 1 本

29 低木管理（玉物） カンツバキ 0.5 0.5 0.196 ㎡

30 高木管理 サザンカ 2.0 1.3 ３本植

30 高木管理 サザンカ ３本植

30 高木管理 サザンカ ３本植

31 高木管理  ヤブツバキ 2.4 1.2 2 本

32 高木管理  サワグルミ 2.0 1.0 1 本

33 高木管理  サザンカ 3.5 2.5 ３本植

33 高木管理  サザンカ ３本植

33 高木管理  サザンカ ３本植

34 低木管理（寄植え） ハマヒサカキ 1.0 2.1×0.5 1.05 ㎡

35 低木管理（玉物） カンツバキ 0.8 0.5 0.196 ㎡

36 低木管理（玉物） カンツバキ 0.8 0.6 0.282 ㎡
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南部Ａ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

37 低木管理（玉物） ハマヒサカキ 1.3 1.0 0.785 ㎡

38 高木管理 サザンカ 2.2 1.5 3 本

39 高木管理  ヤブツバキ 2.0 1.0 1 本

40 高木管理 ウバメガシ 4.0 2.5 ３本植

40 高木管理 ウバメガシ ３本植

40 高木管理  ウバメガシ ３本植

41 低木管理（寄植え） ハマヒサカキ 0.8 2.0×0.5 1.0 ㎡

42 低木管理（寄植え） ハマヒサカキ 0.8 1.5×0.4 0.6 ㎡

43 低木管理（寄植え） ハマヒサカキ 0.6 2.0×0.4 0.8 ㎡

44 低木管理（玉物） カンツバキ 0.8 0.5 0.196 ㎡

45 低木管理（玉物） カンツバキ 0.9 0.8 0.502 ㎡

46 高木管理 サザンカ 3.0 2.0 ３本植

46 高木管理 サザンカ ３本植

46 高木管理 サザンカ ３本植

47 低木管理（玉物） ヒラドツツジ 1.5 2.2×2.0 3.54 ㎡

48 低木管理（玉物） ヒラドツツジ 1.6 2.0×1.7 2.78 ㎡

49 低木管理（玉物） カンツバキ 0.8 0.6 0.282 ㎡

50 低木管理（玉物） カンツバキ 0.6 1.0×0.5 0.446 ㎡

51 高木管理 サクラ 8.0 5.0 1 本

52 低木管理（寄植え） ハマヒサカキ 1.0 2.0×0.5 1.0 ㎡

53 低木管理（寄植え） ハマヒサカキ 1.0 2.2×1.2 2.64 ㎡

54 高木管理 ウバメガシ 3.2 2.0 1 本
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南部Ａ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

55 低木管理（寄植え） ハマヒサカキ 1.0 0.955 ㎡

56 高木管理 ウバメガシ 4.2 2.5 ２本植

56 高木管理 ウバメガシ ２本植

57 高木管理  サザンカ 2.8 2.0 ３本植

57 高木管理  サザンカ ３本植

57 高木管理  サザンカ ３本植

58 高木管理 イスノキ 3.0 2.0 1 本

59 低木管理（寄植え） オタフクナンテン 0.4 0.4×1.0 0.4 ㎡

60 低木管理（寄植え） ハマヒサカキ 1.0 7.91 ㎡

61 高木管理 カイヅカイブキ 3.0 4.0 ３本植

61 高木管理 カイヅカイブキ ３本植

61 高木管理 カイヅカイブキ ３本植

62 高木管理 サザンカ 3.2 2.0 ３本植

62 高木管理 サザンカ ３本植

62 高木管理 サザンカ ３本植

63 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 1.7 5.53 ㎡

64 高木管理 ウバメガシ 4.5 3.0 ２本植

64 高木管理 ウバメガシ ２本植

65 低木管理（寄植え） カンツバキ 0.5 1.0×0.4 0.4 ㎡

66 高木管理 カイヅカイブキ 2.5 2.0 1 本

67 低木管理（玉物） カンツバキ 2.5 2.0 0.019 ㎡

68 低木管理（寄植え） カンツバキ 0.5 0.4 0.125 ㎡
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南部Ａ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

69 低木管理（玉物） マメツゲ 0.8 0.4 0.125 ㎡

70 中木管理（玉物） カイヅカイブキ 2.5 2.0 3.141 ㎡

71 低木管理（寄植え） カンツバキ 0.6 1.0×0.2 0.2 ㎡

72 低木管理（寄植え） カンツバキ 0.5 0.5×0.4 0.2 ㎡

73 低木管理（玉物） トベラ 0.5 0.4 0.125 ㎡

74 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 0.7 5.521 ㎡

101 高木管理 カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

102 高木管理 カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

103 高木管理 カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

104 高木管理 カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

105 高木管理  カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

106 高木管理  カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

107 高木管理  ヤブツバキ 2.0 0.8 1 本

108 高木管理 ヤブツバキ 2.0 0.8 1 本

109 高木管理  ヤブツバキ 2.0 0.8 1 本

110 高木管理  カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

111 高木管理  カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

112 高木管理  ヤブツバキ 2.1 0.8 1 本

113 高木管理  ヤブツバキ 2.1 0.8 1 本

114 高木管理  ヤブツバキ 2.1 0.8 1 本

115 高木管理  カイヅカイブキ 2.1 0.8 1 本

116 高木管理  カイヅカイブキ 2.1 0.8 1 本
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南部Ａ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

117 高木管理  ヤブツバキ 2.1 0.8 1 本

118 高木管理  ヤブツバキ 2.1 0.8 1 本

119 高木管理  ヤブツバキ 2.1 0.8 1 本

120 高木管理  ヤブツバキ 2.1 0.8 1 本

121 高木管理  カイヅカイブキ 2.0 0.8 1 本

122 高木管理  カイヅカイブキ 2.0 0.8 1 本

123 高木管理  カイヅカイブキ 2.0 0.8 1 本

124 高木管理  カイヅカイブキ 2.0 0.8 1 本

125 高木管理  カイヅカイブキ 2.0 0.8 1 本

126 高木管理  カイヅカイブキ 2.0 0.8 1 本

127 高木管理 カイヅカイブキ 2.0 0.8 1 本

128 高木管理  サザンカ 2.1 0.8 3 本

129 高木管理  カイヅカイブキ 2.0 0.8 1 本

130 高木管理  カイヅカイブキ 2.0 0.8 1 本

131 高木管理  サザンカ 2.1 0.8 2 本

132 高木管理  サザンカ 2.1 0.8 2 本

133 高木管理  カイヅカイブキ 2.1 0.8 1 本

134 高木管理  カイヅカイブキ 2.1 0.8 1 本

135 高木管理  カイヅカイブキ 2.1 0.8 1 本

136 高木管理  サザンカ 2.0 0.8 3 本

137 高木管理  カイヅカイブキ 2.0 0.8 1 本

138 高木管理  カイヅカイブキ 2.0 0.8 1 本
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南部Ａ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

139 高木管理  カイヅカイブキ 2.0 0.8 1 本

140 高木管理  ヤブツバキ 1.5 0.8 1 本

141 高木管理  カイヅカイブキ 2.0 0.8 1 本

南部Ｂ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

1 低木管理（植栽帯） ハマヒサカキ 0.7 4.984 ㎡

2 低木管理（植栽帯） ハマヒサカキ 0.9 5.392 ㎡

3 低木管理（植栽帯） ハマヒサカキ 1.2 13.22 ㎡

4 低木管理（植栽帯） ハマヒサカキ 0.9 1.017 ㎡

5 低木管理（植栽帯） ハマヒサカキ 0.9 0.318 ㎡

6 低木管理（植栽帯） カンツバキ 1.2 0.36 ㎡

7 低木管理（植栽帯） ハマヒサカキ 0.9 5.177 ㎡

8 低木管理（植栽帯） ハマヒサカキ 0.9 1.920 ㎡

9 低木管理（玉物） ハマヒサカキ 1.2 0.502 ㎡

南部Ｃ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

1 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 1.4 15.4 ㎡

2 低木管理（玉物） マメツゲ 1.4 1.0×0.8 0.663 ㎡

3 低木管理（玉物） マメツゲ 1.6 1.3×0.8 0.903 ㎡

4 低木管理（玉物） マメツゲ 1.0 0.6 0.282 ㎡

5 低木管理（玉物） マメツゲ 1.1 0.9 0.636 ㎡

6 低木管理（玉物） マメツゲ 0.9 0.5 0.196 ㎡
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南部Ｃ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

7 低木管理（玉物） マメツゲ 1.0 0.6 0.282 ㎡

8 低木管理（玉物） マメツゲ 0.6 0.4 0.125 ㎡

9 低木管理（寄植え） カンツバキ 0.7 8.132 ㎡

10 低木管理（寄植え） トベラ 1.0 2.359 ㎡

11 低木管理（寄植え） カンツバキ 0.6 0.5 0.196 ㎡

12 低木管理（玉物） シャリンバイ 0.4 0.4 0.125 ㎡

13 低木管理（玉物） カンツバキ 0.8 0.5 0.196 ㎡

南部Ｄ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

1 高木管理 ウバメガシ 3.5 2.2 3 本

2 高木管理 カイヅカイブキ 2.5 1.5 1 本

3 高木管理 ウバメガシ 3.0 3.2 ３本植

3 高木管理 ウバメガシ ３本植

3 高木管理 ウバメガシ ３本植

4 高木管理  サザンカ 2.0 0.7 1 本

5 高木管理  サザンカ 1.2 0.5 1 本

6 高木管理  サザンカ 2.2 1.2 3 本

7 低木管理（玉物） カンツバキ 0.6 0.5 0.196 ㎡

8 低木管理（玉物） カンツバキ 0.7 0.7 0.384 ㎡

9 低木管理（寄植え） カンツバキ 0.8 0.701 ㎡

10 低木管理（寄植え） カンツバキ+ウバメガシ 0.8 0.931 ㎡

11 低木管理（寄植え） トベラ 0.8 1.522 ㎡
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南部Ｄ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

12 低木管理（寄植え） トベラ+ウバメガシ 0.8 1.785 ㎡

13 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 1.4 2.258 ㎡

14 低木管理（寄植え） ハマヒサカキ 0.6 0.487 ㎡

15 低木管理（寄植え） カンツバキ 0.5 0.546 ㎡

16 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 1.0 0.485 ㎡

17 低木管理（玉物） カンツバキ 0.7 0.6 0.282 ㎡

18 高木管理  カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

19 高木管理  マサキ 1.8 0.8 1 本

20 高木管理 カイヅカイブキ 2.8 １２本植

20 高木管理 カイヅカイブキ １２本植

20 高木管理 カイヅカイブキ １２本植

20 高木管理  カイヅカイブキ １２本植

20 高木管理  カイヅカイブキ １２本植

20 高木管理  カイヅカイブキ １２本植

20 高木管理 カイヅカイブキ １２本植

20 高木管理 カイヅカイブキ １２本植

20 高木管理 カイヅカイブキ １２本植

20 高木管理  カイヅカイブキ １２本植

20 高木管理 カイヅカイブキ １２本植

20 高木管理 カイヅカイブキ １２本植

21 高木管理 カイヅカイブキ 3.0 1.4 ３本植

21 高木管理  カイヅカイブキ ３本植
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南部Ｄ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

21 高木管理 カイヅカイブキ ３本植

22 低木管理（玉物） ハマヒサカキ 0.7 0.5 0.196 ㎡

23 低木管理（玉物） ハマヒサカキ 0.8 0.5 0.196 ㎡

24 高木管理 カイヅカイブキ 2.5 1.6 1 本

25 低木管理（玉物） マメツゲ 0.8 0.7 0.384 ㎡

26 高木管理 ウバメガシ 4.0 2.8 ３本植

26 高木管理 ウバメガシ ３本植

26 高木管理 ウバメガシ ３本植

27 低木管理（玉物） ヒラドツツジ 0.8 0.5 0.196 ㎡

28 低木管理（玉物） トベラ 0.8 0.5 0.196 ㎡

29 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 1.4 14.957 ㎡

30 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 0.8 7.374 ㎡

31 高木管理  ウバメガシ 3.8 2.0 ３本植

31 高木管理  ウバメガシ ３本植

31 高木管理  ウバメガシ ３本植

32 高木管理  トベラ 3.3 2.0 ７本植

32 高木管理  トベラ

32 高木管理  トベラ

32 高木管理  トベラ

32 高木管理  トベラ

32 高木管理  トベラ

32 高木管理 トベラ

- 47 -



南部Ｄ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

33 高木管理  カイヅカイブキ 2.5 2.0 ３本植

33 高木管理 カイヅカイブキ ３本植

33 高木管理  カイヅカイブキ ３本植

34 高木管理 ウバメガシ 3.5 2.0 ２本植

34 高木管理 ウバメガシ ２本植

35 低木管理（寄植え） ハマヒサカキ 1.0 5.264 ㎡

36 高木管理 カイヅカイブキ 2.4 2.2 ３本植

36 高木管理  カイヅカイブキ ３本植

36 高木管理  カイヅカイブキ ３本植

37 低木管理（玉物） トベラ 0.8 0.6 0.282 ㎡

38 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 1.4 10.733 ㎡

39 低木管理（寄植え） カンツバキ 1.0 6.444 ㎡

40 低木管理（玉物） ナワシログミ 1.2 1.0 0.785 ㎡

41 高木管理  サザンカ 2.0 0.5 1 本

42 低木管理（玉物） ハマヒサカキ 0.8 0.5 0.196 ㎡

43 低木管理（玉物） マサキ 0.9 1.5 1.767 ㎡

44 高木管理 サクラ 7.0 8.0×5.0 1 本

45 低木管理（玉物） ハマヒサカキ 0.6 0.5 0.179 ㎡

46 中木管理  アサダ 1.8 0.5 4 本

47 高木管理  サザンカ 2.5 1.8 ３本植

47 高木管理 サザンカ ３本植

47 高木管理  サザンカ ３本植
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南部Ｄ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

48 低木管理（玉物） ハマヒサカキ 0.8 0.4 0.125 ㎡

49 低木管理（玉物） ハマヒサカキ 0.8 0.5 0.196 ㎡

50 低木管理（玉物） ハマヒサカキ 0.7 0.5 0.196 ㎡

51 低木管理（寄植え） カンツバキ 0.8 1.797 ㎡

52 高木管理  カイヅカイブキ 2.5 1.8 ３本植

52 高木管理  カイヅカイブキ ３本植

52 高木管理  カイヅカイブキ ３本植

53 低木管理（寄植え） シャリンバイ 1.4 4.24 ㎡

54 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 0.8 1.854 ㎡

55 高木管理  ウバメガシ 3.8 4.0 ３本植

55 高木管理 ウバメガシ ３本植

55 高木管理 ウバメガシ ３本植

56 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 1.4 4.122 ㎡

57 高木管理 カイヅカイブキ 2.5 2.0 ３本植

57 高木管理 カイヅカイブキ ３本植

57 高木管理  カイヅカイブキ ３本植

58 低木管理（寄植え） ハマヒサカキ 1.4 1.117 ㎡

59 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 1.0 5.085 ㎡

60 高木管理 トベラ 3.5 3.5 ５本植

60 高木管理 トベラ ５本植

60 高木管理 トベラ ５本植

60 高木管理  トベラ ５本植
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南部Ｄ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

60 高木管理  トベラ ５本植

61 低木管理（寄植え） カンツバキ 0.6 1.539 ㎡

62 低木管理（玉物） ヒラドツツジ 1.0 0.8 0.502 ㎡

63 高木管理  カイヅカイブキ 3.0 1.8 ３本植

63 高木管理  カイヅカイブキ ３本植

63 高木管理  カイヅカイブキ ３本植

64 高木管理 カイヅカイブキ 3.0 1.8 ５本植

64 高木管理 カイヅカイブキ ５本植

64 高木管理 カイヅカイブキ ５本植

64 高木管理 カイヅカイブキ ５本植

64 高木管理 カイヅカイブキ ５本植

65 低木管理（玉物） タブ 2.0 0.6 0.282 ㎡

66 低木管理（寄植え） ハマヒサカキ 0.7 0.378 ㎡

67 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 0.8 0.622 ㎡

101 高木管理  モチノキ 2.0 0.8 1 本

102 高木管理 カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

103 高木管理 カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

104 高木管理  ヤブツバキ 2.4 0.8 1 本

105 高木管理  カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

106 高木管理 カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

107 高木管理  トベラ 1.4 0.8 4 本

108 高木管理 カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本
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南部Ｄ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

109 高木管理 カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

110 高木管理  ヤブツバキ 2.2 0.8 1 本

111 高木管理  ヤブツバキ 2.2 0.8 1 本

112 高木管理  カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

113 高木管理  カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

114 高木管理  ヤブツバキ 2.2 0.8 1 本

115 高木管理  ヤブツバキ 2.2 0.8 1 本

116 高木管理  カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

117 高木管理  カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

118 高木管理  ヤブツバキ 2.2 0.8 1 本

119 高木管理  カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

120 高木管理 カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

121 高木管理  カイヅカイブキ 2.1 0.8 1 本

122 高木管理  カイヅカイブキ 2.1 0.8 1 本

123 高木管理 ヤブツバキ 2.2 0.8 1 本

124 高木管理  ヤブツバキ 2.2 0.8 1 本

125 高木管理  カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

126 高木管理  カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

127 高木管理  トベラ 2.2 0.8 3 本

128 高木管理 トベラ 2.2 0.8 4 本

129 高木管理  カイヅカイブキ 2.0 0.8 1 本

130 高木管理 カイヅカイブキ 2.0 0.8 1 本
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南部Ｄ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

131 高木管理  ヤブツバキ 2.0 0.8 4 本

132 高木管理  カイヅカイブキ 2.1 0.8 1 本

133 高木管理 カイヅカイブキ 2.1 0.8 1 本

134 高木管理  カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

135 高木管理 カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

136 高木管理  カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

137 高木管理  カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

138 高木管理  カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

139 高木管理  カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

140 高木管理  カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

141 高木管理 カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

142 高木管理  ヤブツバキ 2.0 0.8 2 本

南部Ｅ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

1 低木管理（植栽帯） ハマヒサカキ 0.9 3.389 ㎡

2 低木管理（植栽帯） ハマヒサカキ 0.8 1.726 ㎡

3 低木管理（植栽帯） シャリンバイ 0.8 17.441 ㎡

4 低木管理（植栽帯） ハマヒサカキ 1.2 9.518 ㎡

5 低木管理（植栽帯） ハマヒサカキ 0.8 3.13 ㎡

6 低木管理（植栽帯） シャリンバイ 0.9 1.48 ㎡

- 52 -



南部Ｆ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

1 高木管理  ヤブツバキ 3.5 2.6 ３本植

1 高木管理  ヤブツバキ ３本植

1 高木管理  ヤブツバキ ３本植

2 高木管理 カイヅカイブキ 3.0 2.0×4.0 ２本植

2 高木管理 カイヅカイブキ ２本植

3 高木管理 カイヅカイブキ 3.0 2.0×6.0 ３本植

3 高木管理 カイヅカイブキ ３本植

3 高木管理 カイヅカイブキ ３本植

4 高木管理  カイヅカイブキ 2.8 2.0 ３本植

4 高木管理  カイヅカイブキ ３本植

4 高木管理  カイヅカイブキ ３本植

5 高木管理  サザンカ 3.0 1.5×2.0 ２本植

5 高木管理 サザンカ ２本植

6 高木管理  ウバメガシ 3.5 2.0 ３本植

6 高木管理  ウバメガシ ３本植

6 高木管理  ウバメガシ ３本植

7 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 1.0 5.201 ㎡

8 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 0.8 0.823 ㎡

9 高木管理 ヤブツバキ 3.5 2.4 ４本植

9 高木管理  ヤブツバキ ４本植

9 高木管理  ヤブツバキ ４本植

9 高木管理  ヤブツバキ ４本植
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南部Ｆ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

10 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 0.8 6.599 ㎡

11 高木管理 カイヅカイブキ 2.5 2.5×1.5 ２本植

11 高木管理 カイヅカイブキ ２本植

12 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 0.5 0.699 ㎡

13 高木管理 ウバメガシ 4.5 2.7 ３本植

13 高木管理 ウバメガシ ３本植

13 高木管理 ウバメガシ ３本植

14 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 0.8 3.07 ㎡

15 高木管理 カイヅカイブキ 2.5 2.7 ３本植

15 高木管理 カイヅカイブキ ３本植

15 高木管理 カイヅカイブキ ３本植

16 高木管理 カイヅカイブキ 2.5 3.0 ３本植

16 高木管理 カイヅカイブキ ３本植

16 高木管理 カイヅカイブキ ３本植

17 高木管理 サザンカ 3.0 2.0 3 本

18 高木管理 トベラ 1.8 1.0 4 本

19 高木管理  タブ 1.8 0.5 1 本

20 高木管理 カイヅカイブキ 2.3 3.0 ３本植

20 高木管理 カイヅカイブキ ３本植

20 高木管理 カイヅカイブキ ３本植

21 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 1.6 6.158 ㎡

22 低木管理（玉物） マメツゲ 1.1 0.84 ㎡
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南部Ｆ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

23 低木管理（玉物） マメツゲ 0.8 0.779 ㎡

24 低木管理（玉物） マメツゲ 0.9 0.629 ㎡

25 高木管理  ウバメガシ 3.5 3.0 ３本植

25 高木管理 ウバメガシ ３本植

25 高木管理 ウバメガシ ３本植

26 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 0.8 6.158 ㎡

27 中木管理  イヌマキ 2.8 1.5×2.0 1 本

28 中木管理  イヌマキ 2.5 1.5×2.0 1 本

29 低木管理（寄植え） マメツゲ 0.6 2.184 ㎡

30 高木管理  ウバメガシ 3.2 2.6 ３本植

30 高木管理  ウバメガシ ３本植

30 高木管理 ウバメガシ ３本植

31 低木管理（寄植え） ハマヒサカキ 0.6 0.86 ㎡

32 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 0.9 7.524 ㎡

33 中木管理  イヌマキ 2.5 1.5×0.4 1 本

34 中木管理  イヌマキ 2.6 1.1×0.4 1 本

35 中木管理  イヌマキ 2.7 1.4×0.4 1 本

36 低木管理（寄植え） ハマヒサカキ 0.8 2.47 ㎡

37 高木管理  ウバメガシ 3.1 2.5 ３本植

37 高木管理 ウバメガシ ３本植

37 高木管理 ウバメガシ ３本植

38 中木管理  イヌマキ 2.3 1.3×0.4 1 本
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南部Ｆ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

39 中木管理  イヌマキ 2.5 1.3×0.4 1 本

40 中木管理  イヌマキ 2.5 1.6×0.4 1 本

41 低木管理（寄植え） アベリア 1.0 4.319 ㎡

42 低木管理（寄植え） アベリア 1.4 17.978 ㎡

43 高木管理  ウバメガシ 3.5 2.5 ３本植

43 高木管理  ウバメガシ ３本植

43 高木管理 ウバメガシ ３本植

44 低木管理（寄植え） ハマヒサカキ 0.8 0.092 ㎡

45 低木管理（寄植え） ハマヒサカキ 0.8 4.014 ㎡

46 中木管理  イヌマキ 2.6 0.6×0.4 1 本

47 中木管理  イヌマキ 2.6 1.4×0.4 1 本

48 中木管理  イヌマキ 2.8/2.1 1.4×0.4 1 本

49 中木管理  イヌマキ 2.8 1.2×0.4 1 本

50 低木管理（寄植え） シャリンバイ 1.2 1.429 ㎡

51 低木管理（玉物） ハマヒサカキ 0.5 0.4 0.125 ㎡

101 低木管理（寄植え） ヤブツバキ 1.8 0.8 0 ㎡

102 高木管理 カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

103 高木管理  カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

104 高木管理  ヤブツバキ 2.2 0.8 2 本

105 高木管理  ヤブツバキ 2.2 0.8 4 本

106 高木管理  カイヅカイブキ 2.1 0.8 1 本

107 低木管理（玉物） トベラ 0.8 0.8 0.502 ㎡
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南部Ｆ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

108 高木管理  カイヅカイブキ 2.1 0.8 1 本

109 高木管理 カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

110 高木管理  カイヅカイブキ 2.2 0.8 1 本

111 高木管理 ヤブツバキ 2.2 0.8 3 本

112 高木管理  カイヅカイブキ 2.1 0.8 1 本

113 高木管理  カイヅカイブキ 2.1 0.8 1 本

114 高木管理  ヤブツバキ 2.2 0.8 3 本

115 高木管理  カイヅカイブキ 2.1 0.8 1 本

116 高木管理  カイヅカイブキ 2.1 0.8 1 本

117 高木管理  ヤブツバキ 2.1 0.8 1 本

118 高木管理 カイヅカイブキ 2.1 0.8 1 本

119 高木管理 カイヅカイブキ 2.1 0.8 1 本

120 高木管理 カイヅカイブキ 2.1 0.8 1 本

121 高木管理 カイヅカイブキ 2.1 0.8 1 本

122 高木管理 ヤブツバキ 2.1 0.8 4 本

123 高木管理  ヤブツバキ 2.1 0.8 2 本

201 中木管理  サザンカ 2.0 0.8 本

202 中木管理  サザンカ 2.0 0.8 本

203 中木管理  サザンカ 2.0 0.8 本

204 中木管理  サザンカ 2.0 0.8 本

205 中木管理  イヌマキ 2.0 0.4 本

206 中木管理  イヌマキ 2.0 0.4 本
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南部Ｆ

№ 種  別 名 称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

207 中木管理  イヌマキ 2.0 0.4 本

208 中木管理  イヌマキ 2.0 0.4 本

209 中木管理  イヌマキ 2.0 0.4 本

210 中木管理  イヌマキ 2.0 0.4 本

211 中木管理  サザンカ 2.0 0.4 本

212 中木管理  サザンカ 2.0 0.4 本

213 中木管理  サザンカ 2.0 0.4 本

214 中木管理  サザンカ 2.0 0.4 本

215 中木管理  サザンカ 2.0 0.4 本

216 中木管理  サザンカ 2.0 0.4 本

217 中木管理  イヌマキ 2.0 0.4 本

218 中木管理  イヌマキ 2.0 0.4 本

219 中木管理  イヌマキ 2.0 0.4 本

220 中木管理  イヌマキ 2.0 0.4 本

221 中木管理  ヤブツバキ 2.0 0.4 本

222 中木管理  ヤブツバキ 2.0 0.4 本

223 中木管理  ヤブツバキ 2.0 0.4 本

224 中木管理 ヤブツバキ 2.0 0.4 本

225 中木管理  イヌマキ 2.0 0.4 本

226 中木管理  イヌマキ 2.0 0.4 本

227 中木管理  イヌマキ 2.0 0.4 本

228 中木管理  イヌマキ 2.0 0.4 本
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南部Ｆ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

229 中木管理  ヤブツバキ 2.0 0.4 本

230 中木管理  ヤブツバキ 2.1 0.4 本

231 中木管理  ヤブツバキ 2.1 0.4 本

232 中木管理  ヤブツバキ 2.1 0.4 本

233 中木管理  イヌマキ 2.1 0.4 本

234 中木管理  イヌマキ 2.1 0.4 本

235 中木管理  イヌマキ 2.1 0.4 本

236 中木管理  イヌマキ 2.1 0.4 本

237 中木管理  ヤブツバキ 2.1 0.4 本

238 中木管理  ヤブツバキ 2.1 0.4 本

239 中木管理  ヤブツバキ 2.1 0.4 本

240 中木管理  ヤブツバキ 2.1 0.4 本

241 中木管理  イヌマキ 2.1 0.4 本

242 中木管理  イヌマキ 2.1 0.4 本

243 中木管理  イヌマキ 2.1 0.4 本

244 中木管理  イヌマキ 2.1 0.4 本

245 中木管理  サザンカ 2.1 0.4 本

246 中木管理  サザンカ 2.1 0.4 本

247 中木管理  サザンカ 2.1 0.4 本

248 中木管理  サザンカ 2.1 0.4 本

249 中木管理  イヌマキ 2.1 0.4 本

250 中木管理  イヌマキ 2.1 0.4 本
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南部Ｆ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

251 中木管理  イヌマキ 2.1 0.4 本

252 中木管理  イヌマキ 2.1 0.4 本

253 中木管理  イヌマキ 2.1 0.4 本

254 中木管理  ヤブツバキ 2.1 0.4 本

255 中木管理  ヤブツバキ 2.1 0.4 本

256 中木管理  ヤブツバキ 2.1 0.4 本

257 中木管理  ヤブツバキ 2.1 0.4 本

258 中木管理  イヌマキ 2.2 0.4 本

259 中木管理  イヌマキ 2.2 0.4 本

260 中木管理  イヌマキ 2.2 0.4 本

261 中木管理  イヌマキ 2.2 0.4 本

262 中木管理  ヤブツバキ 2.2 0.4 本

263 中木管理  ヤブツバキ 2.2 0.4 本

264 中木管理  ヤブツバキ 2.2 0.4 本

265 中木管理  ヤブツバキ 2.2 0.4 本

266 中木管理  イヌマキ 2.2 0.4 本

267 中木管理  イヌマキ 2.2 0.4 本

268 中木管理  イヌマキ 2.2 0.4 本

269 中木管理  イヌマキ 2.2 0.4 本
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南部Ｇ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

201 低木管理（植栽帯） ハマヒサカキ 0.5 6.349 ㎡

202 低木管理（植栽帯） シャリンバイ 0.6 0.614 ㎡

203 低木管理（植栽帯） シャリンバイ 0.7 1.694 ㎡

204 低木管理（植栽帯） シャリンバイ 0.8 0.5 0.196 ㎡

南部Ｈ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

1 高木管理 タブ 4.7 2.0 1 本

2 高木管理 タブ 3.4 1.5 1 本

3 高木管理 タブ 5.2 1.6 1 本

4 高木管理 タブ 4.7 2.0 1 本

5 高木管理 タブ 4.7 1.6 1 本

6 高木管理 タブ 2.7 1.6 1 本

7 高木管理 タブ 3.5 1.2 1 本

8 高木管理 タブ 4.0 1.3 1 本

9 高木管理 タブ 4.5 1.5 1 本

10 高木管理 タブ 2.3 2.0 1 本

11 高木管理 タブ 3.6 1.2 1 本

12 高木管理 タブ 2.2 1.6 1 本

13 高木管理 タブ 2.5 1.6 1 本

14 高木管理 タブ 4.2 1.5 1 本

15 高木管理 タブ 3.8 1.5 1 本

16 高木管理 タブ 4.8 2.0 1 本

17 高木管理 タブ 4.2 1.5 1 本
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南部Ｈ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

18 高木管理  タブ 3.2 1.5 1 本

19 タブ 支柱のみ

20 高木管理 タブ 3.8 1.5 1 本

21 高木管理 タブ 3.2 1.5 1 本

22 高木管理 タブ 3.2 1.5 1 本

23 高木管理  タブ 4.3 1.5 1 本

24 高木管理 タブ 3.6 2.5 1 本

25 高木管理 タブ 4.6 1.5 1 本

26 高木管理 タブ 4.8 1.5 1 本

27 高木管理 タブ 3.8 1.5 1 本

28 タブ 支柱のみ

29 高木管理 タブ 3.9 1.5 1 本

30 高木管理 タブ 3.8 1.6 1 本

31 タブ 支柱のみ

32 高木管理 タブ 4.2 2.0 1 本

33 高木管理 タブ 2.7 1.3 1 本

34 高木管理 タブ 4.2 1.6 1 本

35 低木管理（玉物） トベラ 1.1 1.4 1.539 ㎡

36 低木管理（玉物） トベラ 0.8 0.8 0.502 ㎡

37 低木管理（玉物） トベラ 0.8 0.8 0.502 ㎡

38 低木管理（玉物） トベラ 0.9 0.8 0.636 ㎡

39 低木管理（玉物） トベラ 0.8 0.8 0.502 ㎡
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南部Ｈ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

40 低木管理（玉物） トベラ 0.8 0.8 0.502 ㎡

41 低木管理（玉物） トベラ 0.8 0.8 0.502 ㎡

42 低木管理（玉物） トベラ 0.8 0.8 0.502 ㎡

43 低木管理（玉物） トベラ 0.7 0.8 0.502 ㎡

44 低木管理（玉物） トベラ 0.8 0.8 0.502 ㎡

45 低木管理（玉物） トベラ 0.8 0.8 0.502 ㎡

46 低木管理（玉物） トベラ 1.0 1.0 0.785 ㎡

47 低木管理（玉物） トベラ 0.6 0.8 0.502 ㎡

48 低木管理（玉物） トベラ 0.8 0.9 0.636 ㎡

49 低木管理（玉物） トベラ 0.8 0.9 0.636 ㎡

50 低木管理（玉物） トベラ 0.8 0.8 0.502 ㎡

51 低木管理（玉物） トベラ 0.8 0.8 0.502 ㎡

52 低木管理（玉物） トベラ 0.8 0.8 0.502 ㎡

53 低木管理（玉物） キンモクセイ 2.0 1.0 0.785 ㎡

54 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 0.5 3.4 ㎡

南部Ｉ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

1 高木管理 スダジイ 2.9 1.5 1 本

2 高木管理 スダジイ 1.6 1.3 1 本

3 高木管理 スダジイ 3.8 1.6 1 本

4 高木管理 スダジイ 3.2 1.3 1 本

5 高木管理 スダジイ 3.2 2.0 1 本

6 高木管理 スダジイ 2.6 1.5 1 本
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南部Ｉ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

7 高木管理 スダジイ 3.0 1.3 1 本

8 高木管理 スダジイ 3.2 1.5 1 本

9 高木管理 スダジイ 支柱のみ

10 高木管理 スダジイ 4.2 1.3 1 本

11 高木管理 スダジイ 4.2 1.3 1 本

12 高木管理 スダジイ 4.2 2.0 1 本

13 高木管理 スダジイ 4.7 1.3 1 本

14 高木管理 スダジイ 4.7 1.8 1 本

15 高木管理 スダジイ 4.2 1.6 1 本

16 高木管理 スダジイ 4.3 1.6 1 本

17 高木管理 スダジイ 4.5 1.8 1 本

18 高木管理 スダジイ 3.7 1.5 1 本

19 高木管理 スダジイ 2.2 1.1 1 本

20 高木管理 スダジイ 4.2 1.3 1 本

21 高木管理 スダジイ 3.4 1.5 1 本

22 高木管理 スダジイ 支柱のみ

23 高木管理 スダジイ 3.2 1.4 1 本

24 高木管理 スダジイ 3.7 1.5 1 本

25 高木管理 スダジイ 3.7 1.4 1 本

26 高木管理 スダジイ 3.7 1.5 1 本

27 高木管理 スダジイ 3.7 1.5 1 本

28 高木管理 スダジイ 2.7 1.2 1 本
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南部Ｉ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

29 高木管理 スダジイ 3.7 1.4 1 本

30 高木管理 スダジイ 3.2 1.3 1 本

31 高木管理 スダジイ 4.7 1.9 1 本

32 高木管理 スダジイ 2.2 1.3 1 本

33 高木管理 スダジイ 3.2 1.3 1 本

34 低木管理（玉物） キンモクセイ 1.1 1.0 0.785 ㎡

35 低木管理（玉物） キンモクセイ 1.4 0.8 0.502 ㎡

36 低木管理（玉物） シャリンバイ 1.0 1.0 0.785 ㎡

37 低木管理（玉物） キンモクセイ 1.6 0.8 0.502 ㎡

38 低木管理（玉物） シャリンバイ 0.9 0.9 0.636 ㎡

39 低木管理（玉物） キンモクセイ 1.6 0.8 0.502 ㎡

40 低木管理（玉物） シャリンバイ 0.9 0.9 0.636 ㎡

41 低木管理（玉物） キンモクセイ 1.8 0.6 0.282 ㎡

42 低木管理（玉物） シャリンバイ 0.9 0.9 0.636 ㎡

43 低木管理（玉物） キンモクセイ 2.0 0.5 0.196 ㎡

44 低木管理（玉物） シャリンバイ 1.2 1.0 0.785 ㎡

45 低木管理（玉物） キンモクセイ 1.6 0.8 0.502 ㎡

46 低木管理（玉物） シャリンバイ 0.9 0.9 0.636 ㎡

47 低木管理（玉物） キンモクセイ 1.7 0.8 0.502 ㎡

48 低木管理（玉物） シャリンバイ 0.9 0.9 0.636 ㎡

49 低木管理（玉物） キンモクセイ（枯れ） 1.8 0.5 0.196 ㎡

50 低木管理（玉物） シャリンバイ 1.0 1.0 0.785 ㎡
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南部Ｉ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

51 低木管理（玉物） キンモクセイ 1.6 0.5 0.196 ㎡

52 低木管理（玉物） シャリンバイ 0.9 0.9 0.636 ㎡

53 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 0.6 4.28 ㎡

54 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 0.6 4.28 ㎡

南部Ｊ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

1 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 0.6 7.237 ㎡

2 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 0.6 2.815 ㎡

3 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 0.5 0.945 ㎡

4 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 0.6 0.866 ㎡

南部Ｋ

№ 種  別 名 称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

1 低木管理（寄植え） ガクアジサイ 0.8 3.24 ㎡

2 低木管理（寄植え） カンツバキ 0.6 3 ㎡

3 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 0.6 3.832 ㎡

4 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 0.6 2.5 ㎡

5 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 0.6 1.68 ㎡

南部Ｌ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

1 高木管理 クロガネモチ 4.5 3.0 1 本

2 高木管理 クロガネモチ 4.5 2.5 1 本

3 低木管理（寄植え） サツキ 0.6 11.021 ㎡
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南部Ｌ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

4 低木管理（寄植え） サツキ 0.5 0.481 ㎡

5 低木管理（寄植え） サツキ 0.5 2.897 ㎡

南部Ｍ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

146 高木管理 クスノキ 3.5 1.5 1 本

南部Ｎ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

1 低木管理（玉物） アジサイ 1.0 1.0 0.785 ㎡

2 低木管理（玉物） ハマヒサカキ 1.2 1.5 1.767 ㎡

3 低木管理（玉物） ハマヒサカキ 0.8 1.0 0.785 ㎡

南部Ｏ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

1 低木管理（玉物） ビワ 1.0 0.4 0.125 ㎡

2 低木管理（寄植え） ハマヒサカキ 1.2 1.2×1.2 1.44 ㎡

3 高木管理  カイヅカイブキ 2.4 1.3 1 本

4 高木管理  カイヅカイブキ 2.4 1.3 1 本

5 高木管理  カイヅカイブキ 2.4 1.3 1 本

6 低木管理（寄植え） サツキ 0.5 0.6 0.282 ㎡

7 低木管理（寄植え） サツキ 0.4 0.6 0.282 ㎡

8 低木管理（寄植え） サツキ 0.5 0.5 0.196 ㎡

9 枯れ木 サツキ

10 低木管理（玉物） サツキ 0.5 0.5 0.196 ㎡

11 低木管理（寄植え） カンツバキ 0.6 15.279 ㎡
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南部Ｐ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

1 低木管理（寄植え） シャリンバイ 1.2 0.317 ㎡

2 低木管理（寄植え） シャリンバイ 1.6 8.570 ㎡

3 低木管理（寄植え） シャリンバイ 1.6 1.825 ㎡

4 低木管理（寄植え） ハマヒサカキ 1.1 0.491 ㎡

5 低木管理（玉物） ハマヒサカキ 0.9 0.5 0.196 ㎡

6 低木管理（玉物） シャリンバイ 1.0 0.8 0.502 ㎡
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樹木管理表

新地Ａ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

1 中木管理  サザンカ 1.5 0.8 1 本

2 中木管理  サザンカ 1.5 0.8 1 本

3 中木管理  サザンカ 1.5 0.8 1 本

4 中木管理  サザンカ 1.5 0.8 1 本

5 中木管理  サザンカ 1.5 0.8 1 本

新地Ｂ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

6 高木管理 ウラジロガシ 4.5 2.0 6 本

7 高木管理 ウラジロガシ 4.0 1.5 1 本

8 高木管理 ウラジロガシ 4.0 2.0 4 本

9 低木管理（寄植え） サツキ 0.5 0.449 ㎡

10 低木管理（寄植え） サツキ 0.5 7.732 ㎡

11 低木管理（寄植え） サツキ 0.5 5.950 ㎡

12 低木管理（寄植え） サツキ 0.5 3.665 ㎡

13 低木管理（寄植え） サツキ 0.5 8.932 ㎡
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樹木管理表

里Ａ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

1 高木管理 ケヤキ 4.0 1.5 1 本

2 高木管理 ケヤキ 5.0 2.5 1 本

3 高木管理 ケヤキ 5.0 2.2 1 本

4 高木管理 ケヤキ 5.0 2.2 1 本

5 低木管理（寄植え） アベリア 0.5 1.0×1.1 1.1 ㎡

6 低木管理（寄植え） アベリア 0.8 1.1×2.0 1.956 ㎡

里Ｂ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

7 高木管理 ナンキンハゼ 8.0 3.0 1 本

8 高木管理 ナンキンハゼ 3.0 2.0 1 本

9 高木管理 クスノキ 4.0 1.0 1 本

10 高木管理 クスノキ 4.0 2.0 1 本

里Ｃ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

11 低木管理（寄植え） アベリア 1.2 1.14 ㎡
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樹木管理表

香焼流量調整池Ａ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

1 高木管理 クスノキ 11.0 8.0 1 本

2 高木管理 クスノキ 12.0 10.0 1 本

3 高木管理 ヤマモモ 7.0 4.0 1 本

4 高木管理 クスノキ 11.0 8.0 1 本

5 高木管理 ヤマモモ 9.0 7.0 1 本

6 高木管理 クスノキ 12.0 10.0 1 本

7 高木管理 クスノキ 12.0 10.0 1 本

8 高木管理 クスノキ 10.0 8.0 1 本

9 高木管理 クスノキ 10.0 8.0 1 本

10 高木管理 ヤマモモ 4.0 1.0 1 本

11 高木管理 クスノキ 10.0 6.0 1 本

12 高木管理 クスノキ 4.0 1.8 1 本

13 高木管理 クロガネモチ 2.0 1.2 2 本

14 高木管理 ヤマモモ 4.5 3.5 1 本

15 高木管理 モチノキ 2.8 1.2 3 本

16 高木管理 クスノキ 10.0 5.0 1 本

17 高木管理 ヤマモモ 7.0 2.5 1 本

18 高木管理 ヤマモモ 7.5 2.5 1 本

19 高木管理 ヤマモモ 7.0 2.5 1 本

20 高木管理 クスノキ 10.0 4.0 1 本

21 高木管理 シャリンバイ 1.2 1.0 0.785 ㎡

22 高木管理 クロガネモチ 8.0 2.5 1 本
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香焼流量調整池Ａ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

23 高木管理 アキニレ 7.0 2.5 1 本

24 高木管理 クロガネモチ 2.5 1.0 1 本

25 高木管理 ヤマモモ 7.0 2.5 1 本

26 高木管理 ヤマモモ 5.0 2.5 1 本

27 高木管理 ユズリハ 7.0 2.5 2 本

28 中木管理  サクラ 3.0 1.5 1 本

29 高木管理 モクレン 2.5 2.0 1 本

30 高木管理 クスノキ 9.0 3.0 1 本

31 高木管理 ヤマモモ 2.7 1.0 2 本

32 高木管理 ヤマモモ 8.0 3.0 1 本

33 低木管理（寄植え） ヒラドツツジ 1.0 0.8 11.233 ㎡

香焼流量調整池Ｂ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

34 低木管理（寄植え） ハマヒサカキ 0.9 1.1 19.551 ㎡

35 中木管理  イロハモミジ 1.2 1.3 3 本

香焼流量調整池Ｃ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

36 高木管理 クロガネモチ 9.0 8.0 1 本

37 高木管理 モチノキ 9.0 8.0 2 本

38 高木管理 クスノキ 4.0 3.0 1 本

39 高木管理 マテバシイ 2.0 1.0 2 本
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40 高木管理 ヤマモモ 3.5 1.0 1 本

香焼流量調整池Ｃ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

41 高木管理 クスノキ 3.0 2.0 1 本

42 枯れ木 ヤマモモ 2.8 0.5 1 本

43 高木管理 マテバシイ 3.5 2.0 1 本

44 高木管理 ヤマモモ 4.0 2.0 1 本

45 高木管理 クスノキ 2.3 0.8 1 本

香焼流量調整池Ｅ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

46 低木管理（玉物） マメヅケ 0.5 0.5 0.196 ㎡

47 低木管理（玉物） マメヅケ 0.5 0.5 0.196 ㎡

48 低木管理（玉物） マメヅケ 0.3 0.3 0.07 ㎡

49 低木管理（玉物） マメヅケ 0.5 0.5 0.196 ㎡

50 低木管理（玉物） マメヅケ 0.5 0.5 0.196 ㎡

- 76 -



N

1 2
3

4
5

6

7
8
9

1
01
1 1
21
31
4 1
5 1
6
1
71
8 1
92
0 2
12
2 2
3
2
42
52
6
2
7 2
8
2
9

3
0
3
1
3
2

3
3
3
4

3
5
3
6

3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2
4
34
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

5
3

5
4

5
5

5
6

6
1

6
2

6
3

6
4

6
5

6
6

6
7

6
8

6
9

7
0

7
1

7
2

7
3 7
4 7
5 7
6 7
7 7
8 7
9 8
0 8
1 8
2 8
3

8
4 8
5 8
6

5
7

5
8

6
05
9

A
0
=
2
3
4
8
.
3
9
3

C
o

管
理

棟

水
処

理
棟

防
油

堤
ｷ
ｭ
ｰ
ﾋ
ﾟ
ｸ
ﾙ

C
o

量
水

計

汚

汚

電

A
s

汚

汚

桝
汚

桝

桝

階
段

階
段

階
段

U
字

溝

C
o

電
柱

電
柱

電
柱

T- 1 

1 

Ａ 植
栽

面
積

=
1
5
6
1
.
9
4
9
ｍ

2
除

草
面

積
=
1
5
5
3
.
8
5
0
ｍ

2

S
=
1
:
2
5
0

晴
海

台
マ

ン
ホ

ー
ル

ポ
ン

プ
場

 
樹

木
管

理
平

面
図

21 3

植
栽

求
積

範
囲

凡
　

例

測
量

：
ﾄ
ｰﾀ

ﾙ
ｽ
ﾃｰ

ｼ
ｮ
ﾝ
(T

O
P
C
ON

 
G
M
-1

0
5
)使

用

求
積

：
A
ut

o
C
AD

 
2
0
20

使
用

エ
リ

ア
設

定
範

囲
Ａ

エ
リ

ア

低
　

木

高
　

木

中
木

(
株

立
)

- 77 -



樹木管理表

晴海台Ａ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

1 高木管理  サンゴジュ 2.2 0.5 2 本

2 高木管理 サンゴジュ 2.7 1.0 2 本

3 高木管理 サンゴジュ 2.2 0.5 2 本

4 高木管理 サンゴジュ 2.5 1.0 5 本

5 高木管理 サンゴジュ 3.0 0.8 1 本

6 高木管理 サンゴジュ 2.9 1.2 1 本

7 中木管理  サンゴジュ 1.7 0.5 1 本

8 高木管理 サンゴジュ 2.4 0.8 1 本

9 高木管理  サンゴジュ 2.7 0.8 2 本

10 高木管理 サンゴジュ 2.6 1.4 3 本

11 高木管理  サンゴジュ 2.3 0.5 1 本

12 高木管理  サンゴジュ 2.4 1.0 1 本

13 高木管理  サンゴジュ 2.2 0.6 1 本

14 高木管理  サンゴジュ 2.4 0.6 1 本

15 高木管理  サンゴジュ 2.2 0.5 1 本

16 高木管理  サンゴジュ 2.5 0.9 1 本

17 高木管理  サンゴジュ 2.5 1.0 2 本

18 高木管理  サンゴジュ 2.2 0.4 1 本

19 高木管理  サンゴジュ 2.1 1.0 4 本

20 高木管理  サンゴジュ 1.9 0.4 1 本

21 高木管理 サンゴジュ 2.4 1.0 2 本

22 高木管理  サンゴジュ 1.7 0.4 1 本
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晴海台Ａ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

23 高木管理 サンゴジュ 2.5 0.8 1 本

24 高木管理 サンゴジュ 2.5 1.0 3 本

25 高木管理  サンゴジュ 2.2 0.8 3 本

26 高木管理 サンゴジュ 2.4 0.8 1 本

27 高木管理 サンゴジュ 1.5 0.6 1 本

28 高木管理 サンゴジュ 2.3 1.2 2 本

29 高木管理 サンゴジュ 2.7 1.0 2 本

30 高木管理 サンゴジュ 2.4 1.2 1 本

31 高木管理 サンゴジュ 2.3 1.0 3 本

32 高木管理  サンゴジュ 2.0 1.0 1 本

33 高木管理  サンゴジュ 2.2 1.4 3 本

34 高木管理  サンゴジュ 1.6 1.0 6 本

35 高木管理  サンゴジュ 2.0 1.1 3 本

36 高木管理  サンゴジュ 1.5 0.8 1 本

37 高木管理  サンゴジュ 1.7 1.0 1 本

38 高木管理 サンゴジュ 2.5 1.2 2 本

39 高木管理 サンゴジュ 2.2 1.0 1 本

40 高木管理  サンゴジュ 2.2 1.0 1 本

41 高木管理  サンゴジュ 2.2 1.0 1 本

42 高木管理 サンゴジュ 2.2 1.2 2 本

43 高木管理 サンゴジュ 2.2 1.2 2 本

44 高木管理  サンゴジュ 2.2 1.2 1 本
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晴海台Ａ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

45 中木管理  サンゴジュ 1.0 0.5 1 本

46 中木管理  サンゴジュ 0.5 0.2 1 本

47 中木管理  サンゴジュ 1.0 0.5 1 本

48 中木管理  サンゴジュ 1.0 0.5 1 本

49 中木管理  サンゴジュ 0.8 0.3 1 本

50 中木管理  サンゴジュ 1.4 0.6 1 本

51 中木管理  サンゴジュ 1.6 0.8 1 本

52 中木管理  サンゴジュ 1.8 1.2 1 本

53 中木管理  サンゴジュ 0.6 0.3 1 本

54 中木管理  サンゴジュ 1.6 1.0 1 本

55 中木管理  サンゴジュ 1.8 1.0 1 本

56 中木管理  サンゴジュ 2.0 1.2 1 本

57 中木管理 サンゴジュ 3.3 1.8 1 本

58 高木管理  サンゴジュ 2.6 1.2 3 本

59 高木管理  サンゴジュ 2.0 1.2 4 本

60 高木管理  サンゴジュ 2.4 1.0 4 本

61 中木管理  キョウチクトウ 2.5 2.5 1 本

62 中木管理  キョウチクトウ 3.5 3.5 1 本

63 中木管理  キョウチクトウ 2.8 2.8 1 本

64 中木管理  キョウチクトウ 2.0 2.0 1 本

65 中木管理  キョウチクトウ 2.0 2.0 1 本

66 中木管理  キョウチクトウ 2.0 1.5 1 本
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晴海台Ａ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

67 高木管理  サンゴジュ 2.0 1.2 2 本

68 高木管理  サンゴジュ 1.9 1.0 2 本

69 中木管理  キョウチクトウ 2.0 0.8 1 本

70 高木管理 サンゴジュ 2.7 1.0 3 本

71 高木管理 サンゴジュ 3.0 1.0 2 本

72 高木管理  クスノキ 4.5 1.6 1 本

73 中木管理  キョウチクトウ 2.0 1.2 1 本

74 中木管理  キョウチクトウ 1.8 0.8 1 本

75 中木管理  キョウチクトウ 1.8 0.6 1 本

76 中木管理  キョウチクトウ 1.6 1.0 1 本

77 中木管理  キョウチクトウ 1.6 0.6 1 本

78 中木管理  キョウチクトウ 1.6 1.0 1 本

79 中木管理  キョウチクトウ 1.8 1.0 1 本

80 中木管理  キョウチクトウ 1.8 1.0 1 本

81 中木管理  キョウチクトウ 2.0 1.2 1 本

82 高木管理  マサキ 1.7 0.5 2 本

83 低木管理 ナワシログミ 0.6 0.6 0.282 ㎡

84 中木管理  キョウチクトウ 1.3 1.0 1 本

85 中木管理  キョウチクトウ 1.8 1.4 1 本

86 中木管理  キョウチクトウ 2.0 1.2 1 本
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樹木管理表

栄上Ａ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

1 高木管理 カイヅカイブキ 3.0 1.2 1 本

2 高木管理 カイヅカイブキ 3.0 1.2 1 本

3 高木管理 カイヅカイブキ 3.5 1.5 1 本

4 高木管理 カイヅカイブキ 3.5 1.5 1 本

栄上Ｂ

№ 種  別 名  称 樹高Ｈ(ｍ) 葉張Ｗ(ｍ) 数量 単位

5 地衣類 ハイビャクシン 1.2 3.066 ㎡
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（３）南部下水処理場ほか消防設備等点検業務

仕  様  書

ア 実 施 年 度

令和２年度、令和３年度、令和４年度(ただし最終年度は 12 月末までに履行すること)

イ 概 要

本業務は、消防法（昭和 23 年法律第 186 号）第１７条の３の３の規定に基づき、令和２～

４年度の下記処理場、中継ポンプ場の消防設備の点検業務を行うものである。

南部下水処理場        長崎市戸町5丁目985番地

南部第一中継ポンプ場      長崎市末石町370番36

南部茂木中継ポンプ場      長崎市茂木町76番1

南部栄上中継ポンプ場      長崎市布巻町143番1

南部深浦中継ポンプ場            長崎市香焼町444番地54

香焼地区汚水流量調整池(旧香焼浄化センター) 長崎市香焼町９２４番地１

ウ 業 務 内 容

(ア)点検を行う消防設備等は、別紙.南部下水処理場ほか消防設備点検業務（１／6～6／6）に

よる。

(イ)消防設備等の種類及び点検内容に応じて行う点検の期間、点検の方法並びに点検の結果に

ついての報告書の様式を定める件(昭和５０年消防庁告示第3号)に基づき、消防設備等機

能点検及び総合点検を行うものである。

(ウ)点検は、年２回とする（８月、２月）。ただし、最終年度の実施は６月、１２月とする。

(エ)消防訓練（消火器の取扱方法等）を、年１回行うものとする。

     

エ 注 意 事 項

（ア） 業務は、設備の機能保持のため、消防法、その他関係法令の定めるところに従い、誠

実に行うこと。（点検の種類は、昭和 50 年 4 月 1 日消防庁告示第 3 号の定めによる）

（イ） 誤報等の対応については、迅速に対応を行うこと。また、下水処理場等の運転に支障

をきたすことのないよう留意すること。

（ウ） 業務遂行においては、ヘルメットを着用するなど安全面に十分配慮すること。

（エ） 受注者は必要に応じてリスクアセスメントを実施し、作業員の安全管理を適切に行う

こと。
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オ 提 出 書 類

（ア）工程表

（イ）点検結果報告書（法令に定められた様式）               （前期1部、後期1部）

※ただし、最終年度の後期については、香焼地区汚水流量調整池以外は

３部提出とする。       

（ウ）点検作業写真                                      （前期1部、後期1部）    

※消防署への点検報告年度については、香焼地区汚水流量調整池は令和４年３月に必要部

数を作成し管轄の消防署へ提出する。

その他の施設については、必要部数を支給するので、令和２年３月に管轄の消防署へ提

出すること。

※上記、電子データでの提出可

            

カ その他

（ア）作業日時については、発注者と打ち合わせのうえ、決定すること。

（イ）受注者の過失による損害・波及事故が生じた場合、受注者はその賠償の責めを負う

こと。

（ウ）作業にあたっては、発注者の指示に従うこと。

（エ）この仕様書の内容について疑義が生じた場合又は、仕様書に定めてない事項につい

ては、相互に協議の上決定するものとする。
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別紙.南部下水処理場ほか消防設備点検業務                                                                 

1) 消火器                                                     １／6                                                           

種     別           

   数  量

第１回目

外観・機能点検

回 数

第２回目

外観・機能点検

回 数機  器 名

  

  摘   要

小型消火器 １０型ABC粉末

（南部下水処理場）

６８本

１００本

     

     １

     

        １

        
１０型ABC粉末

（南部第一中継ポンプ場）

  ６本

１０型ABC粉末

(南部茂木中継ポンプ場）

  ８本

１０型ABC粉末

(南部栄上中継ポンプ場)

  ５本

２０型ABC粉末

(南部栄上中継ポンプ場）

１本

1０型ABC粉末

(南部深浦中継ポンプ場）

  ４本

１０型ABC粉末

(香焼地区汚水流量調整池)

８本

車載式消火器 ５０型ABC粉末

（南部下水処理場） ４本

６本 １ １５０型ABC粉末

（南部第一中継ポンプ場） ２本

  小型消火器

機能点検・放出試験

     （南部下水処理

場他)

    10型,20型 機能点検 4 （本） 4 （本）

放出試験 4 （本） 4 （本）

車載式消火器

機能点検

50型        機能点検 － （本） １ （本）

       放出試験 － （本） － （本）

     ※１ 全数外観点検を行うこと。

  ※２ 製造年から８年を超える令和２年度は2009年・2010年製４本、令和３年度は2011年製８本、令和４年

度は2012年製１０本を更新すること。

※３ 各年度に製造年から５０型８年以内の１本を機能点検、並びに１０型８年以内の８本を抽出し、機能

点検及び放出試験を行うこと。
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  2)非常放送設備(南部下水処理場)                                      ２／6

種           別

数  量

第１回目

(外観・機能点検)

回 数

第２回目・総合点検

(外観・機能を含む)

回 数機  器  名 摘    要

ア ン プ

ラック型３６０Ｗ    （増

幅器出力） １台 １ １

スピーカー 54個 １ １

蓄  電 池 非常用予備電源 １式 １ １

3)①自動火災報知設備(南部下水処理場)                                   ３／6

種           別

数  量

第１回目

(外観・機能点検)

回 数

第２回目・総合点検

(外観・機能を含む)

回 数機  器  名 摘    要

受 信 機

自立Ｐ型１級 33回線

（管理本館） １台 １ １

壁掛Ｐ型１級 13回線

（脱水機棟） １台 １ １

感 知 器

差動式分布型(空気管式)

（南部下水処理場） ８個

１ １

差動式スポット型

（南部下水処理場） １６個

１ １

定温式スポット型

（南部下水処理場） １５７個

１ １

煙 感 知 器

光電式分離型

（南部下水処理場） ２個 １ １
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光電式スポット型

（南部下水処理場） １３７個

１ １

  発 信 機

Ｐ－１級  

（南部下水処理場） 2８個

１ １

電   鈴      （南部下水処理場） ４０個

１ １

非常用蓄電池設備 （南部下水処理場） １式 １ １

配線(絶縁測定) （南部下水処理場） １式 － １

表示灯 （屋内消火栓に含む）

（発信機に含む）

（南部下水処理場）

（２5）

（３）

１

１

１

１

  ②自動火災報知設備(香焼地区汚水流量調整池)

種           別 数  量

第１回目

(外観・機能点検)

回 数

第２回目・総合点検

(外観・機能を含む)

回 数

機  器  名 摘    要

受 信 機 壁掛Ｐ型１級 ５回線 １台 １ １

感 知 器

定温式スポット型 ９個 １ １

差動式スポット型 ２４個 １ １

光電式スポット型 ５個 １ １

発 信 機 Ｐ型１級 ３個 １ １

主音響 １個 １ １
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音響装置

地区音響 ３個 １ １

配線(絶縁測定) １式 - １

表示灯 １式 1 1

4）屋内消火栓設備                                                ４／6

       

種           別

数  量

第１回目

(外観・機能点検)

回 数

第２回目・総合点検

(外観・機能を含む)

回 数

   

機  器  名 摘    要

加圧送水装置 ポンプモーター １台 １ １

ポンプ操作盤 壁掛型 １面 １ １

消 火 栓 屋内 １号式 25基 １ １

表 示 灯 25個 １ １

起動用スイッチ 25個 １ １

連動試験 １式 － １

  消火ホ－ス φ40×15m ４９本 1

令和２年度

耐圧試験実施

  ※消火ホースの２００７年製１６本、２００８年製６本については、新品と交換する。２００９年製１６本につ

いては令和２年度に耐圧試験を実施すること。

5)誘導灯・誘導標識                                                5／６

種           別

数  量

第１回目

(外観・機能点検)

回 数

第２回目・総合点検

(外観・機能を含む)

回 数機  器  名 摘    要
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誘 導 灯

誘 導 灯

避難口（小型）

（南部下水処理場）

（南部茂木中継ポンプ場）

(南部深浦中継ポンプ場)

(南部第一中継ポンプ場)

４４

８

４

１

１ １

避難口（中型）

（南部下水処理場）

１５        １        １

通 路（小型）

（南部下水処理場）

（南部茂木中継ポンプ場）

(南部第一中継ポンプ場)

１７

１１

3

１ １

通 路（中型） ６ １          １

廊下通路(小型) ２３ １ １

誘導標識 南部茂木中継ポンプ場 1 1 1

                                                                                                                                  

6)防火防排煙設備(南部下水処理場)                                     6／6

種           別

数  量

第１回目

(外観・機能点検)

回 数

第２回目・総合点検

(外観・機能を含む)

回 数機  器  名 摘    要

連動操作盤

（管理本館）

  

  １０回線 １ １ １

連動操作盤

（脱水機棟）

  

  ５回線 １ １ １

煙感知器

イオン式       

光電式

１

３０ １ １

防火扉・非常扉   ３ １ １

防火・防煙ｼｬｯﾀｰ   煙連動付ﾋｭｰｽﾞ無 ４ １ １

防排煙ダンパー   手動開錠ﾘﾐｯﾄ付 １９ １ １
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（４）南部下水処理場高圧保護継電器等試験点検業務

仕  様  書

ア 実 施 年 度

令和２年度、令和３年度、令和４年度

イ 概 要

本業務は、電気事業法（昭和 39年法律第 170号）第４２条第１項及び電気事業法施行規則（平成

7年通商産業省令第 77号）第５０条第１項に基づき、長崎市上下水道局電気工作物保安規程により、

令和２～４年度における南部下水処理場内の保護継電器・遮断器(断路器含む。)等の試験、点検を行

うものである。(ただし最終年度は１２月末までに履行することとする)

ウ 業 務 内 容

（ア） 試験・点検機器                                 (台数)

管理本館

電気室

汚泥処理

棟電気室

発電

機室

滅菌棟

電気室

主ポンプ

送風機室

流量調整池

棟

電気室

   計

不足電圧継電器 １ 1 1 1 1 1 6

地絡方向継電器 8 3 1 1 2 ― 15

過電圧継電器 1 ― 1 ― ―     ― 2

地絡電圧継電器 1 1 1 1 1 ― 5

過電流

継電器

１要素   1 1 2 ― ― ― 4

２要素 7 3 ― 2 2 1 15

２段警報漏電リレー 2 3 ― 1 2 3 11

２Ｅリレー 3 ― ― ― ― ― 3

計 24 12 6 6 8 5 61

高圧真空遮断器 9 4 1 2 2 1 19

高圧電磁接触器 3 ― ― ― ― ― 3

断路器 1 ― ― ― 1 ― 2

高圧盤（面数） 11 7 2 3 4 2 29
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（イ）試験・点検内容

   a 不足電圧継電器

東芝製 形式：ＩＶＵ１Ｄ－Ａ１   ×１台

東芝製 形式：ＮＶＵ１１Ｐ－０１Ａ ×５台

    (a)整定タップ値の最小動作値  

        (b)整定値レバーにて整定タップにおける電圧（０％、４０％、８０％）動作時限

        (c)外観点検

  b 地絡方向継電器

戸上電機製作所製 形式：ＬＴＲ－Ｐ－ＤＦ ×１台

光商工製 形式：ＬＤＧ－７１Ｄ－ＤＣ   ×１１台

光商工製 形式：ＬＤＧ－２１－ＤＣ１   ×２台

東芝製 形式：ＩＤＧ５Ｄ－ＢＴ１    ×１台

  (a)整定電流又は電圧、時限の動作値（ＩＤＧ５Ｄ形は動作試験３点とする）

       (b)位相特性試験

       (c)整定値における遮断器連動試験：電圧（１５０％）、電流（１３０％）、ＩＤＧ５Ｄ形は

９５Ｖ値×３３０％の動作値

(d)外観点検

  c 過電圧継電器

東芝製 形式：ＩＶＯ１Ｄ－ＡＴ１    ×１台

東芝製 形式：ＮＶＯ１１Ｐ－０１ＡＫ６１×１台

(a)整定タップ値の最小動作値

        (b)整定値レバー、整定タップにおける電圧（１１０％、１３０％、１５０％）動作値

        (c)外観点検

d 地絡電圧継電器

東芝製  形式：ＩＶＧ１Ｄ－ＢＴ１  ×１台

光商工製 形式：ＬＶＧ－７－ＤＣ   ×３台

光商工製 形式：ＬＶＧ－３Ｃ－ＤＣ１ ×１台        

(a)最小動作電圧

        (b)外観点検

e 過電流継電器

東芝製 形式：ＩＣＯ１Ｄ－ＡＴ１     ×２台

       ＮＣＯ１１Ｐ－０２ＡＫ６１ ×２台

ＮＣＯ１２Ｐ－０２ＡＫ６１ ×１１台

ＮＣＯ１２Ｐ－０２Ａ６１  ×４台

              ＊ただし、ＮＣＯ１２Ｐシリーズは２要素タイプ

        (a)整定タップ値の最小動作値
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        (b)瞬時要素の動作値(２００%)

    (c)時限レバー１０にて整定タップにおける電流（２００％、３００％、５００％）

     動作時限：買電受電部のみとする。

        (d)整定値レバー、整定タップにおける電流（２００％、３００％、５００％）

動作時限

        (e)整定値における遮断器連動試験：電流（２００％、５００％）

        (f)外観点検

  f ２段警報漏電リレー

光商工製  形式：ＬＥＧ－１９３ＬＤＮ－ＤＣ ×６台

光商工製  形式：ＬＥＧ－１７３Ｌ－ＤＣ ×１台

光商工製  形式：ＬＥＧ－１７３Ｌ    ×１台

光商工製  形式：ＬＥＧ－１７３ＬＦ   ×３台

        (a)整定タップ値の最小動作値

(b)整定値レバー、整定タップにおける電流動作時限

        (c)外観点検

  g ２Ｅリレー

     東芝製 形式：ＲＣ８２０－ＨＰ１Ｙ２  ×３台

   (a)過負荷動作特性試験

     a’整定タップ値の最小動作値

     b’整定タップにおける電流(２００％、６００％)動作時限

       

    (b)欠相動作特性試験

     a’整定タップ値の最小動作値

     b’動作時限

h 高圧真空遮断器

東芝製 形式：ＶＨＡ－６Ｊ１３Ｓ  ×４台

ＶＨＢ－６Ｊ１３Ｓ ×１４台

            ＶＧＡ５－６Ｊ１５Ｔ ×１台

        (a)外観点検及び絶縁抵抗測定(線間・対地間)

    (b)精密点検   主回路部・操作機構部・制御装置の点検及び注油・調整

i 高圧電磁接触器

     東芝製 形式：ＵＶＡ－６ＧＡＭ  ×３台

    (a)外観点検及び絶縁抵抗測定(線間・対地間)

    (b)精密点検   主回路部・操作機構部・制御装置の点検及び注油・調整
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j 断路器

   東芝製 型式：ＤＴ１－６Ｊ２０   ×１台

          ＤＴ１－６Ｈ１３   ×１台

※ 高圧真空遮断器、高圧電磁接触器及び断路器の共通事項

機器主回路導体接触部の磨きと防食液の塗布（盤内接触部含む）

  k 接地抵抗測定（５箇所）

  l 高圧絶縁抵抗測定（６箇所）

m 高圧盤内部機器点検清掃

(a)ケーブル端子台の緩みがないか、目視及びスパナによる点検

(b)ガイシ部等の清掃（エアーブロー、掃除機による吸込み、ガイシ部分のウエスや刷毛

拭き）

※ ケーブル接続部分のボルトナットのチェックマークの目視の他、ケーブルをゆすって堅いか

どうか、過熱変色等を確認し増し締めをする。制御線についてもそれに準じる。

エ 注 意 事 項

    （ア）全停電作業時は、照明用とＵＰＳ装置用で電源を確保するため、定格容量４５ｋＶＡ以上

の発動発電機１台を用意し、接続及び撤去をおこなうこと。

    （イ）作業は停電作業となるが、処理場の維持管理上、時間的制約をうけるので、迅速かつ適切な対応

をとること。

（ウ）業務に必要な測定機材（試験装置、電源、作業用照明器具類、清掃用具類等）を準備

すること。

（エ）停電に伴う機器停止作業は、施設維持管理業者にて実施すること。

（オ）事故発生時は迅速に対処すること。

（カ）稼働中の機器停止については、事前に発注者と協議し、南部下水処理場各設備の運転に

支障を及ぼさないようにすること。

（キ）受注者は必要に応じてリスクアセスメントを実施し、作業員の安全管理を適切に行うこと。

            

オ 提 出 書 類

（ア）業務履行計画書（測定方法、記録様式、詳細工程表等）            １部

（イ）作業報告書（試験結果、測定結果、改良等の進言等）             ２部

（ウ）作業写真帳（着工前、試験点検作業中、清掃中、機器不具合箇所、完成等）  １部

※上記、電子データにて提出可

カ そ の 他

（ア）作業日時については、発注者と打ち合わせのうえ、決定すること。

（イ）受注者の過失による損害・波及事故が生じた場合、受注者はその賠償の責めを負うこと。

（ウ）作業にあたっては、発注者の指示に従うこと。

（エ）この仕様書の内容について疑義が生じた場合又は、仕様書に定めてない事項については、相互に

協議の上決定するものとする。
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（５）南部下水処理場ほか工業計器点検業務

仕  様  書

ア 実施年度

令和２年度、令和３年度、令和４年度

イ 概要

本業務は、令和２～４年度の南部下水処理場ほかの工業計器について、その性能を十分発揮し、精

度の維持をはかると共に、機器の故障を未然に防止するために点検及び校正を年１回行うものである。

(ただし最終年度は１２月末までに履行することとする)。

ウ 業 務 内 容

（ア）点検内容

a 総合ループ試験

現場発信器若しくは検出器から、基準信号を入力させ、ＨＩＳ画面、及び現場計器の指示

値を確認、記録する。この際、警報設定器が試験するループ内に設置してある場合には、警

報を発生するか否かを確認し、ＨＩＳ監視画面のコピーを添付するものとする。誤差が基準

値を上回る場合には、変換器等により調整する。

   b 外観清掃

     上記の総合ループ試験を実施し、開放した検出器、変換器については内部の外観点検清掃

を行うものとする。

c 計器単体の点検整備

    表―２「点検作業内容一覧表」による。

（イ）点検範囲

a 総合ループ試験 表―１「工業計器仕様一覧表」２～４年度に１と記載しているループ（２

７～３０ループ）＊中継ポンプ場を含む

b 単体ループ試験 表－３「単体ループ試験一覧表」において、各年度のループ数を１３～１

４とし、ループ試験、ループ動作試験を実施する。ただし、備考欄記載の制御等も含むもの

とする。

※ただし工事等などで、取替えや点検などの変更が発生することから、各年度、事前に協議し、

項目を決定するものとする。

     なお、１,２ループの変更は各ループ数内として取り扱うものとする。

エ 注 意 事 項

（ア） 作業に伴う運転機器切替や停止の養生は、維持管理業者が実施する。なお、発注者と連絡を

密にし、処理場運転に支障のないように努めること。

（イ） 稼働中の機器停止については、事前に発注者と協議し、南部下水処理場各設備の運転に支障

を及ぼさないようにすること。
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（ウ） 保守点検が完了したら機器が正常に運転されていることを確認すること。

（エ） 工業計器の点検業務は、各メーカー関連会社等に分割発注してもよいが、総合ループは必

ず組み合わせ試験を行い同時に点検業務も実施すること。報告書は、それぞれの様式で可

とする。

（オ） 受注者は必要に応じてリスクアセスメントを実施し、作業員の安全管理を適切に行うこと。

エ 提 出 書 類

(ア) 工程表                                               

(イ) 作業報告書                       

(ウ) 作業写真帳（着工前、作業中、完成を撮影すること）    

※上記、電子データにて提出可

カ そ の 他

（ア）作業日時については、発注者と打ち合わせのうえ、決定すること。

（イ）受注者の過失による損害・波及事故が生じた場合、受注者はその賠償の責めを負う

こと。

（ウ）作業にあたっては、発注者の指示に従うこと。

（エ）この仕様書の内容について疑義が生じた場合又は、仕様書に定めてない事項については、

相互に協議の上決定するものとする。
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年度 2 3 4

計 30 29 28

1 小計 4 4 4

1-1 着水井水位 0.3～11.3ｍ ＬＭ-201Ｍ ○ 1

1-2 着水井ゲート開度 0～100％ RI-AM2 SF8-A ○ 1

1-3 流入井水位 0.4～8.4ｍ JB-483 SF8-A ○ 1

1-4 主ポンプ井水位（静電容量式） 0.7～4.7ｍ MRG形 ○ 1

1-5 主ポンプ井水位（投込式） 0.7～4.7ｍ SL-180C RE01 ○ 1 1

1-6 No.1主ポンプ回転速度 0～1200ｍｉｎ
-1 ○ 1

1-7 No.2主ポンプ回転速度 0～1200ｍｉｎ
-1 VF-AS1 SF8-A ○ 1

1-8 流入下水量 0～3000㎥/ｈ 337形 378形 ○ 1

1-9 し渣ホッパ重量 0～3ｔ ○ 1

1-10 沈砂ホッパ重量 0～6ｔ ○ 1

1-11 自家発燃料タンク貯留量 0～6000L ＬＭ-301E TME-100A ○ 1

２ 小計 12 12 11

2-1 初沈汚泥引抜濃度 0～5％ LQ165 ○ 1

2-2 初沈汚泥引抜流量 0～80㎥/ｈ 337形 378形 ○ 1

2-3 余剰汚泥引抜流量 0～70㎥/ｈ 337形 378形 ○ 1

2-4 1，2系返送汚泥流量 0～400㎥/ｈ 337形 378形 ○ 1

2-5 3系返送汚泥流量 0～600㎥/ｈ LF130 LF230 SF8-A1 ○ 1

2-6 4系返送汚泥流量 0～600㎥/ｈ LF131 LF232 SF8-A1 ○ 1

2-7 1，2系返送汚泥濃度 0～3％ ○ 1

2-8 3系返送汚泥濃度 0～3％ LQ165 ○ 1

2-9 4系返送汚泥濃度 0～3％ LQ165 ○ 1

2-10 No.3送風機回転速度 0～1200ｒｐｍ VFAS1 SF8-A1 ○ 1

2-11 No.1送風機回転速度 0～1200ｒｐｍ VFA7 SF8-A1 ○ 1

2-12 No.2送風機回転速度 0～1200ｒｐｍ ○ 1

2-13 1，2系送風機吐出圧力 0～100ｋPa 3051形 ○ 1

2-14 3，4系送風機吐出圧力 0～100ｋPa AP3143 ○ 1

2-15 1系反応タンク曝気風量 0～3000N㎥/ｈ GF-2000 SF8-A1 ○ 1

2-16 2系反応タンク曝気風量 0～2000N㎥/ｈ GF-2000 SF8-A1 ○ 1

2-17 3系反応タンク曝気風量 0～3000N㎥/ｈ GF-2000 SF8-A1 ○ 1

2-18 4系反応タンク曝気風量 0～3000N㎥/ｈ GF-2000 SF8-A1 ○ 1

2-19 送風機吐出風量（1,2系） 0～5000N㎥/ｈ ○ 1

2-20 送風機吐出風量（3,4系） 0～6000N㎥/ｈ ○ 1

2-21 1，2系曝気風量調節弁開度 0～100％ ○ 1

2-22 3，4系曝気風量調節弁開度 0～100％ ○ 1

2-23 1系反応タンク出口DO 0～10ｐｐｍ CD-200 ○ 1

2-24 2系反応タンク出口DO 0～10ｐｐｍ WAXA-100 ○ 1

2-25 3系反応タンク出口DO 0～10ｐｐｍ WAXA-100 ○ 1

2-26 4系反応タンク出口DO 0～10ｐｐｍ ○ 1

2-27 1系反応タンク流入流量 0～800㎥/ｈ MGG10C DVF-11TA ○ 1

2-28 2系反応タンク流入流量 0～800㎥/ｈ MGG10C DVF-11TA ○ 1

2-29 3系反応タンク流入流量 0～700㎥/ｈ ○ 1

2-30 4系反応タンク流入流量 0～700㎥/ｈ ○ 1

2-31 流量調整池流出流量 0～3000㎥/ｈ LF232 7300 ○ 1

2-32 No.1流量調整池水位 0～12ｍ AP3051 7300 ○ 1

2-33 No.2流量調整池水位 0～12ｍ AP3051 7300 ○ 1

2-34 汚泥貯留槽水位 0.5～7.5ｍ ＬＭ-201Ｍ SF8-A ○ 1

2-35 返送汚泥調整弁開度 0～100％ ○ 1

点検点数

発信機
検出器

変換器 指示計（現場）

管理本館・ポンプ棟設備、流量調整池棟設備

水処理設備

別表―１「工業計器仕様一覧表」

ＮＯ． ループ名称 目盛り

計器型式

ＨＩＳ
（中央）
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3 小計 3 3 3

3-1 濃縮貯留汚泥流量 0～30㎥/ｈ 335形 373形 ○ 1

3-2 生汚泥流量 0～50㎥/ｈ 335形 378形 ○ 1

3-3 No.1-1濃縮汚泥貯留槽液位 0～5m 電波式RTG CL-110 ○ 1

3-4 No.1-2濃縮汚泥貯留槽液位 0～5m 電波式MRG CL-110 ○ 1

3-5 余剰汚泥貯留槽液位 0～4mH2O 387形 SF8-A ○ 1

3-6 機械濃縮汚泥貯留槽液位 0～5.5m RTG-40 ○ 1

3-7 No.1機械濃縮余剰汚泥供給量 0～30㎥/ｈ LF131 LF232 ○ 1

3-8 No.2機械濃縮余剰汚泥供給量 0～30㎥/ｈ LF131 LF232 ○ 1

3-9 し渣ホッパ重量 0～3ｔ NZ-2T ○ 1

４ 小計 3 3 2

4-1 No.1送泥流量 0～50㎥/ｈ LF232 SF8-A ○ 1

4-2 No.1送泥濃度 0～5% LQ165形 DVF-11 ○ 1

4-3 No.1汚泥貯留槽液位 0～4m AP107 SF8-A ○ 1

4-4 No.2汚泥貯留槽液位 0～4m AP3051 DVF-11 ○ 1

4-5 No.3脱水機送泥量 0～40㎥/ｈ LF232 DVF-11 ○ 1

4-6 No.3脱水機送泥濃度 0～5％ LQ161 SF8-A ○ 1

4-7 No.1ケーキホッパ重量 0～10ｔ ○ 1

4-8 No.2ケーキホッパ重量 0～10ｔ ○ 1

５ 小計 2 1 1

5-1 放流水流量 0～3000㎥/ｈ LRG-10 DVF-11 ○ 1

5-2 次亜塩注入量 0～20L/ｈ 334形 LF230形 ○ 1

5-3 三次処理水ポンプ送水流量 0～50㎥/ｈ 337形 378形 ○ 1

5-4 三次処理水槽水位 0.5～6.5ｍ ○ 1

６ 小計 3

6-1 流入渠水位 0.1～15.1ｍ SL-130C PSB-130A DEF-150NT ○ 1

6-2 ポンプ井水位 0.4～5.4ｍ EJ210 MX10R DEF-150NT ○ 1

6-3 汚水量 0～1200㎥/ｈ AM330-DG AM11 DEF-150NT ○ 1

７ 小計 4

7-1 ポンプ井水位 0～6ｍ SL-130C PSB-130A XF-15-1T ○ 1

7-2 No.1汚水揚水流量 0～500㎥/ｈ TAV200V TA6-2HG XF-15-1T ○ 1

7-3 No.2汚水揚水流量 0～500㎥/ｈ TAV200V TA6-2HG XF-15-1T ○ 1

7-4 燃料小出槽液量 0～1000L EJA110 VJA1 XL-80C ○ 1

８ 小計 6

8-1 流入渠水位 0～14ｍ SL-130C MA1W-A8*A SIHN ○ 1

8-2 No.1ポンプ井水位 0～5ｍ SL-130C MA1W-A8*A SIHN ○ 1

8-3 No.2ポンプ井水位 0～5ｍ SL-130C MA1W-A8*A SIHN ○ 1

8-4 中部送水流量 0～2000㎥/ｈ AXF300G AXFA11G SIHN ○ 1

8-5 南部送水流量 0～1500㎥/ｈ AXF250G AXFA11G SIHN ○ 1

8-6 総送水流量 0～2200㎥/ｈ MA0W-6-8*A SIHN ○ 1

９ 小計 3

9-1 流入渠水位 0～12ｍ ELR－200 200－DL XL-110C ○ 1

9-2 ポンプ井水位 0～6ｍ ELR－200 200－DL XL-110C ○ 1

9-3 汚水流量 0～700㎥/ｈ FMR-204AW EFR-204AW XL-110C ○ 1

１０ 小計 3

10-1 流入ゲート水位 0～8.5ｍ SL-600C PSB-130A XL-110C ○ 1

10-2 ポンプ井水位 0～3.5ｍ SL-600C PSB-130A XL-110C ○ 1

10-3 汚水流入量 0～500㎥/ｈ AXF250G AXFA11G XL-110C ○ 1

脱水機設備

発信機

検出器
変換器 指示計（現場）

ＨＩＳ

（中央）

濃縮棟設備

4
ＮＯ． ループ名称 目盛り

計器型式

南部栄上中継ポンプ場

南部新地中継ポンプ場

南部茂木中継ポンプ場

深浦中継ポンプ場

南部第一中継ポンプ場

滅菌棟設備

点検点数

年度 2 3
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Ｎｏ． 点検機器名 形式 点検作業項目 備考
MRG ・外観目視点検
ＲＴＧ ・プローブ絶縁抵抗測定

・出力電流を確認（3点以上を確認すること）

ＳＬ－１３０Ｃ ・外観目視点検
ＳＬ－１８０Ｃ ・模擬圧力入力による出力電流確認（3点以上を確認すること）
ＳＬ－６００Ｃ ・模擬入力によるゼロ、スパン校正
ＥＬＲ２００

ＰＤ５３１Ｃ ・外観目視点検
EJ２１０ ・模擬圧力入力による出力電流確認（3点以上を確認すること）

・模擬入力によるゼロ、スパン校正

ＬＭ－３０１Ｅ ・外観目視点検
ＬＭ－２０１Ｍ ・模擬圧力入力による出力電流確認（3点以上を確認すること）

・模擬入力によるゼロ、スパン校正

ＡＰ３０５１Ｃ ・外観目視点検
ＡＰ３１４３ ・出力電流を確認（3点以上を確認すること）
ＡＰ１０７

３３７形 ・外観目視点検及び本体取付状況確認
（３７８形） ・基板、端子部、ケーブルの点検
３３５形 ・検出器の絶縁抵抗測定
（３７３形） ・変換器のゼロ、スパン校正
ＬＦ２３２形 ・変換器の設定値確認
ＦＭＲ２０４ ・変換器のＡＣ入力電源電圧の測定
ＥＦＭ２０４ ・変換器の各部ＤＣ電源電圧及びリップル電圧の測定
ＬＦ１３０形
ＬＦ２３０形
ＡＭ３３０－ＤＧ
ＴＡＶ２００Ｖ
ＡＸＦ形

ＧＦ－２０００ ・外観目視点検
・受信波測定・調整
・入出力信号を確認

ＭＧＧ１０ ・外観目視点検

ＬＱ１６５ ・外観目視点検
ＬＱ１６１

７４５形 ・外観目視点検
ＲＳＪＰ形 ・接栓、接続部及び基板の点検
２１０ＶＡＳ ・実プラントの警報設定点での警報動作の確認及び校正

・各電源部の電圧測定及びリップル電圧の測定

２００ＤＬ ・外観目視点検
ＴＰ３８形 ・接栓、接続部及び基板の点検

・出力電圧又は電流を確認（3点以上を確認すること）
・各電源部の電圧測定及びリップル電圧の測定

３５７形 ・外観目視点検
ＳＶ－０Ａ－Ｂ ・接栓、接続部及び基板の点検
ＶＪＨ１ ・出力電圧又は電流を確認（3点以上を確認すること）
ＤＪＰ ・各電源部の電圧測定及びリップル電圧の測定
ＡＶ３０６
Ｍ２ＶＳ

ＳＦ８－Ａ ・外観目視点検
ＤＶＦ－１１ ・接続部の点検
ＸＬ－１１０Ｃ ・出力値を確認（3点以上を確認すること）
ＣＬ１１０
ＲＥ０１
ＴＭＥ－１００Ａ
７３００１０
ＳＦ８－Ａ1
ＤEＦ－１５０NT

差圧式レベル計3

別表―２「点検作業内容一覧表」

電波式レベル計1

投込式レベル計2

超音波気体流量計7

潜水型電磁流量計8

マイクロ波汚泥濃度計9

静電容量式レベル計4

圧力伝送器5

電磁流量計6

指示計13

警報設定器10

ディストリビュータ11

アイソレータ12
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XF-15-1T
SIHN

７６６形 ・外観目視点検
Ｕ２５０ ・接続部の点検
ＩＶ－２５０

ＣＤ－２００形 ・外観目視点検
ＷＡＸＡ－１００ ・接続部の点検

ＲＩ－ＡＭ２ ・外観目視点検
・接続部の点検

ＶＪＦ形 ・外観目視点検
・接続部の点検演算器17

抵抗ユニット14

ＤＯ計15

電動弁（セイミッター）16

指示計13
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年度 2 3 4
計 14 13 14

1 管理本館・主ポンプ棟設備、流量調整池棟設備 小計 2 2 2

１－１ 主ポンプ井水位（投込式） ○ ○ 主ポンプ井水位制御
１－２ No.1主ポンプ吐出弁開度 ○
１－３ No.2主ポンプ吐出弁開度 ○
１－４ 流入下水量 ○
１－５ 自家発燃料タンク貯留量 ○

２ 水処理棟設備 小計 6 4 5

２－１ 初沈汚泥引抜流量 ○ 引抜制御
２－２ 余剰汚泥流量 ○ 引抜制御
２－３ １，2系返送汚泥流量 ○ 返送汚泥流量一定制御

２－４ 3系返送汚泥流量 ○ 返送汚泥流量制御
２－５ 4系返送汚泥流量 ○ 返送汚泥流量制御
２－６ １，2系返送汚泥濃度 ○
２－７ 3系返送汚泥濃度 ○
２－８ 4系返送汚泥濃度 ○
２－９ １，２系送風機吐出圧力 ○ 送風機吐出圧力制御
２－１０ ３，４系送風機吐出圧力 ○ 送風機吐出圧力制御
２－１１ ３系曝気風量 ○ 曝気風量制御（流量調節弁含む）

２－１２ ４系曝気風量 ○ 曝気風量制御
２－１３ １，２系曝気風量 ○ 風量調節弁DO一定制御（風量調節弁含む）

２－１４ 流量調整池流出流量 ○
２－１５ 汚泥貯留槽液位 ○

３ 濃縮棟設備 小計 2 2 3

３－１ No.１－１濃縮汚泥貯留槽液位 ○
３－２ No.１－２濃縮汚泥貯留槽液位 ○
３－３ 余剰汚泥貯留槽液位 ○
３－４ 濃縮汚泥流量計 ○ ○
３－５ Ｎｏ．１機械濃縮余剰汚泥供給量 ○
３－６ Ｎｏ．２機械濃縮余剰汚泥供給量 ○

４ 脱水機棟設備 小計 2 4 2

４－１ Ｎｏ．１送泥量 ○ 送泥ポンプ速度制御
４－２ Ｎｏ．１送泥濃度 ○
４－３ Ｎｏ．３送泥量 ○
４－４ Ｎｏ．３送泥濃度 ○
４－５ No.１－１汚泥貯留槽液位 ○
４－６ No.１－２汚泥貯留槽液位 ○
４－７ Ｎｏ．１ケーキホッパ重量 ○
４－８ Ｎｏ．２ケーキホッパ重量 ○

５ 滅菌棟設備 小計 1 1 1

５－１ 放流水流量 ○ ○ 次亜塩注入量制御
５－２ 三次処理水ポンプ送水流量 ○

別表―3「単体ループ試験一覧表」

点検点数
ループ名称Ｎｏ． 備考
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（６）南部下水処理場ほか活性炭取替業務

仕様書

ア 実施年度

  令和２年度、令和３年度、令和４年度

イ 概  要

本業務は、南部下水処理場高濃度生物脱臭設備及び流量調整池棟、南部新地中継ポンプ場、南

部第一中継ポンプ場、南部深浦中継ポンプ場において、活性炭吸着塔の正常な機能を維持するた

め、塔内脱臭用活性炭の取り替えを行うものである。

ウ 業務期間及び取替周期

南部下水処理場
南部新地

中継ポンプ場

南部第一

中継ポンプ場

南部深浦

中継ポンプ場高濃度

生物脱臭設備
流量調整池棟

令和 2年度 ○ ○ ○ ○ ○

令和 3年度       ○ ○             

令和 4年度 ○ ○ ○ ○ ○

エ 作業内容

（ア）活性炭を納入する。

（イ）活性炭吸着塔内のカートリッジを取り出し、使用済み活性炭を抜き取る。

（ウ）カートリッジのパッキンを取り替える。

（エ）カートリッジに活性炭を充填し、活性炭吸着塔に取り付ける。

（オ）使用済み活性炭を場外へ搬出する。

オ 活性炭仕様

項 目 単位 品   質

原料 ― ヤシ殻

形状 ― ペレット炭

粒度（4～6mesh） ％ 90以上

硬さ ％ 90以上

充填密度 g/mℓ 0.42～0.60

乾燥減量 ％ 30.0～35.0

pH ― 1.0～2.5

添着薬剤 ―

臭素、硫酸及びヨウ化カリウムを均一に担持（添着）し、

酸性ガス、塩基性ガス、硫黄系中性ガスを同時除去できる

活性炭であること
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カ 充填箇所（カートリッジ）

南部下水処理場
南部新地

中継ポンプ場

南部第一

中継ポンプ場

南部深浦

中継ポンプ場高濃度

生物脱臭設備
流量調整池棟

３段目

(中性ガス用)
出口(上段) 出口 出口 出口 出口

２段目

(塩基性ガス用)
中間(中段) 中間 中間 中間 中間

１段目

(酸性ガス用)
入口(下段) 入口 入口 入口 入口

備  考

地上

吊上げ装置

屋上

塔上部にチェ

ーンブロック

地下 2階

塔上部にチェ

ーンブロック・

マシンハッチ

地下 3階

塔内にチェー

ンブロック・

マシンハッチ

地下 2階

塔内にチェー

ンブロック・

マシンハッチ

※カートリッジの名称（酸性ガス用、塩基性ガス用、中性ガス用）は、旧名称を示す。

キ 充填容量（カートリッジ）

南部下水処理場
南部新地

中継ポンプ場

南部第一

中継ポンプ場

南部深浦

中継ポンプ場高濃度

生物脱臭設備
流量調整池棟

３段目

(中性ガス用)
1,790(ℓ) 560(ℓ) 380(ℓ) 450(ℓ) 70(ℓ)

２段目

(塩基性ガス用)
3,590(ℓ) 560(ℓ) 380(ℓ) 500(ℓ) 200(ℓ)

１段目

(酸性ガス用)
3,590(ℓ) 560(ℓ) 380(ℓ) 350(ℓ) 200(ℓ)

備  考

1,290W×1,290L

×360H×(2行

×3列)

※3段目の必要

充填高は 180H

1,250W×1,250

L×360H

1,400W×800L

×360H(340H)

※横積み構造

のため( )は

実値

3段目:1,000W

×1,000L×

450H

2 段目:1,000W

×1,000L×

500H

1 段目:1,000W

×1,000L×

350H

751W×751L×

360H

※3 段目の必要

充填高は 130H

※カートリッジの名称（酸性ガス用、塩基性ガス用、中性ガス用）は、旧名称を示す。

（ア）必要充填高は、設計計算書によるものとする。
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ク 活性炭充填量（参考値）

南部下水処理場
南部新地

中継ポンプ場

南部第一

中継ポンプ場

南部深浦

中継ポンプ場高濃度

生物脱臭設備
流量調整池棟

充
填
量
（
充
填
密
度
）

３段目

(中性ガス用)

895(㎏)

(0.500g/mℓ)

252(㎏)

(0.450g/mℓ)

171(㎏)

(0.450g/mℓ)

225(㎏)

(0.500g/mℓ)

35(㎏)

(0.500g/mℓ)

２段目

(塩基性ガス用)

1,795(㎏)

(0.500g/mℓ)

252(㎏)

(0.450g/mℓ)

171(㎏)

(0.450g/mℓ)

250(㎏)

(0.500g/mℓ)

100(㎏)

(0.500g/mℓ)

１段目

(酸性ガス用)

1,795(㎏)

(0.500g/mℓ)

252(㎏)

(0.450g/mℓ)

171(㎏)

(0.450g/mℓ)

175(㎏)

(0.500g/mℓ)

100(㎏)

(0.500g/mℓ)

※カートリッジの名称（酸性ガス用、塩基性ガス用、中性ガス用）は、旧名称を示す。

（ア）充填量(㎏)＝カートリッジ充填容量(ℓ)×充填密度(g/mℓ)

（イ）表に示す充填量は、表内の充填密度に基づくもので、参考値とする。活性炭納入量は、ケ項

（ア）により上式から算出する。

（ウ）南部新地ポンプ場は横積み構造のため、空隙を考慮した充填量として算出。

（エ）高濃度生物脱臭設備の各ガス用（旧名称）については、カートリッジ6個分の合計。

（オ）活性炭は、再生炭100％とする。ただし、再生炭に代えその全部又は一部を新炭とすることを

妨げない。

ケ 品質証明等

（ア）活性炭充填量は、製品の仕様（充填密度）とキの充填容量（カートリッジ）を基に算出した

量を発注者に報告し、承諾を得て納品・充填すること。

（イ）酸性ガス除去用活性炭、塩基性ガス除去用活性炭及び硫黄系中性ガス除去用活性炭を使用し

てはならない。

（ウ）酸性ガス除去用活性炭、塩基性ガス除去用活性炭及び硫黄系中性ガス除去用活性炭を混合し

て使用してはならない。

（エ）薬品が添着されていない活性炭を使用してはならない。

（オ）ヨウ素、ヨウ素酸、過酸化ヨウ素、臭化カリウム及び臭化アンモニウムなどを含有した活性

炭を使用してはならない。（例えば、ヨウ素炭、ヨウ素酸炭は不可。）

（カ）受注者は、設計計算書、試験成績書、ＳＤＳ（製品データシート）及び添着薬剤名を記載し

た材料機能証明書を添付した納入製品の材料承諾と併せて、発注者と協議のうえ必要に応じて

次の書類を提出すること。

a 納入製品の製造工場に関する資料（製造炉、添着機等）

b その他（技術資料、工場に関する資料等）発注者から指示された書類

（キ）納入製品の製造工程確認のため、発注者から製造工場視察を求められた場合、受注者はこれ

を拒むことはできない。

（ク）受注者は、受託初年度の夏季に当該活性炭取替業務を行う５箇所すべての脱臭塔入口の特定

臭気物質５項目（硫化水素、メチルメルカプタン、アンモニア、硫化メチル及び二硫化メチル）

の濃度を測定し、その結果報告書を提出すること。

（ケ）受注者は、受託最終年度の活性炭取替前に当該活性炭取替業務を行う５箇所すべての脱臭塔
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出口の特定臭気物質４項目（硫化水素、メチルメルカプタン、硫化メチル及び二硫化メチル）

の濃度を測定し、その結果報告書を提出すること。

コ 注意事項

（ア）使用済み活性炭は、再生処理工場に持ち込み、適正な処理を行うこと。

（イ）塔内に入るときは、酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習（第二種酸素欠乏危険作業

主任者技能講習）修了者から作業主任者を定め、酸素濃度及び有害ガス（硫化水素）を測

定・記録し、あらかじめ十分換気すること。

（ウ）活性炭の取り扱い時には、保護具を着用し安全に留意すること。

（エ）カートリッジを装着するときには、臭気がリークしないようにすること。

（オ）活性炭の取替作業にあたっては、事前に発注者と十分に協議を行い、できるだけ短期間での

取替作業に努めること。なお、酸素欠乏危険作業主任者のもと、硫化水素・酸素の測定を行

うとともに、粉じん障害防止規則（昭和 54年労働省令第 18号）を遵守し、呼吸用保護具等を

使用し作業に当たるものとする。

（カ）活性炭は可燃物であるので火気等に十分注意すること。

（キ）受注者は必要に応じてリスクアセスメントを実施し、作業員の安全管理を適切に行うこと。

サ 提出書類

(ア) 工程表（作業計画書）                  

(イ) 新炭試験報告書（性能試験報告書、ＳＤＳ及び材料機能証明書を含む）            

(ウ) 作業報告書                

(エ) 作業写真帳（着工前、作業中、完成を撮影すること）    

（オ）酸素濃度・有毒ガス測定記録表              

（酸素欠乏危険作業主任者の技能講習修了証（写し）を添付すること。）

（カ）臭気成分測定結果報告書

※上記電子データでの提出可

シ その他

(ア) 作業日時については、発注者と打ち合わせのうえ、決定すること。

(イ) 受注者の過失による損害・波及事故が生じた場合、受注者はその賠償の責めを負うこと。

(ウ) 作業にあたっては、発注者の指示に従うこと。

(エ) この仕様書の内容について疑義が生じた場合又は、仕様書に定めてない事項については、相

互に協議の上決定するものとする。
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（７）南部新地中継ポンプ場沈砂引抜業務

仕  様  書

ア 実 施 年 度

令和２年度、令和３年度、令和４年度

イ 概 要

本業務は、南部新地中継ポンプ場沈砂池の沈砂を引き抜き、南部下水処理場の沈砂池へ運搬を行い投

入するものである。

ウ 業 務 内 容

年 4回、四半期に 1回、引抜業務を行うものとする。

（ア）№１、№２沈砂池及び水路の沈砂の引き抜き

（イ）南部下水処理場沈砂池への運搬（着水井マンホール投入）

  使用車両 4トン強力吸引車 1台

（ウ）年度ごとの実施回数

令和２年度 令和 2年 4月 1日～令和 3年 3月 31 日 ４回実施

令和３年度 令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月 31 日 ４回実施

令和４年度 令和 4年 4月 1日～令和 5年 1月 31 日 ４回実施

エ 注 意 事 項

（ア） 作業を行う際は、酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習（第二種酸素欠乏危険作業主任者技能

講習）修了者から酸素欠乏危険作業主任者を定め、酸素濃度及び有害ガス（硫化水素、一酸化炭素）

を測定・記録し、安全のためエアラインマスクを着用の上作業を行うこと。

（イ） 受注者は必要に応じてリスクアセスメントを実施し、作業員の安全管理を適切に行うこと。

（ウ） 沈砂等の搬出処分に際しては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号）

等関係法規を遵守すること。

オ 提 出 書 類

（ア） 工程表         

（イ） 作業報告書                

（ウ） 作業写真帳（着工前、作業中、完成を撮影すること。）    

（エ） 酸素濃度・有毒ガス測定記録表              

（酸素欠乏危険作業主任者の技能講習修了証（写し）を添付すること。）

（オ）マニフェスト（写し）

※上記電子データでの提出可

カ そ の 他

（ア） 作業日時については、発注者と打ち合わせのうえ、決定すること。                  

（イ） 受注者の過失による損害・波及事故が生じた場合、受注者はその賠償の責めを負うこと。

（ウ） 作業にあたっては、発注者の指示に従うこと。

（エ） この仕様書の内容について疑義が生じた場合又は、仕様書に定めてない事項については、相互に協議

の上決定するものとする。
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（８）香焼三和地区中継ポンプ場し渣籠清掃業務

仕  様  書

ア 実施年度

令和２年度、令和３年度、令和４年度

イ 概 要

本業務は、令和２年度～令和４年度において、下記６ヵ所の小規模中継ポンプ場のし渣籠内のし

し渣を引き抜き、南部下水処理場へ運搬、投入するものである。

   南部海老瀬中継ポンプ場       ２回/年（下記のとおり）

   南部辰ノ口中継ポンプ場       ２回/年（下記のとおり）

   南部栗ノ浦中継ポンプ場       ２回/年（下記のとおり）

   南部安保中継ポンプ場        ２回/年（下記のとおり）

   南部尾ノ上中継ポンプ場       ２回/年（下記のとおり）

   南部里中継ポンプ場         ２回/年（下記のとおり）

令和 2 年度 令和２年４月１日～令和３年３月３１日  ２回実施

令和 3 年度 令和３年４月１日～令和４年３月３１日  ２回実施

令和 4 年度 令和４年４月１日～令和５年１月３１日  ２回実施

ウ 業務内容

（ア）各中継ポンプ場のし渣籠を引き上げ、引抜き清掃を行う。

（イ）南部下水処理場へ搬送（着水井マンホールへ投入）

（ウ）使用車両 強力吸引車４トン車１台 高圧洗浄車１台

（エ）し渣籠の規格は以下の通り

  a 南部海老瀬中継ポンプ場   400×300×250  ＳＵＳ製 ２．５メッシュ

   b 南部辰ノ口中継ポンプ場   1000□×800   ＳＵＳ製 ２．５メッシュ

   c 南部栗ノ浦中継ポンプ場   600□×500    ＳＵＳ製 ２．５メッシュ

   d 南部安保中継ポンプ場     1000□×1000 ＳＵＳ製 ２．５メッシュ

   e 南部尾ノ上中継ポンプ場    1000□×1000 ＳＵＳ製 ２．５メッシュ

   f 南部里中継ポンプ場      1000□×1000 ＳＵＳ製 ２．５メッシュ

エ 注 意 事 項

（ア） 作業を行う際は、酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習（第二種酸素欠乏危険作業主任者

技能講習）修了者から酸素欠乏危険作業主任者を定め、酸素濃度及び有害ガス（硫化水素、一酸

化炭素）を測定・記録し、安全のためエアラインマスクを着用の上作業を行うこと。

（イ） 受注者は必要に応じてリスクアセスメントを実施し、作業員の安全管理を適切に行うこと。
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（ウ） し渣等の搬出処分に際しては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７

号）等関係法規を遵守すること。

オ 提 出 書 類

（ア） 工程表         

（イ） 作業報告書                

（ウ） 作業写真帳（着工前、作業中、完成を撮影すること。）    

（エ） 酸素濃度・有毒ガス測定記録表              

（酸素欠乏危険作業主任者の技能講習修了証（写し）を添付すること。）

※上記電子データでの提出可

カ そ の 他

（ア） 作業日時については、発注者と打ち合わせのうえ、決定すること。                  

（イ） 受注者の過失による損害・波及事故が生じた場合、受注者はその賠償の責めを負うこと。

（ウ） 作業にあたっては、発注者の指示に従うこと。

（エ） この仕様書の内容について疑義が生じた場合又は、仕様書に定めてない事項については、相互に

協議の上決定するものとする。
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（９）南部下水処理場重油地下タンク漏洩検査業務

仕  様  書

ア 実 施 年 度

令和３年度

イ 概 要

本業務は、消防法（昭和 23年法律第 186 号）第１４条の３の２の規定により南部下水処理場に

設置されている重油用地下タンク及び地下埋設配管の漏洩検査の実施を令和３年度に委託するも

のである。

ウ 業 務 内 容

（ア）地下タンク基数

用  途 容  量 基  数

1500kVA 自家発用 6000 リッター（Ａ重油） １

    

（イ）検査方法

    地下タンク：微減圧法    地下埋設管：微加圧法

エ 提出書類

（ア）工程表                     

（イ）作業報告書         

（ウ）作業写真帳（着工前、作業中、完成を撮影すること）

  ※上記、電子データにて提出可

オ その他

(ア) 作業日時については、発注者と打ち合わせのうえ、決定すること。

(イ) 受注者は必要に応じてリスクアセスメントを実施し、作業員の安全管理を適切に行うこと。

(ウ) 受注者の過失による損害・波及事故が生じた場合、受注者はその賠償の責めを負うこと。

(エ) 作業にあたっては、発注者の指示に従うこと。

(オ) この仕様書の内容について疑義が生じた場合又は、仕様書に定めてない事項については、相互

に協議の上決定するものとする。
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（１０）南部下水処理場トラックスケール定期検査業務

仕  様  書

ア 実施年度

令和２年度、令和４年度

イ 概 要

本業務委託は、計量法（平成 4年法律第 51号）第 19 条及び第 25 条に基づき、南部下水処理場内に設

置しているトラックスケールの「定期検査に代わる計量士による検査」を市に代行して行うものである。

ウ 業 務 内 容

本業務は、定期検査に代わる計量士による検査を行うものであるが、作業にあたっては、事前点検を行う

ものとする。

（ア） 点検設備

ひょう量 目量 指示計型式 精度 使用範囲 製造者名

南部 25,000

㎏

10 ㎏ AD-4352 ３級 200～25,000 ㎏ ㈱松永はかり

製作所

エ 提出書類

（ア）工程表                         

（イ）作業報告書                

（ウ）作業写真帳（着工前、作業中、完成を撮影すること）    

（エ）計量法第２３条の証明書及び検査成績書           

     ※検査成績書以外の上記書類は電子データでの提出可

オ その他

(ア) 作業日時については、発注者と打ち合わせのうえ、決定すること。

(イ) 受注者は必要に応じてリスクアセスメントを実施し、作業員の安全管理を適切に行うこと。

(ウ) 受注者の過失による損害・波及事故が生じた場合、受注者はその賠償の責めを負うこと。

(エ) 作業にあたっては、発注者の指示に従うこと。

(オ) この仕様書に定めていない事項について疑義が生じた場合は、相互に協議の上、決定するものとする。
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（１１）南部下水処理場水中撹拌機点検整備業務

仕  様  書

ア 実施年度

令和３年度、令和４年度

イ 概 要

本業務は、反応槽及び流量調整池に設置している水中撹拌機について定期的な点検整備を

実施し、消耗品の交換等を行うものである。

ウ 業 務 内 容

（ア）整備対象機器

   表の通り水中撹拌機の点検整備を行なう。（ ○：点検整備年度）

機器

年度     

反応槽

１系

反応槽

２系

反応槽

３系

反応槽

４系

流量調整池

槽底部

流量調整池

槽中間部

令和３年度 ○

1-1

○

4-1

4-2

4-3

令和４年度 ○

1-1

1-2

2-1

2-2

但し、本表は整備履歴による目安であり、撹拌機の故障の有無によっては、整備対象機器が変更

になることもある。

a 反応槽（1-1、4-1、4-2、4-3  計４台）

(a)型式    Ｆ－３７  

     (b)電動機   ３．７Ｋｗ×４Ｐ×２００Ｖ×６０Ｈｚ

     (c)製造メーカー  阪神動力機械（株）

    

b 流量調整池（槽底部1-1、1-2、2-1、2-2  計４台）

(a)型式    Ｆ－７５  

     (b)電動機   ７．５Ｋｗ×４Ｐ×２００Ｖ×６０Ｈｚ

     (c)製造メーカー  阪神動力機械（株）
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（イ）交換部品

    オイルシールカセット、ウォーターシールカセット、モーター軸受

減速機軸受、防食板、Ｏリング、潤滑油、吊りチェーン、水中モーター

（流量調整池（槽底部2-1、2-2））、オイルチャンバー（流量調整池（槽底部

1-1、1-2））

        

（ウ）塗装

    ３種ケレンのうえエポキシ樹脂又は、非特定化学物質型タールエポシキ樹脂

    １回塗り

エ 注意事項

（ア） 受注者は必要に応じてリスクアセスメントを実施し、作業員の安全管理を適切に行うこと。

（イ） 受注者は作業前に現場調査を十分に行うこと。

（ウ） 稼働中の機器停止については、事前に発注者と協議し、南部下水処理場各設備の運転に支障を

及ぼさないようにすること。

（エ） 点検整備、試運転については、機器メーカーまたはその系列の保守を受け持つ業者のもとに施

行し、試運転調整及び性能保証を行うこと。

（オ） 反応槽の撹拌機は同系列槽の撹拌機を２台以上同時に施行しないこと。

（カ） 流量調整池の撹拌機は２台同時（各槽１台）施行可能とする。

オ 提出書類

（ア） 工程表（作業計画書）                

（イ） 作業報告書            

（ウ） 作業写真帳（着工前、作業中、完成を撮影すること）    

※上記電子データでの提出可

カ そ の 他

（ア） 作業日時については、発注者と打ち合わせのうえ、決定すること。

（イ） 受注者の過失による損害・波及事故が生じた場合、受注者はその賠償の責めを負うこと。

（ウ） 作業にあたっては、発注者の指示に従うこと。

（エ） この仕様書に定めていない事項について疑義が生じた場合は、相互に協議の上、決定するもの

とする。
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（１２）南部下水処理場スクリュープレス汚泥脱水機点検整備業務

仕  様  書

ア 実施年度

令和３年度、令和４年度

イ 概 要

スクリュープレス汚泥脱水機スクリーンに目詰まりが発生すると処理能力が低下する為、定期的

（1 回/4 年）に薬品洗浄を行い目詰まりを解消すると共に、設備の分解整備を行うことで機器の延

命化を図るものである。

・№３脱水機（前回平成２９年度実施、今回令和３年度実施予定）

・№１脱水機（前回平成３０年度実施、今回令和４年度実施予定）

ウ 業 務 内 容

（ア）機器仕様

a スクリュープレス汚泥脱水機

名 称     圧入式外筒回転型スクリュープレス

型 式     ＩＳＧＫ ＩＶ－０９０５

      ろ過速度    ６４４ｋｇ/Ｈｒ

      製造番号    №１ ＧＫ０６０９   №３ ＧＫ０４１０

      製造年月日   №１ ２０１３年３月   №３ ２００７年９月

      製造会社    株式会社 石垣

  （イ）業務内容

    a スクリュープレス汚泥脱水機洗浄及び点検整備

     （a）ろ液トラフの清掃及びドレン穴の閉鎖

     （b）薬品洗浄の準備（ノズル配管、水中ポンプの設置）

     （c）薬品の投入（ＩＭＳＣ１０１、ＩＭＳＣ１１３）

     （d）薬品洗浄（スクリーン洗浄）

     （e）中和剤投入（苛性ソーダ）及び処分

     （f）高圧洗浄作業

     （g）洗浄ノズル点検及び交換

     （h）スクリーン脱着及びスクリーン交換 【№３スクリーン交換なし】

      （i）スクレーパ交換調整 【№３スクレーパ交換なし】

     （j）外筒支持軸受部、原液供給口Ｏリング交換

     （k）外筒スクリーンスポンジ取替

     （l）洗浄管ノズル取替 【№３該当なし】
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     （m）水切りゴム交換

     （n）外筒支持ローラ整備 【№３該当なし】

     （o）ラインミキサー分解整備

     （p）各部グリス給脂、給油

     （q）グランドパッキン交換（汚泥投入口、凝集混和タンク）

     （r）脱水機内部ケレン塗装・本体カバー塗装（ゴムパッキン交換）

     （s）脱水機サッシ窓交換

     b  混和槽点検清掃（塗装含む）及び混和槽撹拌機グランドパッキン交換

     c  試運転調整（作動確認）

  （ウ）交換部品一覧

番号
部 品 名

摘  要
号機

単位 数量
脱水機用部品 №1 №3

１ スケールクリーニング剤 (IMSC-101)25kg/箱 ○ ○ 箱 7

２ スケールクリーニング剤 (IMSC-103)20kg/箱 ○ ○ 箱 5

３ 中和剤 苛性ソーダ ○ ○ ｋｇ 400

４ 単包スポンジ外筒（濃縮・中間・外筒） ＣＲ ○ ○ 式 1

５ スクレーパ（スクリュー） ＴＰＥ ○ 式 1

６ 細目スクリーン出口（φ1.0×8ｔ） ＳＵＳ３０４ ○ 枚 8

７ 細目スクリーン中間（φ1.0×8ｔ） ＳＵＳ３０４ ○ 枚 2

８ 細目スクリーン入口（φ1.5×8ｔ） ＳＵＳ３０４ ○ 枚 8

十字皿小ネジ（M8×20） ○ 個 232

中間軸受メタルＯリング ＮＢＲ ○ 本 2

外筒回転支持軸受Ｏリング ＮＢＲ ○ ○ 式 1

原液供給口Ｏリング ＮＢＲ ○ ○ 式 1

９ ろ液トラフ水切りゴム（3ｔ×4600×245） ＮＲ ○ ○ 式 1

１０ 本体上部パッキン（3ｔ×40Ｂ×21ｍ） ＣＲ ○ ○ 式 1

１１ パッキンスクリーン洗浄管 ＮＲ ○ ○ 式 1

１２ トラフ洗浄用、出口側洗浄用ノズル 1/8 ＳＵＳ３１６ ○ ○ 個 52

１３ 高圧洗浄ノズル：洗浄管 ＳＵＳ３１６Ｌ ○ ○ 個 31

１４ 外筒：出口側洗浄管用短管 1/8×75Ｌ ＳＵＳ３０４ ○ ○ 個 21

１５ 外筒：出口側洗浄管用ソケット 1/8Ｂ ＳＵＳ３０４ ○ ○ 個 21

外筒：出口側洗浄ノズル ＳＵＳ３１６ ○ ○ 個 31

１６
原液口側グランドパッキン

（□11.1×2200Ｌ）
ノンアスベスト ○ ○ 式 1

１７
混和槽撹拌機グランドパッキン

（□8×600Ｌ）
ノンアスベスト ○ ○ 式 1

１８ 混和槽撹拌機主軸 ＳＵＳ 〇 本 １

１９ 脱水機廻りサッシ窓組品 アルミ ○ ○ 組 6
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２０
外筒支持ローラ組品（軸、ベアリング、オ

イルシール、Ｏリング）
○ ○ 式 1

２１ サポート：本体カバー用 ＳＵＳ ○ 式 2

ラインミキサー用部品

２２ メカニカルシール ＭＡ251φ20 ○ ○ 個 1

２３ ベアリング ６９０４ＬＵ ○ ○ 個 2

２４ 軸継手
SS075-Ｕ-φ18ｈ7×

φ20ｈ7
○ ○ 個 1

２５ 撹拌シャフト ＳＵＳ３０４ ○ 個 1

（エ）薬品洗浄フロー図

スクリーン内部の

ケーキ搬出

脱水機カバー開

（点検窓）

スクリーン洗浄

処理水にて洗浄

スクリーンに

薬液シャワー

外筒スクリーンを

回転洗浄
脱水機洗浄完了

スクリーン洗浄

高圧洗浄

洗浄剤中和し

ＰＨ調整
排水処理
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（オ）脱水機分解整備フロー図

                            ※№３は交換なし

エ 注意事項

（ア） 受注者は必要に応じてリスクアセスメントを実施し、作業員の安全管理を適切に行うこと。

（イ） 受注者は作業前に現場調査を十分に行うこと。

（ウ） 稼働中の機器停止については、事前に発注者と協議し、南部下水処理場各設備の運転に支障を

及ぼさないようにすること。

（エ） 点検整備、試運転については、機器メーカーまたはその系列の保守を受け持つ業者のもとに施

行し、試運転調整及び性能保証を行うこと。

オ 提出書類

（ア） 工程表（作業計画書）                

（イ） 作業報告書            

（ウ） 作業写真帳（着工前、作業中、完成を撮影すること）    

※上記電子データでの提出可

カ そ の 他

（ア） 作業日時については、発注者と打ち合わせのうえ、決定すること。

（イ） 受注者の過失による損害・波及事故が生じた場合、受注者はその賠償の責めを負うこと。

（ウ） 作業にあたっては、発注者の指示に従うこと。

（エ） この仕様書に定めていない事項について疑義が生じた場合は、相互に協議の上、決定するもの

とする。

スクリュー脱水機

防臭カバー取外し

スクリーン洗浄管

ノズル交換

外筒スクリーン

分解

外筒スクリーン

吊上げ移動

スクリーン、スクレーパ交換調整

プレッサージジャバラ点検、調整

中間軸受ほかＯリング交換

脱臭カバー内面塗

装、パッキン交換

外筒スクリーン

組付け

外筒スクリーン

防臭カバー取付け

脱水機内面塗装

コーキング処理

グランドパッキン交換

Ｏリング交換

原液口

脱水機サッシ

窓取替

外筒支持ローラ

整備

凝集混和槽撹拌機

整備、補修塗装

ラインミキサー

整備
試運転確認
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（１３）南部処理区中継ポンプ場自家用電気工作物保安管理業務

仕 様 書

ア 履 行 期 間

令和２年４月１日から令和５年１月３１日まで

イ 概 要

本業務は、電気事業法（昭和 39年法律第 170号）施行規則第５２条第２項の規定に基づき、

令和２～４年度における下記施設の自家用電気工作物の工事、維持及び運用に関する保安の監

督に係る業務（年次、月次、臨時点検等）を行う電気設備保安管理業務を行うものである。

ウ 業 務 内 容

（ア）施設名称、所在地及び設備内容

a 南部第一中継ポンプ場     長崎市末石町３７０番地３６

     受電（高圧：設備容量）        300kVA

     非常用発電機（低圧：定格容量）    275kVA

  b 南部新地中継ポンプ場     長崎市新地町６番５４

     受電（高圧：設備容量）        300kVA

     非常用発電機（低圧：定格容量）    300kVA

c 南部茂木中継ポンプ場     長崎市茂木町７６番地１

     受電（高圧：設備容量）        500kVA

     非常用発電機（低圧：定格容量）    375kVA

d 南部栄上中継ポンプ場     長崎市布巻町１４３番地１

     受電（高圧：設備容量）        200kVA

     非常用発電機（低圧：定格容量）    200kVA

e 香焼地区汚水流量調整池    長崎市香焼町９２４番地１

     （旧香焼浄化センター）

     受電（低圧動力：設備容量）        170kVA

     非常用発電機（低圧：定格容量）    185kVA

f 南部深浦中継ポンプ場     長崎市香焼町４４４番地５４

    受電（低圧動力）           47kW

    非常用発電機（低圧：定格容量）   100kVA

g 南部里中継ポンプ場      長崎市香焼町１２６８番地４

    受電（低圧動力）           10kW

    非常用発電機（低圧：定格容量）    20kVA
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h 南部尾ノ上中継ポンプ場    長崎市香焼町１５３１番地５

  受電（低圧動力）           37kW

  非常用発電機（低圧：定格容量）    50kVA

i 南部安保中継ポンプ場     長崎市香焼町１６３３番地４

  受電（低圧動力）           37kW

  非常用発電機（低圧：定格容量）    50kVA

j 南部辰ノ口中継ポンプ場    長崎市香焼町２９９７番地１

  受電（低圧動力）           38kW

  非常用発電機（低圧：定格容量）    50kVA

k 南部海老瀬中継ポンプ場    長崎市香焼町２４３２番地５

  受電（低圧動力）           21kW

  非常用発電機（低圧：定格容量）    50kVA

l 晴海台マンホールポンプ場   長崎市晴海台町９７番地２

  受電（低圧動力）           46kW

  非常用発電機（低圧：定格容量）    150kVA

詳細は、各施設の単線結線図を参照のこと。

（イ）点検

a 月次点検 毎月１回（ただし、上記（ア）e～l までの 8 か所については、隔月１回）

    主として施設の運転中に支障なくできる点検、測定及び試験で、引込設備、受電設備、受・

配電盤、接地、構造物(金属製外箱等)、発電装置、蓄電池設備及び負荷設備を対象とする。

  (a)外観点検（異音、異臭、損傷、変色、発熱、汚損等の有無。電線と他物との離隔距離の

適否。器具、配線の取付状況。計器の動作状況確認。）

(b)電圧、負荷電流測定及びＢ種接地の接地線に流れる漏洩電流測定

   (c)非常用発電装置の試運転、運転状態確認

(d)その他必要な測定、試験

b 年次点検 年１回（実施時期は、10月以降）

    主として受変電施設の運転を停止して行う精密な点検、測定及び試験で、各施設の下記に

示す該当設置機器項目について行い、原則として月次点検も併せて行う。

    (a)過電流継電器

a’最小動作特性

   整定タップにて、測定すること。

  b’動作時間特性

      整定タップ、レバー10 及び整定値レバーにて 200%、300％、500%電流の動作時間を測

定する。レバー10 は引込み用のみとする。
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  c’遮断器連動試験は整定タップの 200%、500%電流の動作時間を測定する。

  d’外観検査及び絶縁測定

（b）過電圧（不足電圧）継電器試験

      a’最小（最大）動作電圧

整定タップにて、測定すること。

b’動作時間特性

過電圧継電器は、整定タップの 120％、150％電圧の動作時間を測定する。

不足電圧継電器は、整定タップの 80％、40％、0％電圧の動作時間を測定する。

c’外観検査及び絶縁測定

(c）地絡方向継電器試験（低圧地絡過電流継電器含む）

a’最小動作電流（整定タップにて、測定する。）

b’動作時間特性（整定タップの 130％、400％電流の動作時間を測定する。）

      c’位相特性（整定タップの 1000％電流の位相角を測定する。低圧地絡過電流継電器は無）

d’外観検査及び絶縁測定

（d）地絡電圧継電器試験

a’最小動作電圧（動作電圧、復帰電圧の測定）

b’動作時間特性（整定タップの動作時間を測定する。）

c’外観検査及び絶縁測定

  （e）接地抵抗測定

      a’測定端子にて測定する。

（f）絶縁抵抗測定

      a’高、低圧メガにて高圧ケーブル、高圧遮断器、高圧電路及び低圧負荷回路を測定する。

     （高圧引き込みケーブルにおいては、ガードアース法を推奨する。）

  （g）受配電盤内外部機器点検清掃

a’盤内機器の過熱変色等、ケーブル端子台の緩み、必要に応じ接触部に復活剤・保護剤

の塗布、目視及び増締め点検をする。

b’盤内外点検においては、絶縁等に影響すると思われる埃汚れ等を掃除機、ウエス、刷

毛等により清掃を行う。

  （h）非常用発電装置の自動試験

a’商用電源停電後の非常用発電装置の自動起動試験及び負荷運転を行い、商用電源復電

後の非常用発電装置の自動停止試験

  （i）その他の点検及び試験

  a’外観点検において、低圧施設のうち建屋屋上に引込設備がある箇所は、年に一度（年

次点検時）昇降器具等を準備し、屋上に昇り目視点検する。

  b’蓄電池設備のセルの電圧、電解液比重測定又は内部抵抗測定、温度測定

  c’その他必要な測定、試験

  c  臨時点検 必要の都度

    （a）施設の電気工作物に、事故又は故障の発生や発生するおそれの連絡を発注者もしくは、

維持管理業者から受けた場合、６０分以内に現地に到達し保安業務従事者が現状の確
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認、送電停止、電気工作物の切り離し、事故又は故障の状況に応じて臨時点検を行う。

    （b）事故又は故障の原因が判明した場合は、保安業務従事者が、同様の事故・故障を再発

させないための対策について、発注者および維持管理業者に指示又は助言を行う。

（c）その都度、事故・故障等の報告を文書にて、発注者および維持管理業者に行うこと。

（ウ）法令に基づく立ち入り検査の立会いを行うこと。

（エ）自家用電気工作物の設置又は変更及び外部委託契約について、経済産業省九州経済産業局

九州産業保安監督部長に対し申請書又は届出書の提出を必要とする場合における書類、又

は図面の作成並びに届出、手続きを行うこと。

（オ）自家用電気工作物の設置又は変更の工事については、必要に応じて設計の審査、法令に基

づく工事期間中の点検、竣工検査、立会いを実施し必要な助言を行うこと。

エ 注 意 事 項

（ア）経済産業省九州経済産業局九州産業保安監督部長へ電気事業法施行規則第52条第2項の外

部委託承認に係る書類を提出すること。(継続しての場合は除く)

（イ）下水道施設である中継ポンプ場等については、長崎市民の生命や財産を守る重要な役割を

担っている施設であることを念頭に、その機能を損なうことがないよう保安管理を行うも

のとする。

（ウ）履行期間中は地震、台風、大雨等の非常災害時および夜間、休日等に異常が発生した場合

いつでも連絡及び措置がとれる体制を維持しておくこと。

（エ）保安規程については、長崎市上下水道局電気工作物保安規程に準じて発注者と協議により

決定するものとする。

（オ）管理業務を行う者は、第三種電気主任技術者以上の免状を有する者から電気主任技術者を

選任すること。

（カ）点検結果報告書は確認後、双方において 3 年間保存しておくものとする。

（キ）点検作業日時については、発注者と打ち合わせ後決定し、点検作業に伴う稼働中の機器の

停止については、中継ポンプ場等の各設備の運転に支障を及ぼさないようにすること。

オ 提 出 書 類

（ア）工程表（履行計画書）                   

（イ）点検予定表                        

（ウ）作業報告書               

（エ）作業写真帳（着工前、試験点検作業中、清掃中、機器不具合箇所、完成等）

※上記電子データでの提出可

カ そ の  他

（ア）管理業務実施者は、電気事業法施行規則に適合する者が行うものとする。

（イ）点検に伴う停電作業については、降雨等により延期する場合があるので発注者と協

議を行うこと。

（ウ）受注者の瑕疵による損害・波及事故が生じた場合、受注者はその賠償の責めを負

うこと。
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（エ) この仕様書に定めていない事項について疑義が生じた場合は、相互に協議の上、決定

するものとする。
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（１４）南部新地中継ポンプ場ポンプ井清掃業務

仕  様  書

ア 実施年度

  令和２年度、令和４年度

イ 概 要

  本業務は南部新地中継ポンプ場ポンプ井内（２槽）の高圧洗浄を行い、堆積している

汚泥を移送するものである。

ウ 業 務 内 容

（ア）作業内容

ポンプ井内を高圧洗浄後、強力吸引車により槽に残った汚泥を除去し、南部下水処理場

（着水井）へ投入するもの。

・強力吸引車：１０ｔ、３５０ｐｓ １台以上（同能力以上を使用のこと）

・高圧洗浄車：４ｔ、２１０ｐｓ １台以上（同能力以上を使用のこと）

・その他小型水中ポンプ及び発動発電機  １式

（イ）対象設備概要

  ・№１ポンプ井 14400×5400×深 4300
  ・№２ポンプ井 14400×2700×深 4300

・発生汚泥見込み量 約 35ｍ3

エ 注 意 事 項

（ア） 作業を行う際は、酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習（第二種酸素欠乏危

険作業主任者技能講習）修了者から酸素欠乏危険作業主任者を定め、酸素濃度及び

有害ガス（硫化水素、一酸化炭素）を測定・記録し、安全のためエアラインマスク

を着用の上作業を行うこと。

（イ） ポンプ井の清掃は１槽ずつ行い、清掃・復旧後２槽目の清掃を行うこと。

（ウ） 汚泥の搬出処分に際しては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第

１３７号）等関係法規を遵守すること。

（エ） 受注者は必要に応じてリスクアセスメントを実施し、作業員の安全管理を適切に行

うこと。

オ 提 出 書 類

（ア） 工程表         

（イ） 作業報告書                
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（ウ） 作業写真帳（着工前、作業中、完成を撮影すること。）

（エ） 酸素濃度・有毒ガス測定記録表              

（酸素欠乏危険作業主任者の技能講習修了証（写し）を添付すること。）

（オ）マニフェストＥ票写し（汚泥運搬分）

※上記電子データでの提出可

カ そ の 他

（ア） 作業日時については、発注者と打ち合わせのうえ、決定すること。                  

（イ） 受注者の過失による損害・波及事故が生じた場合、受注者はその賠償の責めを負う

こと。

（ウ） 作業にあたっては、発注者の指示に従うこと。

（エ） この仕様書に定めていない事項について疑義が生じた場合は、相互に協議の上、決

定するものとする。
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（１５）南部第一中継ポンプ場ポンプ井清掃業務

仕  様  書

ア 実施年度

  令和２年度、令和４年度

イ 概 要

  本業務は南部第一中継ポンプ場ポンプ井内（２槽）の高圧洗浄を行い、堆積している

汚泥を移送するものである。

ウ 業 務 内 容

（ア）作業内容

ポンプ井内を高圧洗浄後、強力吸引車により槽に残った汚泥を除去し、南部下水処理場

（着水井）へ投入するもの。

・強力吸引車：１０ｔ、３５０ｐｓ １台以上（同能力以上を使用のこと）

・高圧洗浄車：４ｔ、２１０ｐｓ １台以上（同能力以上を使用のこと）

・その他小型水中ポンプ及び発動発電機  １式

（イ）対象設備概要

  ・ポンプ井 6500×4800×深 5000×２槽（№１、№２）

・発生汚泥見込み量 約 20ｍ3

エ 注 意 事 項

（ア） 作業を行う際は、酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習（第二種酸素欠乏危

険作業主任者技能講習）修了者から酸素欠乏危険作業主任者を定め、酸素濃度及び

有害ガス（硫化水素、一酸化炭素）を測定・記録し、安全のためエアラインマスク

を着用の上作業を行うこと。

（イ） ポンプ井の清掃は１槽ずつ行い、清掃・復旧後２槽目の清掃を行うこと。

（ウ） 汚泥の搬出処分に際しては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第

１３７号）等関係法規を遵守すること。

（エ） 受注者は必要に応じてリスクアセスメントを実施し、作業員の安全管理を適切に行

うこと。

オ 提 出 書 類

（ア） 工程表         

（イ） 作業報告書                

（ウ） 作業写真帳（着工前、作業中、完成を撮影すること。）
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（エ） 酸素濃度・有毒ガス測定記録表              

（酸素欠乏危険作業主任者の技能講習修了証（写し）を添付すること。）

（オ）マニフェストＥ票写し（汚泥運搬分）

※上記電子データでの提出可

カ そ の 他

（ア） 作業日時については、発注者と打ち合わせのうえ、決定すること。                  

（イ） 受注者の過失による損害・波及事故が生じた場合、受注者はその賠償の責めを負う

こと。

（ウ） 作業にあたっては、発注者の指示に従うこと。

（エ） この仕様書に定めていない事項について疑義が生じた場合は、相互に協議の上、決

定するものとする。
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（１６）南部茂木中継ポンプ場ポンプ井清掃業務

仕  様  書

ア 実施年度

  令和２年度、令和４年度

イ 概要

  本業務は南部茂木中継ポンプ場ポンプ井（№１、№２）の高圧洗浄を行い、堆積して

いる汚泥を移送するものである。

ウ 業務内容

（ア）作業内容

ポンプ井内を高圧洗浄後、強力吸引車により槽に残った汚泥を除去し、南部下水処理場

（着水井）へ投入するもの。

・強力吸引車：１０ｔ、３５０ｐｓ １台以上（同能力以上を使用のこと）

・高圧洗浄車：４ｔ、２１０ｐｓ １台以上（同能力以上を使用のこと）

・その他小型水中ポンプ及び発動発電機  １式

（イ）対象設備概要

  ・№１．２ポンプ井 １F床～ポンプ井底  約１４ｍ

・№１．２ポンプ井 5000×5000×深 5500
・発生汚泥見込み量 約 20ｍ3

エ 注 意 事 項

（ア） 作業を行う際は、酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習（第二種酸素欠乏危

険作業主任者技能講習）修了者から酸素欠乏危険作業主任者を定め、酸素濃度及び

有害ガス（硫化水素、一酸化炭素）を測定・記録し、安全のためエアラインマスク

を着用の上作業を行うこと。

（イ） ポンプ井の清掃は１槽ずつ行い、清掃・復旧後２槽目の清掃を行うこと。

（ウ） 汚泥の搬出処分に際しては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第

１３７号）等関係法規を遵守すること。

（エ） 受注者は必要に応じてリスクアセスメントを実施し、作業員の安全管理を適切に行

うこと。

オ 提 出 書 類

（ア） 工程表         

（イ） 作業報告書                
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（ウ） 作業写真帳（着工前、作業中、完成を撮影すること。）

（エ） 酸素濃度・有毒ガス測定記録表              

（酸素欠乏危険作業主任者の技能講習修了証（写し）を添付すること。）

（オ）マニフェストＥ票写し（汚泥運搬分）

※上記電子データでの提出可

カ そ の 他

（ア） 作業日時については、発注者と打ち合わせのうえ、決定すること。                  

（イ） 受注者の過失による損害・波及事故が生じた場合、受注者はその賠償の責めを負う

こと。

（ウ） 作業にあたっては、発注者の指示に従うこと。

（エ） この仕様書に定めていない事項について疑義が生じた場合は、相互に協議の上、決

定するものとする。
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（１７）南部下水処理場ＵＰＳ無停電電源装置点検整備業務

仕  様  書

ア 実施年度

令和４年度

イ 概 要

本業務は、南部下水処理場に設置してあるＵＰＳ装置の、能力維持と性能発揮のため、点検・整

備・清掃及び消耗部品の交換を行うものである。ただし、業務は令和４年度に行い１２月末までに

履行すること。

ウ 業 務 内 容

（ア）点検機器

  a 管理本館棟ＵＰＳ装置（３階電気室設置）・・・・・・・・・・・・・・１台

    ㈱ＧＳユアサ製 形式：ＴＨＢ１０Ｋ－ＰＰ２００－Ｍ８

    定格出力容量：８ＫＶＡ

   交流入力：単相２線２１０Ｖ

    交流出力：単相２線１００Ｖ

    定格電流：８０Ａ

    バックアップ時間：１０分間

※別紙. 管理本館棟ＵＰＳ装置外形図参照

   b 流量調整池棟ＵＰＳ装置（４階電気室設置）・・・・・・・・・・・・・１台

    東芝三菱電機産業システム㈱製 形式：ＥＣＥ２Ｐ－Ｕ１００５０Ｌ

    定格出力容量：５ＫＶＡ

    交流入力：単相２線１００Ｖ

    交流出力：単相２線１００Ｖ

    定格電流：５０Ａ

    バックアップ時間：１０分間

※別紙. 流量調整池棟ＵＰＳ装置外形図参照

（イ）内容

   a 点検・整備及び清掃

   （a）点検前の外観確認（異臭・異音）、LCD・LED 表示確認、故障ログ等の記録及び UPS 設置

状況確認。

   （b）各部品の変形、変色、キズ、亀裂、発錆の確認

   （c）バッテリー開放電圧測定

   （d）LCD モニタ、LED 表示確認

   （e）入出力電圧測定（実効値）
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   （f）バイパス運転切替確認

（g）制御電源電圧測定

（h）冷却ファン動作点検

（i）故障表示確認

（j）バッテリー充電電圧の測定

（k）主回路直流電圧の測定

   （l）起動時のバッテリーテスト確認

   （m）停電バックアップ動作確認

   （n）バッテリー寿命確認

   （o）入出力電流測定（実効値、ピーク値）

   （p）LCD 個別データ表示確認（インバータ運転中）

  b 消耗部品交換（部品については、下記の型式以外に後継品か同等品でもよい。）

（a）ＴＨＢ１０Ｋ用

バッテリーパック（ＴＨＡ１５００－ＢＰ１）・・・・・・・・・・８個

冷却ファン（型式４７１０ＫＬ－０５Ｗ－Ｂ３９）・・・・・・・・２個

（b）ＥＣＥ２Ｐ用

バッテリー（型式ＨＺ７．２－１２）・・・・・・・・・・・・・１５個

    冷却ファン（型式１０９Ｒ１２２４）・・・・・・・・・・・・・・２個

エ 注 意 事 項

（ア）点検は電気事故、感電事故が無きように安全面には特に注意すること。また、電気事故等が生

じ、処理場設備に支障を来たしたら迅速に対応すること。

（イ）点検により発生した旧バッテリーは廃棄物処理法に則り、リサイクル処分を基本とし、広域認

定処理等適正に処分すること。

（ウ）受注者は必要に応じてリスクアセスメントを実施し、作業員の安全管理を適切に行うこと。

（エ）受注者は作業前に現場調査を十分に行うこと。

（オ）稼働中の機器停止については、事前に発注者と協議し、南部下水処理場各設備の運転に支障を

及ぼさないようにすること。

（カ）点検整備、試運転については、機器メーカーまたはその系列の保守を受け持つ業者のもとに施

行し、試運転調整及び性能保証を行うこと。

オ 提出書類

（ア）工程表（作業計画書）                

（イ）作業報告書            

（ウ）作業写真帳（着工前、作業中、完成を撮影すること）    

※上記電子データでの提出可

カ そ の 他

（ア）作業日時については、発注者と打ち合わせのうえ、決定すること。

（イ）受注者の過失による損害・波及事故が生じた場合、受注者はその賠償の責めを負うこと。

（ウ）作業にあたっては、発注者の指示に従うこと。

（エ）この仕様書に定めていない事項について疑義が生じた場合は、相互に協議の上、決定するもの

とする。
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別紙. 管理本館棟ＵＰＳ装置 外形図

流量調整池棟ＵＰＳ装置 外形図
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（１８）南部下水処理場速度制御盤点検整備業務

仕 様 書

ア 実施年度

  令和 2 年度、令和３年度

イ 概 要

  本業務は南部下水処理場の主ポンプ速度制御盤及び送風機速度制御盤の能力維持と性能発揮のた

め、点検・整備及び消耗部品の交換を行うものである。ただし、消耗部品交換については、Ｎｏ．

1 送風機速度制御盤はなしとする。なお、実施年度は、令和 2 年度がＮｏ．1 送風機速度制御盤及

びＮｏ．3 送風機速度制御盤、令和 3 年度がＮｏ．1 主ポンプ速度制御盤及びＮｏ．2 主ポンプ速度

制御盤をおこなうものとする。

ウ 業 務 内 容

（ア）送風機および主ポンプ速度制御盤の点検・整備

（表 1 点検・整備項目表参照）

（イ）消耗部品の交換

（表 2 No.3 送風機用高調波抑制ユニット交換部品一覧表参照）

（表 3 No.3 送風機用インバータ交換部品一覧表参照）

（表 4 主ポンプ用高調波抑制ユニット交換部品一覧表参照）

（表 5 主ポンプ用インバータ交換部品一覧表参照）

（ウ）対象盤及び主要機器

a  Ｎｏ．１およびＮｏ．３送風機速度制御盤 （(株)東芝製） ２面

（a）高調波抑制ユニット

（型式：SC7-4110KB） 4 台

     入力電圧：380－460 V

     入力周波数：60 Hz

      入力容量：314 kVA

      入力電流：410A

      相数：3 相

（b）インバータ

（No.1 送風機用 型式：VFA7-4220KP1） 1 台

      入力電圧：380－480 V

      出力電圧：380－480 V

- 172 -



     出力電流：427 A

     相数：3 相

出力周波数：0－500 Hz

   （No.3 送風機用 型式：VFAS1-4200KPC） 1 台

      入力電圧：380－480 V

     出力電圧：380－480 V

      出力電流：387 A

      相数：3 相

      出力周波数：0－500 Hz

b  Ｎｏ．１およびＮｏ．２主ポンプ速度制御盤 （(株)東芝製） ２面

（a）高調波抑制ユニット

（型式：SC7-4110KB） 4 台

       入力電圧：380－460 V

       入力周波数：60 Hz

       入力容量：314 kVA

       入力電流：410A

       相数：3 相

（b）インバータ

（型式：VF-AS1－4160KPC） 2 台

       入力電圧：380－480 V

       出力電圧：380－480 V

       出力電流：314 A

       相数：3 相

       出力周波数：0－500 Hz

            

エ 注意事項

（ア） 受注者は必要に応じてリスクアセスメントを実施し、作業員の安全管理を適切に行うこと。

（イ） 受注者は作業前に現場調査を十分に行うこと。

（ウ） 稼働中の機器停止については、事前に発注者と協議し、南部下水処理場各設備の運転に支障を

及ぼさないようにすること。
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（エ） 点検整備、試運転については、機器メーカーまたはその系列の保守を受け持つ業者のもとに施

行し、試運転調整及び性能保証を行うこと。

オ 提出書類

（ア） 工程表（作業計画書）                

（イ） 作業報告書            

（ウ） 作業写真帳（着工前、作業中、完成を撮影すること）    

※上記電子データでの提出可

カ そ の 他

（ア） 作業日時については、発注者と打ち合わせのうえ、決定すること。

（イ） 受注者の過失による損害・波及事故が生じた場合、受注者はその賠償の責めを負うこと。

（ウ） 作業にあたっては、発注者の指示に従うこと。

（エ） この仕様書に定めていない事項について疑義が生じた場合は、相互に協議の上、決定するもの

とする。

- 174 -



- 175 -



- 176 -



- 177 -



- 178 -



- 179 -



- 180 -



- 181 -



- 182 -



表１ 点検・整備項目表

区分 点 検 項 目 点  検  事  項

主

回

路

接続導体 締付け部の緩み及び導体に歪みはないか

電線 電線類被覆の破れ・過熱・劣化の有無

端子台 水の浸透、漏れ等の有無点検

平滑コンデンサ

液漏れの有無

安全弁の状態

変形跡の有無

冷却ファン 接続部の緩みはないか

リレーコンタクタ 接点の状態

抵抗器 絶縁物の割れの有無

基
板

コンデンサ
液漏れの有無

変形跡の有無

そ
の
他

全体

汚れ清掃

ネジ・ボルト等の締付けに緩みはないか

異臭・変色の有無

著しい発錆の有無

試

運

転

主回路電圧 定格電圧（Ｖ）±10%以内であるか

制御電圧 定格電圧（Ｖ）±10%以内であるか

絶縁抵抗測定 主回路端子と接地端子間の絶縁抵抗が 5ＭΩ以上であるか

振動、異音の有無 リレー、コンタクタ、トランス等に問題が見られないか

冷却ファンの回転 回転方向の確認及び異常音発生がないか

液晶の指示状態 操作パネルの動作・表示共に正常か

周波数メータの表示 指令と出力の値に誤差のない事

試運転組合せデータ 各相バランスしており定格以内であるか

表２ Ｎｏ．３送風機用高調波抑制ユニット交換部品一覧表

番 号 品  名 型  番 単  位 数 量

１ 冷却ファン１ 5915ＰＣ-23Ｔ-Ｂ30 個 6

２ 冷却ファン２ ＵＴ127Ｃ 個 2

３ 制御基板 ＳＣ7Ｆ-2605Ｂ-4110Ｋ 枚 2

４ 主回路コンデンサ 400Ｖ-5600μＦ 個 8
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表３  Ｎｏ．３送風機用インバータ交換部品一覧表

番 号 品  名 型  番 単  位 数 量

１ 冷却ファン１ Ｃ03-Ａ3 個 2

２ 冷却ファン２ Ｍ35519-51ＴＯＳ 個 2

３ コンデンサキット 400Ｖ-4700μＦ 個 12

４ 制御基板キット ＶＦＡＳ1Ｐ1101 式 1

５ パワー基板 3Ｄ65718Ｇ002 枚 1

６ ソフトチャージ基板 3Ｄ657199Ｇ903 枚 1

７ ゲートドライブ基板 3Ｄ657180Ｇ001 枚 3

８ ファンコントロール基板 3Ｄ657190Ｇ902 枚 1

表４ 主ポンプ用高調波抑制ユニット交換部品一覧表

番 号 品  名 型  番 単  位 数 量

１ 冷却ファン１ 5915ＰＣ-23Ｔ-Ｂ30 個 12

２ 冷却ファン２ ＵＴ127Ｃ 個 4

３ 制御基板 ＳＣ7Ｆ-2605Ｂ-4110Ｋ 枚 4

４ 主回路コンデンサ 400Ｖ-5600μＦ 個 16

表５ 主ポンプ用インバータ交換部品一覧表

番 号 品  名 型  番 単  位 数 量

１ 冷却ファン１ Ｃ03-Ａ3 個 2

２ 冷却ファン２ Ｍ35519-51ＴＯＳ 個 2

３ コンデンサキット 400Ｖ-6800μＦ 個 16

４ 制御基板キット ＶＦＡＳ1Ｐ1101 式 2

５ パワー基板 3Ｄ65718Ｇ002 枚 2

６ ソフトチャージ基板 3Ｄ657199Ｇ903 枚 2

７ ゲートドライブ基板 3Ｄ657180Ｇ001 枚 6

８ ファンコントロール基板 3Ｄ657190Ｇ902 枚 2
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（１９）香焼地区中継ポンプ場非常用発電機点検整備業務

仕 様 書

ア 実施年度

  令和 2 年度

イ 概 要

  本業務は、香焼地区中継ポンプ場に設置してある非常用発電機の能力維持と性能発揮のため、点

検･整備及び消耗部品の交換を行うものである。

ウ 業 務 内 容

（ア）作業内容

  点検機器について以下の作業を行う。

  a  外観点検

  b  作動点検（手動にて始動させ、作動状況及び電圧確立が正常か確認）

  c  機能点検（エンジン運転中の漏油、漏水、ガス漏れ、異音、異常な振動及び発熱を確認。

         電圧、周波数、回転数、油圧及び充電器動作確認。）

  d  エンジンオイル交換

  e  オイルフィルター交換

  f  燃料フィルター交換

  g  始動用蓄電池交換

  h  冷却水用ラバーホース（１台につき３本）交換

  i  同上用ホースクランプ（１台につき６本）交換

  j  潤滑油用圧力計（圧力検出ユニット含む）交換 ※安保中継ポンプ場・里中継ポンプ場のみ

  k  エンジン用回転計（ケーブル含む）交換

（イ）設置場所及び点検機器

  a  南部里中継ポンプ場  長崎市香焼町１２６８番地４

    非常用発電機 容量２０ｋＶＡ 電圧２２０Ｖ 三菱電機製 型式 ＰＧ２０－ＦＹ

    始動用蓄電池型式 ＨＳ－５０－６Ｅ（４個）

  b 南部尾ノ上中継ポンプ場  長崎市香焼町１５３１番地４

    非常用発電機 容量２０ｋＶＡ 電圧２２０Ｖ 三菱電機製 型式 ＰＧ５０－ＦＹ

    始動用蓄電池型式 ＨＳ－５０－６Ｅ（４個）

  c  南部安保中継ポンプ場  長崎市香焼町１６３３番地４

    非常用発電機 容量５０ｋＶＡ 電圧２２０Ｖ 三菱電機製 型式 ＰＧ５０－ＦＹ

    始動用蓄電池型式 ＨＳ－５０－６Ｅ（４個）

  ｄ 南部辰ノ口中継ポンプ場  長崎市香焼町２９９７番地１

    非常用発電機 容量５０ｋＶＡ 電圧２２０Ｖ 三菱電機製 型式 ＰＧ５０－ＦＹ

    始動用蓄電池型式 ＨＳ－５０－６Ｅ（４個）

  ｅ  南部海老瀬中継ポンプ場  長崎市香焼町２４３２番地５

    非常用発電機 容量５０ｋＶＡ 電圧２２０Ｖ 三菱電機製 型式 ＰＧ５０－ＦＹ
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    始動用蓄電池型式 ＨＳ－５０－６Ｅ（４個）

            

エ 注 意 事 項

（ア） 受注者は必要に応じてリスクアセスメントを実施し、作業員の安全管

理を適切に行うこと。

（イ） 受注者は作業前に現場調査を十分に行うこと。

（ウ） 稼働中の機器停止については、事前に発注者と協議し、中継ポンプ場各設備の

運転に支障を及ぼさないようにすること。

（エ） 点検整備、試運転については、機器メーカーまたはその系列の保守を受け持つ

業者のもとに施行し、試運転調整及び性能保証を行うこと。

オ 提 出 書 類

（ア） 工程表（作業計画書）                

（イ） 作業報告書            

（ウ） 作業写真帳（着工前、作業中、完成を撮影すること）    

※上記電子データでの提出可

カ そ の 他

（ア） 作業日時については、発注者と打ち合わせのうえ、決定すること。

（イ） 受注者の過失による損害・波及事故が生じた場合、受注者はその賠償の責めを負うこと。

（ウ） 作業にあたっては、発注者の指示に従うこと。

（エ） この仕様書に定めていない事項について疑義が生じた場合は、相互に協議の上、決定するもの

とする。
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別表１ 配置する有資格者・技術者（第１５条）

資 格 名 関係法令 備  考

１
下水道維持管理者 下水道法第２２条第２項他 仕様書第８条

総括責任者

２ 電気主任技術者第３種以上 電気事業法 日勤勤務者

３ 電気工事士(第２種以上) 電気工事士法 日勤勤務者

４ 危険物取扱主任者（乙種第４類） 消防法 日勤勤務者

５
酸素欠乏・硫化水素危険作業主任

者（第２種）

労働安全衛生法 作業時選任

６
特定化学物質及び四アルキル鉛等

作業主任者

労働安全衛生法 作業時選任

７ アーク溶接講習修了者 労働安全衛生法 作業時

８ ガス溶接講習修了者 労働安全衛生法 作業時

９
床上操作式クレーン運転技能講習

修了者

労働安全衛生法 作業時

10 玉掛技能者 労働安全衛生法 作業時

11 エネルギー管理員 省エネ法、温暖化対策法 仕様書第 24,30 条

12 その他労働安全関係で必要な資格
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別表２ 施設の使用（第２２条）

使用条件

項目 内容

使用期間 契約締結日 ～ 令和５年１月３１日

使用条件

１ 常に善良なる管理者の責任を持って使用し、維持・保存に要する費用は受注

者の負担とする。

２ 原則として第三者に使用させてはならない。

３ 使用目的以外の目的に使用しないこと。

４ 使用物件について形質の変更をしてはならない。ただし、あらかじめ書面に

よる承諾を受けた時はこの限りではない。

５ 使用者がその責に帰する理由により使用物件の全部又は一部を滅失、毀損し

たときは、その損害を賠償しなければならない。

６ 使用期間の満了によって使用を終了した場合には速やかに現状に回復するこ

と。

ただし、発注者が特に認めた場合はこの限りではない。

７ 使用物件については発注者が随時検査を実施し、資料の提出又は報告を求め

その使用に関して指示した時はその指示に従わなくてはならない。
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別表３ 契約基準及び達成基準（第３０条・第３２条・第３３条）

３－１ 契約基準及び達成基準

水質項目等 法定基準 契約基準 達成基準

ｐＨ 5.8～8.6 5.8～8.6 6.0～8.4

ＢＯＤ（㎎/L） 15 15 以下 平均値 8以下

ＣＯＤ（㎎/L）

日平均 20

日最大 25

20 以下

日最大 25
平均値 18以下

ＳＳ（㎎/L） 40 40 以下 平均値 10以下

大腸菌群数（個/mL） 3,000 3,000 以下 平均値 300 以下

全窒素（個/mL） 120

日平均 60
平均値 60 以下 平均値 40 以下

全リン（個/mL） 16

日平均 8
平均値 8以下 平均値 6以下

脱水ケーキ含水率(%) －

（スクリュー）

平均値 80以下

（スクリュー）

平均値 75以下

（プレス）

平均値 70 以下

（プレス）

平均値 68以下

※ 契約基準を超えた場合、受注者は直ちに契約基準を満たすための措置をとらなければならない。

※ 達成基準を超えた場合、速やかに発注者とその対応について協議を行い、達成基準を満たすた

めの措置を講ずるとともに、速やかにその経過と措置の内容を発注者に報告しなければならない。

※ 契約基準及び達成基準を満たしていることの判定は、発注者が行う精密試験等の値を対象とす

る。ただし、脱水ケーキ含水率については、受注者が定期的に測定する毎週２回の測定値を対象

とする。

※ 契約基準は毎回の測定値が基準値内であることとする。ただし、脱水ケーキ含水率は月の平均

値が基準値以下であること。

※ 達成基準は、月の平均値が基準値以下であること。

※ 大腸菌群数は放流水の消毒を目的とする薬品の注入率が大きく左右するので、受注者が行う放

流水の残留塩素測定を基に、適切な注入を行うこととする。
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（参考） 放流水の水質及び脱水ケーキの含水率（実績）

水質項目等 実績値

ｐＨ 7.2

ＢＯＤ（㎎/L） 2.6

ＣＯＤ（㎎/L） 11.8

ＳＳ（㎎/L） 1

大腸菌群数（個/mL） 73

全窒素（㎎/L） 18.9

全リン（㎎/L） 0.4

脱水ケーキ含水率（%） スクリュー：69.5

透視度（cm） 93

※受注者は実績値を目指し維持管理に努めなければならない。この実績値は平成 28 年度

から 30 年度の平均値を示す。
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別表４ 処理場施設整備・改築予定(第３０条・第４３条)

年度 予定項目

２年度

南部下水処理場№３送風機整備工事

南部下水処理場用水設備整備工事

南部下水処理場流量調整池ポンプ整備工事

新地中継ポンプ場主ポンプ整備工事

新地中継ポンプ場№１破砕機整備工事

南部下水処理場ブロック塀整備工事

南部下水処理場換気ファン更新工事

南部下水処理場自家用発電機設備

南部下水処理場中央監視設備

南部下水処理場沈砂池ゲート更新工事

南部下水処理場重力濃縮槽防食工事

３年度

南部下水処理場４系最初沈殿池整備工事

南部下水処理場重力濃縮設備整備工事

南部下水処理場№２自動除塵機整備工事

南部下水処理場脱臭設備整備工事

新地中継ポンプ場主ポンプ整備工事

新地中継ポンプ場№２破砕機整備工事

茂木中継ポンプ場主ポンプ整備工事

南部第一中継ポンプ場破砕機整備工事

南部下水処理場濃縮設備ポンプ更新工事

南部下水処理場沈砂池照明設備更新工事

南部下水処理場№２送風機更新工事

南部下水処理場中央監視設備

４年度

南部下水処理場脱水機補機整備工事

南部下水処理場４系最終沈殿池整備工事

栄上中継ポンプ場破砕機整備工事

茂木中継ポンプ場破砕機整備工事

南部下水処理場水処理設備ポンプ更新工事

南部下水処理場初沈汚泥濃縮築造工事

南部下水処理場№２汚泥脱水機更新工事

※本表は整備予定であり、機器･設備の故障や老朽の進行、又は予算等の諸事情により変更することがある。
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別表５ 廃棄物の処理（第３０条）

種  類 内    容
履行分担

備 考
発注者 受注者

脱水ケーキ等

(沈砂含む)及び

し渣

専門業者との契約 ○

専門業者への手配 ○ ○

仕様書第３０条

専門業者への廃棄物の引渡し作業 ○

数量確認立会 ○

マニフェスト作成（し渣は不要） ○

マニフェスト管理 ○ ○

管理上発生した

産業廃棄物

鉄屑・廃油（ウェス含む）・電球・廃プラス

チック類等
○ ○

一般廃棄物 一般廃棄物置場・管理上発生したもの ○
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別表６ 流入水の想定水質及び想定水量（第３１条）

６－１ 流入水の想定水質

単位：㎎/L

水質項目 計画 実績 備     考

BOD 220 206 実績値を想定水質とする

SS 200 194 同上

※実績値は、平成２８年度から３０年度の平均値を示す。

６－２ 流入水の想定水量

単位：m3

年  度 R元(2ヶ月) R2 R3 R4(10 ヶ月)

処理能力（日最大） 39,000 39,000 39,000 39,000

想定水量（日平均） 29,972 29,920 29,864 29,805

年間流入水量 1,798,320 10,920,800 10,900,360 9,120,330

※R 元年度の想定量は、R2年 2月 1日から R2 年 3月 31 日までの２カ月間の値を示す。

※R4年度の想定量は、R4年 4月 1日から R5 年 1 月 31 日までの１０カ月間の値を示す。

６－３ 脱水ケーキの想定量

単位：t

年  度 R元(2 ヶ月) R2 R3 R4(10 ヶ月)

脱水ケーキ想定量 1,300 7,600 7,600 6,400

※R 元年度の想定量は、R2年 2月 1日から R2 年 3月 31 日までの２カ月間の値を示す。

※R4年度の想定量は、R4年 4月 1日から R5 年 1 月 31 日までの１０カ月間の値を示す。

- 195 -



（参考）

・流入水の水量（実績）

単位：m3

年  度 H28 H29 H30

流入水量（日平均） 30,917 30,086 27,230

年間流入水量 11,021,965 10,981,219 9,938,852

・脱水ケーキ量（実績）

単位：t

年  度 H28 H29 H30

脱水ケーキ量 7,288 7,693 6,937

・除去率の状況

項   目 計画 Ｈ28 年度 Ｈ29 年度 Ｈ30 年度

ＢＯＤ

流入水質(㎎/Ｌ) 220 229 192 197

放流水質(㎎/Ｌ) 15 3.4 1.9 2.5

除去率（％） 93.2 98.5 99.0 98.7

ＳＳ

流入水質(㎎/Ｌ) 200 193 203 187

放流水質(㎎/Ｌ) 10 2 ＜1 2

除去率（％） 95.0 99.0 100 98.9
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別表７ 緊急事態（第３６条）

事  項 緊急事態 非常事態（非常事態宣言）

大雨

及び

異常流入

大雨・洪水警報が発せられたとき

または､流入量が異常に増加したとき

台風接近の場合で被害が予想されるとき

着水井水位が 2.3ｍを越えた場合

流入下水量が処理量を超える場合(一次処理

放流が必要なとき)

中継ポンプ場の着水井もしくはポンプ井が危

険水位となった場合

地震 震度４以上の地震が発生したとき 地震により施設に障害が出た場合

火災
火災報知機が発報したとき、または火災の発

生が疑われるとき
火災の発生が確認されたとき

流入水質異常

毒物の流入に対する情報が寄せられたとき 活性汚泥が死滅し水処理不能に至った場合

感染症に関する情報が寄せられたとき 感染症が集団発生した場合

pH異常のとき

  （pH9.5 以上又はpH5.0 以下）
活性汚泥が死滅し水処理不能に至った場合

反応タンク送風量の異常増加、減少のとき 活性汚泥が死滅し水処理不能に至った場合

大量の油類が流入したとき 活性汚泥が死滅し水処理不能に至った場合

放流水質異常

放流水透視度悪化のとき

（30cm 以下）
排水基準を超えるおそれがある場合

放流水に油膜が発生とき

臭気
異臭が発生とき

装置が停止したとき
建物外部に臭気が漏洩した場合

停電 停電が発生したとき 非常用発電機が起動しなかった場合

直流電源・UPS 直流電源・UPS が故障停止したとき 電源供給が長期にわたり喪失した場合。

その他
処理場等の運転操作に影響が生じる事態が

発生したとき

処理場の機能が低下し外部に被害を与える事

態が生じたとき
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別表８ 責任分担（第３８条）

種  類 内    容
責任分担

備 考
発注者 受注者

法令改正 本委託に直接関係する法令等の改正 ○ ○ 仕様書第 24,25 条

物価変動 物価変動に伴う経費の増 ※○

維持管理費の

膨張
人件費等の維持管理費の膨張 ※○

市民等への対応
市民、他都市、諸官庁又は報道機関等からの

照会、意見、要望、依頼等の対応
○ ○ 仕様書第 18条

第三者賠償 業務履行に伴い生じた第三者に及ぼした損害 ○ ○ 仕様書第 26条

事故・災害

業務履行に伴う事故・災害 ○
仕様書

第 5,9,36 条
天災等の不可抗力等による事故・災害 ○ ○

環境保全 契約基準 ○ 仕様書第 32条

仕様変更 委託内容の変更に関するもの ○

想定流入水

想定流入水の範囲内におけるもの ○ 仕様書第 31条

想定流入水の範囲外におけるもの ○ ○ 仕様書第 36条

搬出汚泥量

(脱水ケーキ及びし

渣)

搬出ホッパ重量計の保守管理 ○

搬出汚泥量の確認 ○ ○

施設の機能

施設機能の保持・補修及び簡易な修繕 ○

仕様書第 48,49 条

上記以外の修繕及び改築 ○ ○

施設管理

場内の巡視、点検、施錠、清掃、危険箇所の

把握及び火災予防のための措置
○

仕様書

第 18,30,37,50 条

業務履行に伴う薬品・燃料・電力等 ○ 仕様書第 30,50 条

業務の再委託 再委託者の監督 ○ 仕様書第 16条

※受注者の業務継続に重大な影響を及ぼすものについては、その都度協議することとする。

※本責任の分担のほかに疑義があるものについては、その都度協議することとする。
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別表９ 業務書類等（第４０条・第４１条）

９－１ 契約締結時から業務開始日までの提出書類

提出書類 提出時期 備  考

１ 総括責任者決定通知書及び

雇用証明書

契約締結時 仕様書第 7条

２ 副総括責任者決定通知書及び

雇用証明書

契約締結時 仕様書第 10 条

３ 業務履行計画書 業務開始日まで 仕様書第 12 条

４ 総括責任者選任届 契約締結時 仕様書第 7条

５ 副総括責任者選任届 契約締結時 仕様書第 10 条

６ 従業員名簿 業務開始日まで

７ 就業規則 業務開始日まで

８ 安全作業基準 業務開始日まで

９ 緊急事態非常呼出し出勤体制

及び連絡表

業務開始日まで 仕様書第 13 条

10 貸与備品等リスト 業務開始日まで 仕様書第 23 条

11 機能確認書 業務開始日まで 貸与備品の機能確認を含む

９－２ その他提出書類

提出書類 提出時期 備  考

１ 日報 監督職員巡回時

２ 業務完了報告書 翌月の７日まで ３月分は３月３１日まで

３ 精密試験等結果報告書 翌月の７日まで ３月分は３月３１日まで

４ 定期点検整備報告書 翌月の７日まで ３月分は３月３１日まで

５ 維持管理委託業務実施報告書 翌月の７日まで ３月分は３月３１日まで

６ 簡易な修繕の報告書 その都度、速やかに

７ 維持管理委託業務実施計画書 当該月の７日前まで

８ ユーティリティー監理業務報

告書

翌月の７日まで ３月分は３月３１日まで

９ 水質試験結果報告書 翌月の 7日まで ３月分は３月３１日まで

10 事故・苦情等報告書 速やかに 事故等が発生した場合

内容に応じ、速報、詳細報告等を

適宜行うこと。

11 諸業務の実施報告書 その都度、速やかに

12 修繕報告書 翌月の７日まで 見積書、写真、請求書又は領収書

（写し）

３月分は３月３１日まで

13 その他発注者が指示するもの 業務打合わせ簿等
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９－３ 契約終了時提出書類

提出書類 提出時期 備  考

１ 業務完了報告書 契約最終日

２ 機能確認書 契約最終日 貸与備品の機能確認を含む

３ 引継事項書 契約最終日

４ その他発注者が指示するもの
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別表１０ 水質・汚泥試験業務（第４７条）

南部下水処理場水質試験内容（包括）

場所

測定項目等

採水・採取 月２ 月２ 随時 随時 随時 随時

水温 週５

透視度 週５

残留塩素 週５

ｐH 週５ 週５ 週５

SS(MLSS) 月２ 月２ 週５ 週５ 週５ 　

SV30 週５

COD 月２ 月２ 週５

アンモニア性窒素 週２

亜硝酸性窒素 随時

硝酸性窒素 随時

微生物検鏡 週１

汚泥界面 随時 随時

2 器具洗浄等 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

採取 随時 随時 随時 随時 随時 随時 随時 随時 随時 随時

ｐH 月２ 週２

SS 月２ 月２ 月２ 月２ 月２ 月２ 月２ 月２

VSS（有機分） 月２ 月２ 月２ 月２ 月２

TS 月２ 月２ 月２ 月２ 月２

VTS（有機分） 月２ 月２ 月２ 月２ 月２ 月２

含水率 週２ 月１

採水器セット 月２ 月２ 月２ 月２

採水 月２ 月２ 月２ 月２

気温 月２

水温 月２ 月２ 月２

残留塩素 月２

採水 月１

水温 月１

透視度 月１

ｐH 月１

COD 月１

SS 月１

塩素イオン 月１

残留塩素 月１

採水 年２ 年２ （注）

ｐH 年２ 年２ （注）

BOD 年２ （注）

COD 年２ 年２ （注）

SS 年２ 年２ （注）

塩素イオン 年２ 年２ （注）

7 その他 2回／月 臭気測定

・残留塩素は「遊離残留塩素」と「全残留塩素」の両方を測定すること。

・SS測定用のろ紙を事前に乾燥・秤量すること。

・放流水のアンモニア性窒素、亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素は系列ごとに測定すること。

・活性汚泥の生物相に注意すること。（週1回以上の頻度で検鏡すること。）

・脱臭や水処理の水質計器は月１回校正を行い、測定結果を記録すること。

・（注）放流水（滅菌後）の通日試験は発注者の指示に従い、実施すること。

脱臭装置出口の臭気測定（硫化水素・アンモニア・メチルメルカプタン等）を毎月２回以上行うこと。（連続式硫化水素測定器で代用可）

1 平常試験

1回／週
2回／週
5回／週

2回／月
随時

返流水

脱

水
機

ス
ク

リ

ュ
ー

返
送
汚
泥

(

1
～

4
系

)

初

沈
汚
泥

終

沈
汚
泥

重

力
濃
縮

余

剰
汚
泥

機

械
濃
縮

6 通日試験 2回／年

令和元年9月13日

検査頻度

流

入
下
水

反
応

槽
入
口
水

放
流
水

（
滅
菌
前

）

放
流
水

（
滅
菌
後

）

用
水

反
応
槽

(

1
～

4
系

)

機

械
濃
縮

重

力
濃
縮

し
さ

圧

入
汚
泥

脱水ケーキ

プ

レ
ス

汚泥試験

2回／週
1回／月
2回／月

随時

3

8 備考

4 精密試験 2回／月

5 用水試験 1回／月

検体
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別表１１ 発注者が支給する部品材料等（第４８条）  

消  耗  品  類 備  考

1 巡回点検時に補充する以外の油脂類（送風機・機関潤滑油、油圧作動油等）

2 鋼管類（SGPW、SUS 等（25Aを超えるもの））

3 配管用弁類（金属製は 25A を超えるもの、樹脂製は50A を超えるもの）

4 塩化ビニル管（VP、HIVP 等（50A を超えるもの））

5 ポンプ廻りの圧力計類

6 ボルト・ナット類（簡易な修繕等に含まれないもの）

7 汚泥脱水機に使用するろ布や高圧ホース、Vベルト等

8 照明用蛍光灯器具、水銀灯灯具類

9 電気盤の補助リレー、タイマー類

10 塩化ビニル電線管（VE・HIVE（54mm 以上））

11 現場用水質計器類消耗品（DO計電極、pH ﾁｯﾌﾟ、ORP ﾁｯﾌﾟ等）

12 その他専用部品や特殊部品など
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別表１２ 修繕業務（第４９条関係）  

番号 項    目 内   容

１ 修繕業務予定金額

税抜き 2,116万円（年度額）を予定する。

ただし R元年度(2月～3月)は税抜き 352万円、R4年度(4
月～1月)は税抜き 1,764万円としR元年度分の修繕が発生

しない時は R2 年度に実施するものとする。上記年度予定

金額を超えるおそれがあるときは、事前に知らせること。

また、年度末までに予定金額を満たさないおそれがある場

合は、計画的な保全について発注者と協議し、実施しなけ

ればならない。

２ 一件あたりの上限額 一件あたりの上限額は、税込み１３０万円以内とする。

３ 使用する部品等

修繕等に使用する部品等は、仕様変更による性能低下とな

らないものとする。また、本修繕業務で交換した部品等の

所有権は、本市に帰属するものとする。

４ 過失等に対する原状回復
予定金額には、受注者の過失等に起因する、施設設備の原

状回復の費用は含まない。

５ 修繕業務からの除外

故障等の修繕規模が、発注者が行う施設改良更新工事及

び、修繕工事に該当するとき、又、仕様書第４９条第２項

に示す｢簡易な故障修理｣に該当する分はこの修繕業務か

ら除外する。

６ 故障等の因果関係

故障等の因果関係について、発注者は、発注者が行う綿密

な調査等の結果によっては、受注者と協議し、賠償を求め

る場合がある。

７ かし担保相当期間

修繕実施後１年間を、かし担保相当期間とし、修繕の不備

等による故障についての修繕は、受注者の費用で復旧する

こと。ただし、同一機器の再度の故障であっても、実施し

た修繕内容に照らし合わせ、明らかに新たな故障であると

きは、この限りでない。

８ 実施及び報告

故障の内容並びに、修繕方法について事前に通知するこ

と。必要に応じて、この内容ついて協議を求める場合があ

る。

受注者自らが部品等を購入し修繕を実施することもでき

るが、保守点検業務の時間帯に行う場合は当該業務に含ま

れる業務となるため、修繕に要した労務費を別途に計上で

きないものとする。

また、修繕完了時は写真と報告書、実施金額の明細書（発

注者が求めたときは、領収書等の写しを添付すること。）

等を、翌月の初めまでに提出すること。
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別表１３ 受注者が負担する消耗品等（第５０条）

消  耗  品  類 備  考

1 各機器の潤滑油・グリス類（油圧作動油等は除く）

2 ベアリング類（汎用で簡易な修繕に伴うもの）

3 V ベルト類（汚泥脱水機は除く）

4 鋼管類（SGPW、SUS、（25A 以下））

5
鋼管類接続材料（ﾌﾗﾝｼﾞ、ﾁｰｽﾞ、ｿｹｯﾄ、ｴﾙﾎﾞ等）（金属製は 25A 以下、樹脂製は

50A 以下）

6 塩化ビニル管（VP・HIVP（50A以下））

7 塩化ビニル管接続材料（接着剤と 50A 以下の TS ﾌﾗﾝｼﾞ、ﾁｰｽﾞ、ｿｹｯﾄ等）

8 パッキン類（簡易な修繕に伴う汎用なもの）

9 ボルト・ナット類で簡易な修繕に伴うもの

10 塩化ビニル電線管（VE・HIVE（42mm 以下））

11 塩化ビニル電線管接続材料（ﾉｰﾏﾙﾍﾞﾝﾄﾞ、ｿｹｯﾄ、ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ、接着剤等）

12
配管用弁類（汎用小口径（金属製は 25A 以下、樹脂製は 50A 以下）で簡易な修繕

に伴うもの）

13 仮設電灯用品（露出ｽｲｯﾁ、露出ｺﾝｾﾝﾄ、丸型露出ﾎﾞｯｸｽ、VVVF ｹｰﾌﾞﾙ等）

14 照明用蛍光灯ランプ、水銀灯類

15 機器運転表示ランプ類

16 ヒューズ類（高圧機器類を除く）

17 チャート紙・記録用紙類、業務報告用紙類

18 記録打出用リボンカートリッジ・記録用インク類、ペン類

19 ハードコピー用リボン

20 酸素ｶﾞｽ、ｱｾﾁﾚﾝｶﾞｽ、ｶﾞｽ溶接器具、溶接棒類

21 機器・施設等補修用消耗品（塗料類・絶縁テープ類・ウエス等）

22 除草、樹木剪定、消毒等緑地管理に必要な薬品・燃料等及び切刃等の消耗品

23 清掃に必要な薬剤類

24 汚泥脱水、脱臭、放流水の滅菌、その他水処理・汚泥処理に必要とする工業薬品

25
受注者が行なう水質試験等に使用する薬品、消耗品等（試薬、ｐH計電極、純水

製造装置カートリッジ等）

26 受注者従業員事務所に係る消耗品類

27 その他業務履行に伴う作業用消耗品
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別表１４ 受注者が負担する工業薬品（第５０条）

品名 規格 用途

次亜塩素酸ソーダ ローリー12％ 滅菌・脱臭

苛性ソーダ ローリー20％ 脱臭

高分子凝集剤 クボックス CP402M（同等品） 濃縮

ベルト濃縮機洗浄剤 ベルトクリーン 145SP（同等品） ベルト濃縮機洗浄

高分子凝集剤 ツキフロック TC-86L（同等品） 脱水

ポリ硫酸第二鉄 鉄 11％以上、硫酸 25％以上 脱水、消臭

消臭剤 ステンチカットM300（同等品） 消臭

硫化水素抑制剤 ダッシュエース K-100（同等品） 消臭
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別表１５ 経費の負担（第５１条）

種  類 内    容
経費負担

備 考
発注者 受注者

法令改正 本委託に直接関係する法令等の改正 ○ ○ 仕様書第 24,25 条

第三者賠償 業務履行に伴い生じた第三者に及ぼした損害 ○ ○ 仕様書第 26条

事故・災害
業務履行に伴う事故・災害 ○ 仕様書第 9,12,30,

36,43,44,45 条天災等の不可抗力等による事故・災害 ○ ○

施設の機能 施設機能のうち保持・補修及び簡易な修繕 ○ 仕様書第 48 条

緊急事態
機器故障・異常流入水等による受注者対応に係

るもの
○ ○ 仕様書第 36条

非常事態 発注者の指示による対応に係るもの ○ 仕様書第 36条

仕様変更 委託内容の変更に関するもの ○

想定流入水

想定流入水の範囲内におけるもの ○ 仕様書第 31条

想定流入水の範囲外におけるもの ○

動力費 施設の運転に供する電気代、燃料代 ○

工事等用

水道光熱費

発注者、受注者を問わず修繕を実施する場合に

使用するもの

○発注者が実施する工事、業務委託はその請負者

が負担するものであるが、特に発注者が認めた

場合によるもの

工業薬品費
汚泥脱水、脱臭、放流水の滅菌、その他水処理・

汚泥処理に必要な工業薬品代
○

直接経費 前三項のほかで業務に伴う経費 ○

消耗品等 受注者が負担する消耗品 ○ 仕様書第 50条

設備点検工具等
点検及び修繕にかかる工具、回路計、絶縁抵抗

計等特殊でないもの
○

安全管理器具等
硫化水素測定器、酸素濃度計、毒性ガス検知器、

安全標識等
○

修繕費 受注者が負担する修繕費 ○ 仕様書第 49条

施設の改善 施設設備の改善に伴う経費 ○ 仕様書第 56 条

諸業務 諸業務の履行に伴う経費 ○ 別紙に定める
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別表１６ 諸業務実施年度（第５９条）

業務名 R2年度 R3 年度 R4 年度

南部下水処理場庁舎清掃業務 ○ ○ ○

南部下水処理場ほか樹木管理業務 ○ ○ ○

南部下水処理場ほか消防設備等点検業務 ○ ○ ○

南部下水処理場高圧保護継電器等試験点検業務 ○ ○ ○

南部下水処理場ほか工業計器点検業務 ○ ○ ○

南部下水処理場ほか活性炭取替業務 ○ ○ ○

南部新地中継ポンプ場沈砂引抜業務 ○ ○ ○

香焼三和地区中継ポンプ場し渣籠清掃業務 ○ ○ ○

南部下水処理場重油地下タンク漏洩検査業務 ○

南部下水処理場トラックスケール定期検査業務 ○ ○

南部下水処理場水中撹拌機点検整備業務 ○ ○

南部下水処理場スクリュープレス汚泥脱水機点

検整備業務
○ ○

南部処理区中継ポンプ場自家用電気工作物保安

管理業務
○ ○ ○

南部新地中継ポンプ場ポンプ井清掃業務 ○ ○

南部第一中継ポンプ場ポンプ井清掃業務 ○ ○

南部茂木中継ポンプ場ポンプ井清掃業務 ○ ○

南部下水処理場ＵＰＳ無停電電源装置点検整備

業務
○

南部下水処理場速度制御盤点検整備業務 ○ ○

香焼地区中継ポンプ場非常用発電機点検整備業

務
○

*それぞれの業務の仕様書は別紙による。
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施設概要(南部処理区、香焼三和処理区)

1 南部下水処理場                                                        p223

  1)敷地面積  43,200 ㎡     2)処理面積   915ha

    3)全体計画  37,500m3/日      4)水処理能力 4系列 日最大 39,000m3/日

  5)供用開始日 昭和 59年 4月 1日   6)排除方式   分流式

  7)水処理方式  標準活性汚泥法(嫌気好気法)

  8)汚泥処理   初沈汚泥  →  重力濃縮

          終沈汚泥  →  機械濃縮      加圧式脱水

                            スクリュー式脱水

  9)放流先    長崎港

10)流入模式図(南部処理区、香焼三和処理区)

    

    香焼地区汚水流量調整池      南部深浦中継ポンプ場         

                         

             栄上中継ポンプ場       晴海台マンホールポンプ場

                    南部第一中継ポンプ場    

                    

南部茂木中継ポンプ場

                    南部新地中継ポンプ場   中部(西部)下水処理場

堀切西マンホールポンプの巡回点検は対象外であるが、香焼流量調整池の排水時に当該マンホー

ルポンプの運転操作が必要な場合は、流量調整池の付帯施設として運転を行うこと。(仕様書 P273.7

参照)

2 南部第一中継ポンプ場                                                      p252

1)敷地面積   4.8a

2)排水面積  208.3ha

  3)運転開始月  平成 9年 3月

4)ポンプ能力 口径 200mm  能力 5.64m3/分 台数 3台

南部栗ノ浦中継ポンプ場               

南部辰ノ口中継ポンプ場            南部尾ノ上中継ポンプ場

南部海老瀬中継ポンプ場              南部安保 中継ポンプ場     南部 里 中継ポンプ場

                            堀切西マンホール P

南部下水処理場
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3 南部新地中継ポンプ場                                                      p257

1)敷地面積   6.1a

2)排水面積  268.4ha

  3)運転開始月  平成 17 年 4月

4)ポンプ能力 口径 300mm  能力 10.1m3/分 台数 3台

南部送水用 2台

中部送水用 1台

＊中部送水用は大雨時におけるポンプ 3台運転の 3台目とする。

                                           

4 南部茂木中継ポンプ場                                                      p261

1)敷地面積   7.2a

2)排水面積 117.3ha

  3)運転開始月  平成 17 年 4月

4)ポンプ能力 口径 150mm  能力 3.04m3/分 台数 2台

5南部栄上中継ポンプ場                                                      p265

1)敷地面積   15a

2)排水面積  180ha

  3)運転開始月  平成 17 年 4月

4)ポンプ能力 口径 150mm  能力 3.3m3/分 台数 3台

6南部深浦中継ポンプ場                                                      p269

1)敷地面積   3.25a

2)排水面積  138.6ha

  3)運転開始月  平成 19 年 4月

4)ポンプ能力 口径 150mm  能力 3.05m3/分 台数 2台

7 香焼三和地区中継ポンプ場ほか維持管理業務要領                    p273

1)南部里中継ポンプ場

2)南部尾ノ上中継ポンプ場

3)南部安保中継ポンプ場

4)南部栗ノ浦中継ポンプ場

5)南部辰ノ口中継ポンプ場

6)南部海老瀬中継ポンプ場

7)香焼地区汚水流量調整池

8)晴海台マンホールポンプ場

８ 南部及び香焼三和処理区マンホールポンプ（４１箇所）           p293
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受電形態 受電電圧 6.6ｋV

契約電力 700ｋW

遮断器 VCB　7.2ｋV  600A  12.5ｋA

管理棟 9台

発電機室 1台

主ポンプ送風機 2台

滅菌棟 2台

汚泥棟 4台

流量調整池棟 1台

変圧器 管理棟 ３φ　500ｋVA 1台

１φ　150ｋVA 1台

主ポンプ送風機 ３φ　750ｋVA 1台

３φ　500ｋVA 1台

滅菌棟 ３φ　500ｋVA 1台

１φ　　50ｋVA 1台

汚泥棟 ３φ　500ｋVA 1台

３φ　200ｋVA 1台

１φ　　50ｋVA 1台

流量調整池棟 ３φ　750ｋVA 1台

３φ　150ｋVA 1台

１φ　　10ｋVA 1台

発電機 （１）内燃機関 1台

型式 ディーゼル機関

出力 1,800PS

回転数 720ｒｐｍ

燃料 A重油

（２）発電機 1台

型式 同期発電機

容量 1,500ｋVA

情報処理装置 HIS監視装置 東芝製監視制御装置 一式

　　

主流入ゲート 電動開閉自動降下ゲート 1門

1,800W×1,800H

流入ゲート

800W×1,000H 4門

沈砂池 細目自動除塵機

レーキ付ダブルチェーンコンベア 2台

篩渣洗浄機

高圧噴流式裏掻バースクリーン 1台

篩渣脱水機

横型スクリュｰプレス 1台

篩渣搬出機

トラフ型ベルトコンベア 3台

沈砂掻揚機

走行式吸砂装置　　１１ｋＷ 1台

沈砂洗浄搬出機

ダブルチェーンコンベア 1台

篩渣･沈砂スキップホイスト　　各0.3ｍ３ 2台

し渣ホッパー 1基

沈砂ホッパー 1基

設備概要（南部下水処理場）

電

　

気
　

設

　

備

水
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理
　

　

　

施

　
　

　

設
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主ポンプ設備 縦軸斜流渦巻ポンプ（Ｎｏ．１・２）

400φ×24.0ｍ３/min×132ｋW 2台

外槽型水中ポンプ

150φ×2.7ｍ３/min×15ｋW 1台

ポンプ井撹拌ブロワ　　　1.5ｋＷ １台

調整槽 調整池送水ポンプ

300φ×21.0ｍ３/min×132ｋW 2台

槽容量

682.5ｍ3×4 調整池ポンプ

ポンプ　　　　　55ｋW 2台

撹拌装置

機械撹拌機　7.5ｋW 8台

調整池送風機

ルーツブロワ　11ｋW 2台

脱臭装置

活性炭吸着塔方式 1基

最初沈殿池 汚泥掻寄機

フライト式ダブルチェーンコンベア（2層式） 4台

槽容量 フライト　5,040W  0.75ｋW

682.5ｍ3×4 初沈汚泥引抜ポンプ

100φ×1.0ｍ３/min×7.5ｋW 2台

初沈スカムスキマー　0.4ｋW 8台

曝気槽 嫌気好気法

嫌気槽（１～３槽）機械撹拌機　3.7ｋW 12台

好気槽（４～８槽）全面曝気型

槽容量 メンブレンパネル式　（１系，２系，３系，４系） 4台

2,769ｍ3×4

曝気用送風機　ルーツブロア

７５ｍ3/min　　　150ｋＷ 2台

65ｍ3/min　　　110ｋＷ 1台

12台

最終沈殿池 汚泥掻寄機

フライト式ダブルチェーンコンベア（２層式） 4台

フライト　5,040W  0.75ｋW

槽容量 返送汚泥ポンプ

1,212ｍ3×4 200φ×5.0ｍ３/min×30ｋW 2台

　　　　　　　　　　　　　　11ｋW 4台

終沈汚泥引抜ポンプ　15ｋW　150φ×3.24ｍ３/min 2台

余剰汚泥ポンプ

100φ×0.8ｍ３/min×7.5ｋW 2台

80φ×1ｍ３/min 2台

終沈スカムスキマー　0.4ｋW 8台

消毒槽 次亜塩素酸ソーダ注入ポンプ

槽容量 22φ×0.305L/min×0.2ｋW 2台

178.84ｍ3×2
用水設備 縦型圧力式砂ろ過器　能力２０ｍ3/ｈ 2基

二次処理水ポンプ　11ｋW 2台

三次処理水ポンプ　5.5ｋW 3台

汚泥棟送水ポンプ　3.7ｋW 2台

水

　
　

　

処

　
　

　

理

　

　
　

施

　

　

　
設
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濃縮設備 重力濃縮槽 有効容積 132.5m３ 1槽

中央駆動式懸垂型掻寄機 2.2ｋW 1台

機械濃縮機(ベルト型ろ過濃縮機） 2台

ベルト幅 １.2ｍ

処理能力 20m3

余剰汚泥貯留槽撹拌機　　　 5.5ｋＷ 1台

濃縮汚泥貯留槽 有効容積 138.0m３ 2槽

竪形電動撹拌機 15ｋW 2台

汚泥脱水設備 汚泥貯留槽 有効容積 70.0m３ 2槽

汚泥撹拌機 15.0ｋW 2台

加圧脱水機

No.１スクリュー式 65.0m２ 1台

No.３スクリュー式 １台

脱水処理能力　№１ 3.5kg/m３・時×1/1,000×100/3×65m２=7.58m3

№３ 101.7m3/6h

ケーキ貯留設備 ホッパー 有効容積 10.0m３ 2基

高濃度水処理設備脱臭ファン　112ｍ３/min×4.0ｋPa　15ｋW 1台

高濃度濃縮設備脱臭ファン　29ｍ３/min×3.7ｋPa　3.7ｋW

汚泥脱水設備脱臭ファン　37ｍ３/min×3.7ｋPa　55ｋW １台

低濃度水処理設備脱臭ファン　190ｍ３/min×2.5ｋPa　15ｋW 1台

沈砂池設備脱臭ファン　110ｍ３/min×2.3Pa　15ｋW １台

汚

泥

処

理

施

設

脱

臭

設

備

高濃度生物脱臭装置
（充填塔式生物脱臭
塔）　　　　（１７８ｍ３
/min）

低濃度生物脱臭装置
（充填塔式生物脱臭
塔）　　　　　（３００ｍ３
/min）

- 214 -



- 215 -



- 216 -



- 217 -



- 218 -



- 219 -



- 220 -



- 221 -



- 222 -



- 223 -



- 224 -



   

- 225 -



- 226 -



- 227 -



- 228 -



- 229 -



- 230 -



- 231 -



- 232 -



- 233 -



- 234 -



- 235 -



- 236 -



- 237 -



- 238 -



- 239 -



- 240 -



- 241 -



- 242 -



- 243 -



- 244 -



- 245 -



- 246 -



- 247 -



- 248 -



- 249 -



- 250 -



- 251 -



- 252 -



- 253 -



- 254 -



- 255 -



- 256 -



- 257 -



７ 香焼三和地区中継ポンプ場ほか維持管理業務要領

１ 本業務は、南部下水処理場維持管理業務委託の一部として業務を行うものとする。

２ 香焼三和地区中継ポンプ場外施設概要仕様書に記載した、中継ポンプ場６箇所、汚水

流量調整池１箇所、マンホールポンプ場１箇所、 の計８箇所の施設について、運転整

備業務および巡回点検を行う。なお、香焼地区汚水流量調整池、晴海台マンホールポン

プ場の使用していない施設の保守点検業務は除くものとするが、安全管理は含むものと

する。設置場所については、南部処理区施設配置図参照のこと。

３ 巡回点検は、原則として １回／週 、月例点検を１回／月、行うものとし、点検要

領は、仕様書第 47条(保守点検業務要領)第 2 項に基づくものとする。報告書については

香焼三和地区中継ポンプ場設備点検表を作成し提出すること。

４ 本業務は、香焼三和地区中継ポンプ場等の保守点検、除塵に係わる作業及び運転操作

に係わる作業や建物の屋内外の簡易な清掃、除草を行うものである。

５ 非常通報装置による故障時、緊急時通報の対応については、24時間の受信体制及び連

絡体制を定め、円滑に業務が履行できるようにすること。なお、夜間及び休日等は携帯

電話等による 24時間連絡体制を構築するものとする。

６ 晴海台マンホールポンプ場については、大雨等異常流入時に主ポンプの送水能力を超

えた場合に自動貯留させる。このとき、ポンプ井水位高が発生しているため、一定時間

ごとに巡回点検を行うものとする。汚水の返送については、流入が減少し、主ポンプの

送水能力が上回ったと判断される時点で行うものとする。

７ 香焼地区汚水流量調整池については、大雨等異常流入時に南部深浦中継ポンプ場の着

水井が危険水位を超えたときは送水弁を開け、堀切西マンホールポンプを手動停止させ、

本調整池に汚水を貯留させる。流入下水量が減少し、南部深浦中継ポンプ場の着水井が

下がり、ポンプ井水位も下がった時点で貯留を停止させる。下水の返送については、南

部深浦中継ポンプ場の流入が減少し、返送可能であると判断されたのち行うものとする。

  また、除塵機については、設置しているものの運転していないことから、定期的に人

力による除塵作業も含むものとする。

８ 勤務時間内に作業、処置できる簡易な修理は、本業務に含むものとし、外部委託等の

修繕については、別表１２修繕業務に示す。
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別紙、南部及び香焼三和処理区マンホールポンプ対象設備一覧表

口径
（mm）

能力
(m3/分)

台数
電気
容量

1 土井首町 80 0.48 2 3.7kw 平成12年3月22日 協和 ㈱鶴見製作所

2 江川町 80 0.30 2 2.2kw 平成12年8月1日 協和 ㈱鶴見製作所

3 末石町 80 0.30 2 5.5kw 平成12年9月22日 協和 ㈱鶴見製作所

4 古道町 65 0.16 2 0.75kw 平成13年4月1日 協和 ㈱鶴見製作所

5 茂木町（１） 80 0.65 2 　3.7kw 平成18年4月1日 水神 ㈱鶴見製作所

6 茂木町（２） 65 0.46 2 1.5kw 平成18年4月1日 水神 新明和工業㈱

7 茂木町（３） 100 0.28 2 15kw 平成18年4月1日 水神 新明和工業㈱

8 北浦町（１） 80 0.28 2 　5.5kw 平成18年4月1日 水神 新明和工業㈱

9 早坂町 65 0.16 2  5.5kw 平成21年3月26日 水神 ㈱荏原製作所

10 星取２丁目（１） 80 0.29 2  7.5kw 平成23年12月28日 協和 新明和工業㈱

11 星取２丁目（２） 65 0.16 2  3.7kw 平成23年12月28日 協和 新明和工業㈱

12 北浦町（２） 80 0.64 2 2.2kw 平成24年12月28日 協和 ㈱クボタ

13 磯道町 65 0.16 2  0.75kw 平成25年2月28日 協和 ㈱鶴見製作所

14 中小島１丁目 65 0.16 2  0.75kw 平成25年2月28日 水神 ㈱荏原製作所

15 海老瀬 85 0.10 2 1.5Kw 平成5年4月1日 水神 ㈱鶴見製作所

16 堀切西 80 0.50 2 11Kw 平成19年4月1日 水神 ㈱鶴見製作所

17 蚊焼町 150 1.19 2 37Kw 平成17年4月1日 協和 新明和工業㈱

18 蚊焼町（２） 65 0.16 2 0.75Kw 平成19年4月1日 水神 新明和工業㈱

19 蚊焼町（３） 65 0.16 2 0.75Kw 平成21年4月1日 協和 ㈱荏原製作所

20 蚊焼町（４） 65 0.16 2 0.75Kw 平成21年4月1日 協和 ㈱荏原製作所

21 蚊焼町（５） 65 0.16 2 0.75Kw 平成24年4月1日 水神 ㈱鶴見製作所

22 蚊焼町（６） 65 0.16 2 3.7Kw 平成28年4月1日 協和 新明和工業㈱

23 為石町 65 0.27 2 1.5Kw 平成21年4月1日 協和 新明和工業㈱

24 為石町（２） 150 2.17 2 15Kw 平成22年6月1日 協和 新明和工業㈱

25 為石町（３） 65 0.25 2 0.75Kw 平成24年4月1日 協和 ㈱鶴見製作所

26 為石町（４） 65 0.16 2 0.75Kw 平成25年4月1日 協和 ㈱鶴見製作所

27 為石町（５） 65 0.16 2 0.75Kw 平成24年4月1日 協和 ㈱鶴見製作所

28 為石町（６） 65 0.16 2 2.2Kw 平成27年4月1日 協和 新明和工業㈱

29 為石町（７） 65 0.16 2 3.7Kw 平成26年4月1日 協和 ㈱荏原製作所

30 椿が丘 150 2.95 2 22Kw 平成17年4月1日 協和 新明和工業㈱

31 布巻元宮 65 0.56 2 2.2Kw 平成17年4月1日 協和 ㈱鶴見製作所

32 布巻町（１） 65 0.23 2 1.5Kw 平成18年4月1日 水神 新明和工業㈱

33 布巻町（２） 65 0.16 2 0.75Kw 平成19年4月1日 水神 新明和工業㈱

34 布巻町（３） 80 0.16 2 1.5Kw 平成21年4月1日 水神 新明和工業㈱

35 布巻町（４） 65 0.16 2 0.75Kw 平成21年4月1日 水神 ㈱荏原製作所

36 布巻町（５） 65 0.16 2 0.75Kw 平成26年4月1日 水神 ㈱荏原製作所

37 川原町 80 0.84 2 7.5Kw 平成24年4月1日 協和 ㈱鶴見製作所

38 川原町（２） 65 0.16 2 1.5Kw 平成27年4月1日 協和 ㈱荏原製作所

39 宮崎町 80 0.35 2 7.5Kw 平成26年4月1日 協和 ㈱荏原製作所

40 宮崎町（２） 65 0.16 2 1.5Kw 平成27年4月1日 協和 ㈱荏原製作所

41 布巻町（６） 65 0.16 2 0.75Kw 平成30年4月1日 水神 新明和工業㈱ ＣＮＷＸ６５１

№ ポンプ場名
ﾎﾟﾝﾌﾟ設備

Ｗｅｂ
メーカ

メーカー
設置（引継）

年月日
型式

TOP-80-3.7-4USG3

TOP-80-2.2-4USG3

TOP-100UG45.5-61

TOP-65U4.75-61

CNWX65

KS-N652AA

TOP65NZ4.75-61

65DML2 6.75A

TOP80UZG43.7-62

CNW65

CWF100G-P

CVCQ100

80DMVF65.5

CNWX80

TOS-15MGC

TOP80UZGF411

CN150-P

CNW65

65DML2

CNWX651

65DML263.7B  

65DML2

TOP65NZ4.75H-61

CNWX651

CNW651

CV150

TOP65NZ4.75

TOP65NZ4.75

TOP65NZ4.75

65DML261.5A

65DMV2

65DML26.75Ａ

TOP80BG47.5-64

65DML261.5A

80DML267.５A

CWF1502-P

TOP65UZG42-62

CVM65

CNW65

CVM80
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